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ア ンデ ス東 斜 面 漢 谷部 ， ケチ ュア

農民の生業 と交易活動

細 川 弘 明＊

Subsistence and Trade Activities of Quechua Peasants in 
 the Upper-Valley Slope of the Eastern Central Andes

Koomei HOSOKAWA

   The article describes the customary exchange of agrico-

pastoral products currently in practice among the inhabitants of 
different altitudes of the eastern slope of the Central Andes. 
This descriptive report falls within the scope of the vertical con-
trol theory, proposed by John V. Murra for the interpretation 
of the historical record of Andean societies. The concept of the 
vertical control is considered to be important and useful in under-
standing Andean societies and cultures, because it refers not 
merely to problems of the subsistence economy but also involves 
a basic nature of the socio-political formation of traditional 
Andean society in general. 

   As an analytical framework, however, there are still many 

points that need to be theoretically clarified as well as factually 
verified with regard to the notion of vertical control in itself. 
Naturally, the mode of vertical or altitudinal control is by no 
means free from regional variations and diachronic transforma-
tions, on which the substantial data are still lacking. Detailed 
descriptive studies of the actual mode of  vertical control are, 
therefore, urgently required. This article is mainly concerned 
with that rather than with the theoretical sophistication of 
Murra's arguments. 

   This description is based on data collected by the author 
during fieldwork conducted in 1978-80 in the northwest of the 
Department of La Paz, Bolivia. The main intensive research 
took place in Titicachi, an upper-valley agricultural community
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of Quechua-speakers, located in the south of Ayata, Province of 
 Muriecas. Extensive surveys were also done in adjacent areas. 

   The substantive data are provided in chapters 3-5. Chapter 
3 gives a sketch of agricultural production and daily consumption 
in Titicachi, a typical "maize village" in the upper-valley altitude 

(approximately 2800 to 3500  m). Chapter 4 depicts the three 
types of customary  trade  : (1) direct exchanges of goods in the 

qhatu, or weekly fair, in Ayata and in Huanco; (2) seasonal trade 
with distant areas, namely the Peruvian highland on the one 
hand, and the pre-Andine foothills of Camata and Conzata on 
the  other; and (3) occasional barter with various groups of ped-
dlers. Chapter 5 examines the mode of barter, including the 
rate of exchange, in terms of the vernacular concepts of the unit 
of exchange. 

   The typical pattern of inter-altitudinal trade engaged in by 
the upper-valley maize producers is as  follows  : Through trade 
with highland villages they barter their crops for salt,  chuno, or 
freeze-dried potato, alpaca products, especially jerkey meat and 
unspun wool, and such ritual objects as llama fat and fetuses, 
as well as a variety of medicinal herbs.  Through trade with the 
lower valley and the subtropical lowlands, on the other hand, 
they obtain various fruits, coca leaves, and seasonings, such as 
the red pepper and the bixa fruit to prepare achote powder, in 
exchange for their own maize crops or some of the goods they 
obtained from the highland. 

   Such a traditional system can no longer be observed in its 

pure form nowadays, due to the penetration of the urban-centered 
distribution of goods that has an increasing influence on Andean 
rural life. However, the barter system is  not  just dying out under 
the pressure of the modern market economy, since the local people 
seem to have managed to make the traditional manner of  trueque 

go hand-in-hand with the market economy. This has resulted, 
at least in part, in a sort of symbiotic relationship between mon-
etary and non-monetary systems.

１。は じめに

Ｈ．交易圏の概要 ・地域区分

皿．渓谷部の村 における生業の様相

１・ ティテ ィカチ村の概況

２． 農事暦

３． トウモ ロコシの民俗分類 と利用

４． 日常 生法 物 資 の 流 れ

ＩＶ・ 交易 活 動 の様 態 （１）

１・ 交 易 の ネ ッ トワー ク

２・ 交 易市

３． 高 地 との交 易

４． 低 地 との交 易
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５・ 行商人 の来訪

Ｖ．交 易活動の様態（２）

１・ 交換の単位

２． 高地 との交易における交換 レー ト

３． 低地 との交 易における交換 レー ト

４・ 伝統的な交易の特異性

Ｖ【．まとめ一 交 易の構図とその変貌一

１． は じ め に

　本報告の目的は，中央アンデス地域において現在見 られる 「垂直統御」について，

東斜面漢谷部での実態を明らかにすることにある。 いわゆる 「垂直統御論」の展開を

急 ぐことを避け，基礎資料の提示を第一義 とし，筆者がフィール ドワークをおこなっ

た地域での生業と交易活動に関する情報を詳しく報告 しておきたい。

（１） 垂直統御 の概念

　東西わずか ３００ｋｍ の水平距離のあいだに５０００　ｍ 近い標高差が展開する急峻なア

ンデス東斜面では，深い渓谷が細かいヒダのように数多 く刻みこまれ，地形は複雑に

いりくんでいる。 そこでの生業活動は，標高 （気温）・雨量 ・日照 ・土質 ・傾斜度な

ど，様々な自然条件か らの著 しい制約のもとに営まれている。小地域 ごとの生態学的

な条件の多様性に応 じて，生産物の種類や収穫量には谷筋ごと村落ごとに微妙な差異

が見られ，より広い地域を比較するならばその差異はさらに大きなものとなる。 しか

し，このような自然環境は，各地の生産活動の内容を限定すると同時に，生産物を相

互補完的に交換 しあう慣習を生み出す素地でもあった。畑の標高によく適応 した特定

の栽培植物をもっぱ ら生産し，産物を異にする他の地域の村々との定期的な交易によ

って必要物資を補い合 う，というのがその典型的な姿である。地域ごとの生態条件の

差異を相補的にかつ最大限に利用することによって成立するこのような システムは，

Ｊ．ムーラが 「垂直統御」（ｖｅｒｔｉｃａｌ　ｃｏｎｔｒｏｌ）という概念を提起してその重要性を指摘

して以来，アンデス社会の生業経済， さらには社会編成 の基本原理として注目される

ようになった ［ＭＵＲＲＡ　１９７５］。ムーラが分析 したのは，歴史資料に記載された過去

の事例であるが，中央アンデス東斜面の諸地域では，少なくとも生業経済の次元に関

する限り，ムーラが描 き出したのとある面ではかなりよく似た垂直統御の様態を現在

においても観察することができる。

　 「垂直統御」という概念それ自体については，検討すべき点が未だかなり多い。生

産および分配に関する経済原理 としての 「垂直統御」と広域にわたる社会編成原理と
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しての 「垂直統御」 という，考えようによってはかなり異質な現象を，単一の概念の

枠内で論 じることが果た して妥当であるか。 また， 仮に，（おそらくはムーラの意図

に反 して）経済原理に話を絞ったとしても，生業基盤を異にする地域間の補完的な産

物流通 システムとしての垂直統御を， ひとつの村 （ないし共同体ないし小地域）の中

での生業 システムとしての垂直利用 （標高に適応 した作物の選択など）の単なる延長

として，いわば連続的なものとして把握するのか，それとも質的な飛躍をともなった

ものとして理解するのか。また，垂直統御の様態が，アンデスー帯の通時相において，

どの時代どの地域にまで遡るものなのか。過去の事例 と現在の事例 とを同列に比較対

照 してよいのか，等々。 これ らいずれも微妙な問題に対 して十分な議論を展開する用

意は，いま残念ながら筆者には無い。本報告では，東斜面渓谷部（中腹部）の典型的な

一集落における生業の様式と，そこの住民が高地および低地 とのあいだに取 り結ぶ交

易関係 とを詳 しく記載 し，垂直統御論のための基礎資料を提供 しておくことにしたい。

　 （２） 調 査 地 の 言 語 ・民 族 状 況

本 報告 の も ととな る実 地調 査 は ，１９７８年 １１月 か ら１９８０年 ５月 にか けて ６回 ， 通 算９２

日間 にわ た って ， ボ リビ ア共 和 国 ラパ ス県北 西 部 で お こな った。 日数 の大半 は ， ム ニ

ェ ー カ ス郡 ア ヤ タ地 区 のテ ィテ ィカ チ村 に滞 在 した が， この村 を基 地 に， 表 １に挙 げ

表 １　 調 査 地 一 覧

村 名

ア マ レ テ

チ ャ カ ワ ヤ

ワ ト

ノ・？ コ

ワ ン ク

ア ヤ タ

モ ー リ ョ

テ ィ テ ィ カ チ

ル キ サ ニ

チ ュ ア タ

カ ル ニ

エ ス コ ー マ

タ カ コ マ

キ ア バ ヤ

ワ イ ル ル ニ

コ ン サ タ

現地名表記 （地図での表記）

 Jama-rit'i (Amarete) 
Chaka-waya (Chacahuaya) 

Watu (Huato) 

Paku (Paco) 

Wank'u (Huanco) 
Ayat'a (Ayata) 

Athun  Mullu (Mollo Grande) 

Titi-kachi (Titicachi) 
Lukisa-ni (Luquisani) 

Ch'uwata (Chuata) 

Qaru-ni (Karuni) 
Isquma (Escoma) 
Taqaquma (Tacacoma) 

Kiyawaya (Quiabaya) 

Wayruru-ni (Huairaruni) 

Kunsat'a (Conzata)

地域区分

B 

B 

B 

B 

B 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

C 

D 

D 

E 

E

集落の海抜標高

3800-3900 

 3800  ? 

4100-4200 

4200-4300 

3100 

3050-3100 

3100 

3100 

3100-3200 

2900 

3950 

 3400  ? 

2870 

1420 

1020-1050

地 域区分 は本文３１５ペー ジ以下を参照のこと。
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た各地点 （地図１参照）にも赴いて聞き込みと観察を行 った１）。’この調査は， 社会言

語学的な視点から立案 ・実施 したものであるが，その本来の成果は別の機会に報告し

た ［ＨｏｓｏＫＡｗＡ　１９８０，細川　 １９８２］ので，今回は触れないことにする。 この調査地

域の民族言語学的な状況が，本報告の内容と関わる点があるとすれば，それは，１）ア

ヤタ周辺がケチュア語を話す住民とアイマラ語を話す住民の接触地帯であること，２）

自動車道路 は，本文 の記述 と直接関係の あるもののみ示 した。

地図 １ 本 ，稿 で 取 り 扱 う 地 域

１） 調 査 の立 案 と実施 にあ た って は ， ボ リビア 共和 国 教 育文 化 省 文 化局 （ＩＢＣ）所 属 の国 立 人類 学

研 究 所 （ＩＮＡ）のお 世話 に な った 。 ま た，Ｐｅｄｒｏ　Ｐｌａｚａ，　Ｊｕａｎａ　ｖａｓｑｕｅｚ，　Ｊｕａｎ　ｃａｒｖａｊａｌ，　ｖｉｔａｌｉａｎｏ

Ｈｕａｎｃａ，　Ｄｉｏｇｅｎｅｓ　Ｙａｇａｒ の各 氏 か らは ，実 地調 査 およ び調 査 後 の資 料 整 理 の あ らゆ る段階 を

通 じて ， ご協 力を い た だい た 。

　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 ３１３
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双方の人々は単に隣接 して住むだけでな く言語的にも相当密接な交渉 を も って いる

（具体的に言えば，双方 とも相手の言語をかなりよく理解 し話すことができる） こと，

３）両言語圏にまたがった広域交易活動がこの言語接触の重要な因子であること，など

の点であろう。

　 このアイマラ／ケチュアという言語的な対峙が， かならずしも民族的ないし文化的

な差異 に応 じているとは言いきれない面がある。実際には，この地域一帯で徐々にケ

チュア語からアイマラ語への言語交替が進行 しているので，現在アイマラ語を話 して

いる村の住民が以前か らアイマラ文化を継承 してきた人々であるとは限らないし，ケ

チュア語を話 し続ける村の人々も文化的にはアイマラの影響を相当強 く受けている２）。

また，このような動態的な事情を考えに入れないとしても，第皿章で述べるティティ

カチ村の生活様式や儀礼 ・呪術などの文化要素と，例えばサアベ ドラ郡高地の村々あ

るいはラレカーハ郡東部亜熱帯低地の村々 （いずれもティティカチ と同 じケチュア語

を話す）の文化要素とのあいだの共通性のほうが， ティティカチ村とアヤタ周辺のア

イマラ農村との間に見 られる共通性よりも高い， と考えるべき明らかな証拠は無い。

垂直統御の様態を記載するという文脈で，地域間の言語差を過大に評価 したり，ある

いはそれを民族差に短絡 したりすることは危険である。筆者が本報告で「ケチュア族」

と呼ばず，上のように 「ケチュア語を話す住民」とか 「ケチュア農民」などと回りく

どい表現を用いるのも，そのためである。

（３） 本 報 告 の構 成

　以下，第ｎ章では，今回検討する交易圏の全体像をまず眺望 しておくため，標高に

応 じた地域ごとの概況を述べる。第皿章で，渓谷部に位置するティティカチ村の生業

および物質生活の様相を記述 し，第ＩＶ章で， ティティカチの村人が携わる交易活動の

内容を記述する。第Ｖ章では，交易における物々交換の方法を具体的に解説 し，最後

に，伝統的な交易の構図 とその変貌について簡単にまとめることにしたい。

（４） 表 記 法

本 文 中 に注 記 す る方 名 （ｖｅｒｎａｃｕｌａｒ　ｎａｍｅ）・原 語 は ， と くに断 らな い限 り，ケ チ ュ

２）この地 域のケチュア語は，’音声 ・文法 ・語彙 いずれの面でも， ボ リビアの他 のケ チュア語

　（ポ トシ方言や コチ ャバ ンバ方言）よ りはペルーのプーノ方言 ・クス コ方言に近い特徴をそな
えている。スペイン語 からの影響 は今の ところ比較 的少ない。む しろアイマ ラ語 からの影響が

強い。 この点 については，拙稿 「アイマ ラ族 との接触状況下にお けるケチュア族 （ムニ ェカス

語） の口承文芸 の記録と分析」（京都大学大学院文学研究科昭和５７年度研究報告，未刊）にまと
めておいた。なお， ラパ ス県における言語交替 （ケチュア語→アイマ ラ語） は，ポ トシ県にお

ける言語交替 （アイマ ラ語 →ケチ ュア語）とはちょうど逆の関係 でお こって いる［細川 １９８２：
５０１。
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ア語 （ラパス北部方言）の音韻表記であり，ティティカチ村で用いられる語形を挙げ

る。ケチュア語の単語は，形態素ごとにハイフンで区切って示す。複数の言語の名称

を併記する場合，ｑ．はケチュア語，　Ａｙｍ．はアイマラ語 （主として北方言の語形），

Ｓｐ．はスペイン語 （ボリビア方言）であることを示す。 借用語の場合は，矢印 （→な

いし一）の記号でもとの言語の語形を示す。地名の原語表記は，現地住民の呼び方と

スペイン語の慣用表記 （地図や統計表などにあるもの） とを併記する。

∬． 交易圏の概要 ・地域区分

　表 ２に示すのは，今回報告する東斜面での交易圏を構成する地域ごとの概要である。

地域区分は便宜的にＡ～Ｅの符号で示 した。 アンデス高地の標高に応 じた自然区分の

立て方 としては，以前に『国立民族学博物館研究報告』３巻 ４号で大貫良夫氏がＰｕｌｇａｒ

Ｖｉｄａｌの区分法 （プーナ／スニ／キチュア／ユンカ）を紹介 して いる ［大貫　１９７８：

７１１－７１２］。この区分法を，今回報告する地域にそのまま当てはめるのは厳密にみれば

必ず しも適切でないが，従来の諸報告と本報告の内容とを比較検討 してもらう便宜上，

本報告でも必要に応 じて Ｐｕｌｇａｒ　Ｖｉｄａ１の用語を使 うことにする。表 ２の地域区分は，

Ａがプーナ，Ｂがスニ，　Ｄ がキチュア，　Ｅがユンカに該当する。ただし，境界標高は，

大貫の紹介 した数字よりもやや低めに設定してある。 Ｃ （湖岸地帯）の存在は，今回

報告する地域の大きな特徴のひとつである。以下，地域ごとの概況を述べておく。

　 Ａ ． 高 地 上 部 （海 抜 ４５００ｍ 以 上 の 地 域 ）

　 農 耕 が ほ とん ど不 可 能 な 寒 冷 高 山地 帯 。生 業 と して は アル パ カ （Ｌａｍａ　Ｐａｃｏｓ：Ａｙｍ ．

ｐａｑｕ，　Ｑ．．　ａｌｌｐｈａｑａ→ Ｓｐ．　ａｌｐａｃａ）の放 牧 に ほぼ 完 全 に依 存 し， 穀 物 な ど農 産 物 を入

手 す る ため には ，東 側 斜 面 を 下 って農 村 地帯 へ 物 々 交換 に 出向 く必 要 が あ った 。 彼 ら

牧 民 が用 意 しう る交 換 品 目 は， ア ルパ カ の毛 と肉 ，岩 塩 な ど に限 られ て い た。 近 年 は ，

か な り遠 隔 の地 ま で 自動 車 道 路 が通 じ るよ う にな り， 都 会市 場 む け に アル パ カ の毛 な

どを 換金 化 す る こ とが容 易 にな って きた。 そ の結 果 ， この 地域 の交 易 経 済 の あ りか た

に は，大 き な変 化 が生 じて きて い る。

Ｂ． 高地 下部 （海 抜 ３５００～４５００ｍ の地 域）

　や は り寒 冷 な高 山 ・高原 地 帯 で， 農 耕 は ジ ャガ イ モ， エ ン麦 ，大 麦 ， 雑 穀 類 の 栽 培

に限 られ ，トウモ ロ コ シは栽 培 不 可 能 。チ ュー ニ ョす な わ ち凍結 乾 燥 イ モ （Ｑ ・＝ Ａｙｍ ・

　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　３１５
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表２　中央アンデス東斜面の広域交易圏

国

ペ

ル

ー

ボ

リ

ビ

ア

地
域
区
分

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

標高

４５００

以 上

４５００

　～
３５００

３９００

　～
４１００

３５００

　～
２０００

２０００

以 下

地

ス ラパ タ

ス チ ス

タ ル カ ニ

ア ンタ キ リャ

名

ロ サパ タ

チ ャ ラサ ニ

ア マ レテ

ワ ト

ノ・ξコ

プ エル トア コスタ

エ ス コー マ　’

ア ンコ ライ メ

カ ラプ コ

アヤ タ

ル キ サ ニ

チ ュマ

（タカ コマ）

カマ タ

コ ンサ タ

マ ピ リ

テ ィ プア ニ

物産

交 易 用

アルパカの毛
・肉

岩塩

チ ュ ー ニ ョ

魚
（主にイスピ）

トゥモ ロ コ シ

ソ ラマ メ

コカ

ヒ ョウタ ン

トウガ ラ シ

ベ ニ ノ キ

果 実 類

自 家 用

（大麦）

大 麦 ・エ ン麦

ジ ヤガ イ モ

キ ノ ア

大 麦 ・エ ン麦

ジ ヤガ イモ

キ ノ ア

ハ ウチ ワマ メ

トウモ ロコ シ

ソ ラマ メ
エ ン ドウマ メ

オカ イ モ

ア リコマ イ モ

オユ コイ モ

大 麦 ・小 麦

カ ボチ ャ

小 麦

トマ ト

イ ンゲ ンマ メ

トウモ ロ コ シ

（外 来 種 ）

マ ニ オ ク

サ トイ モ

サ ツマ イモ

果実 類

換 金 用

アルパカ織物

ジ ヤガ イ モ

魚（
イス ピおよ

び鮮魚）

トウモ ロ コ シ

サ トウキ ビ

コー ヒー

果 実類

家 畜

ア ル パ カ

リ ャ マ

ロ ノ・ミ

ア ルパ カ

リャマ

ロノく

ラバ

（羊 ）

（リャマ）

羊

ロ ノミ

馬

ラバ

牛

羊 ・山羊

ロ ノ・ミ

ラ バ

牛

牛

馬
ロ ノぐ

ｃｈ’ｕｆｉｕ→ Ｓｐ．　ｃｈｕｈｏ）の特 産 地 で あ る。 標 高 の 高 い地 区で は アルパ カや リャマ （Ｌａｍａ

ｇｌａｍａ；Ａｙｍ ．　ｑａｒｗａ；ｑ ．１１ａｍａ→ Ｓｐ・ｌｌａｍ ａ） の放 牧 もお こな わ れ て い る。 実 際 には ・

ひ とつ の共 同体 が Ａ と Ｂ にま た が って い る こ と もお お く，ま た 海抜 ４５００ｍ とい う

線 が交 易 圏 の形 成 に とって 決定 的 な 意味 を もつ よ うに も思 わ れ な い ので ， 本報 告 で は ・

Ａ，Ｂ 両 地 帯 を あ わせ て 「高 地 」 と言 うこ と にす る。 な お， 高 地 の共 同 体 が斜 面 の下
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の方 に トウモ ロ コ シ耕 作 用 の飛 地 を も って い る場 合 もあ る。

Ｃ ． テ ィ テ ィ カ カ 東 畔 （海 抜 ３９００～ ４１００ｍ ）

　カマーチョ郡 ・オマスーヨ郡の湖岸地帯。標高や自然環境から言えば，スニない し

プーナにあたる（現地ではもっぱ らｐｕｎａと呼ぶ）。ジャガイモや雑穀類をつ くるほか，

ティティカカ湖での漁労活動に従事し， その産物である塩漬け生魚や イス ピ （Ａｙｍ．

ｉｓｐｉ煮干 し）などを市場に供給する。 自動車道路によって ラパス市と直結し，現金

経済市場の圏内に完全にとりこまれているが，一方で東斜面の伝統的な物々交換網と

の関係も断ち切 っていないのが，湖岸地方の経済活動の特徴である。 アヤタやワンク

の交易市とラパス市の現金経済市場とを仲介する役割をはたす物売りの女たち （第Ｗ

章参照）の多 くは，エスコーマ，アンコラィメ，カラブコなど， ティティカカ東畔集

落の出身者たちである。

Ｄ． 渓谷 部 （海 抜 ３５００ｍ 以下 の斜面）

　東斜面中腹部のキチュア地帯。東部熱帯低地へと続 く常緑雨林帯 ・雲霧林帯のはじ

まる生態区域である。 澱粉質に富む良質の白 トウモロコシ （Ｑ．ｑｕｓｑｕ－ｓａｒａ）の特産

地帯であり，東斜面に展開する交易圏の核をなす地域でもある。本報告では，この白

トウモロコシ地帯をさして 「渓谷部」と言うことにするが， 実質的には海抜 ３５００～

２８００ｍ の地帯に関する情報をもとに述べていくので，正確には 「漢谷上部」と言う

べきかも知れない。なお， この標高区域ないし自然区分をあらわす地元住民自身によ

る名称は無いようである。

Ｅ． 低地 （海 抜 ２０００ｍ 以下 の斜面）

　 白 トウモ ロ コ シ地 帯 か ら漢 谷斜 面 を さ らに東 に下 る と温 暖 な 雨林 帯 （ユ ン カ） に至

る。 こ こで は豊 富 な果 実 類 の ほ か ，マ ニ オ ク （キ ャ ッサ バ）， トウガ ラ シ， コカ の葉 な

どが 伝 統 的 な栽 培 植 物 で あ る。 現在 で は， コ ー ヒー ， オ レ ンジ， サ トウキ ビな どの 商

業 的 な プ ラ ンテ ー シ ョンが行 わ れ て い る。筆 者 の調 査 で は， 漢 谷下 部 と低 地 の 境 界 区

域 （標 高 ２８００～ １５００ｍ 周 辺） で の実 地 観 察 が ま った く不 充 分 だ った た め， 白 トウモ

ロ コ シの耕 作 下 限 は ど の あた りか ， ま た渓 谷 部住 民 が木 材 の 供給 源 と して い る 「谷 の

下 の方 」 （Ｑ．．ｕｋｈｕ な い し ｗａｊｕｓ一 Ｓｐ．　ｂａｊｏｓ） とは具 体 的 にど の あた りま で 下 るの

か ， な どを 特 定 す るこ とが 出来 な か った 。 本 報告 で 「低 地 」 とい う場 合 に は， 実 地 に

調 査 す る こ とがで きた 海 抜 １５００～ １０００ｍ 近 辺 の状 況 を 中心 に述 べ る こ とに な る。

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 ３１７
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表３　東斜面交易圏における栽培植物

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

〈穀 ． 類 〉

？ 十 一 一 一
一 十 十 ：一一一一

一 十 十 一 一

一 十 十 一 一

十 十 十 十 一
一 十 十 一 一

一 一 一 十 一

一 一 一 一 十

一 一 一 十 十

一 一 一 一 十

〈イ モ 類 〉

十 十 十 十 一
一 一 一 十 十

一 ？ 一 十 一

一 一 一 十 一

一 一 一 十 十

一 一 一 一 十

一 一 一 一 十

一 一 一 一 十

一 一 一 一 十

一 一 一 一 十

一 一 一 一 十

〈疎 菜 類 〉
一 十 十 十 一

一 一 一 十 十

一 一 一 十 十

一 一 一 十 十

一 一 一 十 十

一 一 一 十 十

一 一 一 十 十

一 一 一 ？ 十

一 一 一 一 十

ケチュア
語 　 名

 kafiawa 
 kifiwa 
 millmi 
awina* 
siwara* 
tarwi 
sara 
kupanu* 
tiriw* 
arusa*

papa 
uqa 
 anu 
ulluk'u 
 arikuma 
rakacha 
walusa 
walusa 
urantisa* 
kamuti* 

yuka

 jawa 
arwija* 
chuwi 
phurut'i 
misillu 
sapallu* 
lakayu 
pulu 
mani*

アイマラ
語 名

jupha 

tawri 
tunqu 
 tunqu 
riku*

chuqi 
apilla 
 isaint

jawasa* 

 9  9 

chuqupa

スペイ ン語名

 cañahua 

quinua 
amaranto 
avena 
cebada 
lupino 
maíz 
maíz cubano 
trigo 
arroz

patata 
oca 
 isario---mashua 
lisa 
yacón 
arracachá 
hualusa 
hualusa japonesa 
papa holandesa 
batata 
mandioca

haba 
arveja 

frijol 

zapallo 
cayote 
calabasa vinatera 
maní

和 名

カニ ャ ウ ィ

キ ノ ア

（ハ ゲ イ トウ ？）
エ ン麦

大 麦
ル ピ ナス

トウ モ ロコ シ

トゥ モ ロコ シ

小 麦

米

ジ ヤ ガイ モ

オ カ イモ
ア ニ ュ

オ ユ コ イモ
ヒカ マ

ラカ チ ャ

ヤ ウ テ ィア

サ トイ モ
ジ ヤガ イモ

サ ッ マ イモ
マ ニ オ ク

（キ ャ ッサバ ）

ソラ マ メ
エ ン ドウマ メ

イ ンゲ ンマ メ

カ ボ チ ャ

カ ボ チ ャ
ヒ ョウタ ン

ラ ッカ セ イ

学 名

Chenopodium  pallidicaule 
Chenopodium quinoa 
Amaranthus caudatus 

Holdeum vulgare 
Lupinus tauris? 
Zea mays 
Zea mays 
Triticum sp. 
Oryza sativa

Solanum spp. 
Oxalis  tuberosa 
Tropaeolum  tuberosurn 
Ullucus tuberosus 

 Polymnia  sonchifolia 
Arracacia xanthorrhiza 

 Xanthsoma  sagittifolia 
Colocasia  esculenta 
Solanum sp. 

 Ipomoea batatas 
 Manihot esculenta

Java vulgar? 

Phaseolus spp. 

 Cucurbita maxima 
Cucurbita sp.? 
Crescentia sp. 
Arachis  sp.?

〈果 実 類 〉
一 一 一 十 十

一 一 一 十 十

一 一 一 一 十

一 一 一 一 十

一 一 一 十 十

一 一 一 一 十

〈調 味 料 用 〉
一 一 一 十 十

一 一 ’一 十 十

一 一 一 一 十

一 一 一 一 十

一 一 ‘ 一 十

一 一 一 一 十

くそ の 他 〉
雫 一 一 一 十・

一 一 一 一 十

一 一 一 一 十

tuna tunasa*

turasnu* ---- 
laranja*  ---- 
latanu* puquta 
chirimuya* =,-- 
p'alta phalt'a

ulupika* 
luqutu 
uchu 
uchu 
ch'illtu 
achiwiti

kuka 
kaphi* 
 kalia*

 9 
luquti 
wayk'a 
 ? 
tumati*

 9

tuna 

durazno 
naranja 
plátano 
chirimoya 
aguacate

ulupica 
rocóte 
ají 
ají verde 
tomate 
achiote

coca 
café 
 caña de azúcar

ウチ ワサ ボ テ

ン （仙 人掌 ）

桃
オ レ ンジ
バ ナ ナ

チ リモ ヤ
ア ボ カ ド

（ロー レル）

ウル ピカ
ロ コ ト

トウガ ラ シ

ピー マ ン

ベニ ノキ

（ア ナ ッ ト）

コ カ

コー ヒー

サ トウキ ビ

Opuntia sp. 

Prunus persica 
Citrus sp. 
Musa paradisiaca 
Annona cherimolia 
Persea americana

Capsicum  eximum 
Capsicum pubescens 
Capsicum sp. 
Capsicum annuum 

 Lycopersicum escullentum?? 
Bixa orellana

 Erythroxylon coca 
Coffea arabica 
Saccharum  officinarum

Ａ～Ｅは表 ２の地域区分。＋は作付け有 り， 一は無 し。

＊印の方名は
，スペイン語 か らの借用語。

アイマ ラ語欄の＝は，ケチュア語 と同 じ語形である ことを示す。

３１８
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　 表 ３に ，本報 告 で あつ か う東 斜 面 交 易 圏 で栽 培 さ れて い る農 作物 の 名称 と， それ ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

が上に述べた地域区分にどのように分布 しているかを示す。

皿．渓谷 部 の村にお ける生業の様相

１．　 テ ィテ ィカチ村 の概 況

　 筆 者 が 住 み こ ん だ テ ィテ ィ カ チ 村 （Ｔｉｔｉ－ｋａｃｈｉ／Ｃｏｍ ｕｎｉｄａｄ　 Ｔｉｔｉｃａｃｈｉ，　 Ｐｒｏｖ．

Ｍ ｕｆｉｅｃａｓ） は ， ア ヤ タ の 町 か ら南 東 方 向 に 歩 い て 約 ２時 間 の 距 離ｉに あ る 。 行 政 的 に

は ， 近 隣 の テ ィ カ ム リ （Ｔ’ｉｋａ－ｍ ｕｒｉ／Ｔｉｃａｍ ｏｒｉ）， ム ー リ ョパ ンパ （Ｍ ｕｌｌｕ－ｐａｎｐａ／

Ｍ ｏｌｌｏｐａｍ ｐａ）， カ ル ニ （（２ａｒｕ－ｎｉ／Ｋ ａｒｕｎｉ）， ワ イ ラパ タ （Ｗ ａｙｒａ－ｐａｔａ／Ｈ ｕａｉｒａｐａｔａ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 カントン

の村 と とも にひ とつ の地 区 を 構 成 す る （地 図 ２参 照 ）。 テ ィテ ィカ チ村 の人 口 は調 査

当 時２８９人 （５８世 帯 ）。 散 村 状 の 集落 で， 家 屋 は お お む ね海 抜 ３１００ｍ の等 高 線 に沿 っ

て分 布 して い る。 家 屋 が立 地 す る一帯 は コル （Ｑ．．ｑｈｕｌｕ） と呼 ばれ る。 耕 地 は標 高

２８００～ ３５００ｍ にか けて分 布 して い る。 前 章 で述 べ た 自然 区分 で言 え ば，集 落 よ り上

側 はス ニ ，下 側 は キチ ュ ア に お おむ ね該 当す る。 村人 の表 現 で は， 上 側 はハ ナ ネ ッへ

（Ｑ ．ｊａｎａ－ｎｉｑ 文字 通 り 「上 の辺 り」）， 下 側 は ウク （ｑ ．　ｕｋｈｕ 「内側 ，谷 の中 」） と

呼 ばれ る （図 １参 照 ）。

　 畑 の所 有 お よ び労 働 は 基本 的 に核 家族 単 位 で あ る。 農 作 業 に関 す る限 り， これ とい

図 １ 地 形 名 称 （テ ィテ ィカチ村）
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１ ． テ ィテ ィカ チ

２ ． テ ィ カ ム リ

３ ． ワ イ ラ パ タ

４ ． ム ー リ ョパ ン パ

５． カ ル ニ

地図 ２ テ ィ テ ィ カ チ 村 周 辺

　ボ リビア経済企画省統計局 の資料か らトレース した。地図 として正確な ものと

は言 えないが，集落 ・谷筋 などの相対 的な位置関係はだいたい把握す ることがで

きる。細い実線 は河川，太い実線は道路。 カマタは地図右上方面，コ ンサ タは右

方面。なお，地図上で示 した以外に も多 くの集落 が主に谷ぞいに分布 してい る。
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細川　 ア ンデス東斜面渓谷部，，ケチ ュア農民の生業 と交 易活 動

った 労働 交 換 や 相 互扶 助 が ま った

く見 られ な い のが ， この村 の特 色

で もあ る。 た だ し畑 仕 事 以 外 の家

の屋 根 葺 き ・祭 礼 の準備 ・道 路 の

修 理 な ど の機 会 に は，伝 統 的 な協

同労 働 そ れ に伴 う労 働 の貸 し借 り

（９ ．ａｙｎｉ，　ｙａｎａ－Ｓｉ，　ｍ ｉｔ’ａｎｉな

ど の種 類） が見 られ る。村 人 の婚

姻 は ，村 内 で の縁 組 みが 多 いが ，

表 ４　 ティティカチ村の農産物

穀 物

芋 類

豆　類

トウモ ロ コ シ（ユ ー ラバ， ケ リョ， ム チ ュ）

大 麦

ジ ャガ イ モ （コ リャ， ミス キ， イ ミー リャ

な ど）

オカ イ モ

ヒカマ （＝ ア リコマ イ モ）

オユ コイ モ （＝パパ リサ）

ソラマ メ

エ ン ドウマ メ

近隣…の集落との通婚 も珍 しくない。大体は，ティカム リ村，カルニ村など，ケチュァ

語の村とであるが， ときにはアヤタ近辺のアイマラ語の村か ら女性が婚入することも

ある。原則 として夫方居住。新郎の父が自分の土地を分与 して新居を構えさせるヶ一

スもある。 ただし，結婚後数年たってからようや く新居の完成をみる場合が多い。

　ティティカチはケチュア語の村であるが，壮年以上の男たちのほとんどはアイマラ

語が話せる。 また，女たちも，話せな くとも聞いて理解することが出来る人は多い。

スペイン語ができるのは若手の男たち （主に４０歳代以下）に限られる。村にはカ トリ

ック系の若手宣教師グループが住み込んでいるが，彼 らは村人ともっぱらケチュア語

でやりとりしている。 ミサもケチュア語でおこなう。

　 この村では表 ４に示したような種類の農作物をつくっている。 キノァなどの雑穀類

や小麦は栽培されていない。野菜類もごく小規模に栽培されているに過ぎない。 トウ

モロコシとオオムギは連作だが，イモ畑は，毎年作物をかえ，さらに数年の休閑期間

をおく。そのローテーションは図 ２に示す通 りである。初年度はジャガイモ， ２年目

年　度 １ ２ ３ ４ ５ ６ １

畑 Ａ ジ ヤガ イモ ［オ カ イ モ ソ ラマ メ 休 耕

休

開耕準備

耕

ジ ヤガ イ モ

畑 Ｂ

畑 Ｃ

畑 Ｄ

開耕準備 ジ ヤガ イ モ

開耕準備

オ カ イ モ

ジ ヤガ イ モ

開耕準備

ソ ラマ メ

オ カイ モ

ジ ヤガ イ モ

１

ソ ラマ メ

オ カ イモ

２

休

ソ ラマ メ

３

開耕準備

耕

休 耕

４

　実際には，畑 の地味に応 じて休耕 は ３～ ８年 におよぶ事 もある。また作付け第 ４年に黄色

トウモロコシとソラマメを混播する事 もある。休耕の最終年 度には，火入れ と土起 こ しを し

て開耕の準備をす る。 開耕のための土起 こし （Ｐ’ａｔａ－ｙ）を始めた土地は，もはやプルマ （休

閑地）とは呼ばない。

　 　　 　　 　 　　 　 　 図 ２　 イモ畑の作付 けサイクル （理念型）
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に オ カ， ３年 目 に ソ ラマ メ を栽 培 し， そ の後 ３年 間 の休 耕 に は い る。 これ は あ くま で

理 念 的 な モ デル で あ って ，実 際 には ， 畑 の地 味 に応 じて休 閑期 間 が ８年 に及 ぶ こ と も

あ る のだ が ，村 人 に聞 くと決 ま った よ う に 「３年 休 む」 とい う答 え が返 って くる。 場

合 に よ って は ， 作 付 け ４年 目に黄 色 種 の トウモ ロ コ シと ソ ラマ メ と を混 播 す る ことが

あ る。 休 閑 地 は プ ル マ （ｐｕｒｕｍａ）と呼 ばれ ，芝 地 は羊 の放 牧 に利 用 され るが ， ブ ッ シ

ュや灌 木 林 に な って しま って い る所 も多 い。 な お ，開 耕 の 準備 の た め火 を いれ 樹木 や

薮 を 焼 払 った 状態 の土 地 は， 播種 前 で あ って も， もはや プ ル マ とは呼 ばな い 。 土起 こ

し済 み の新 耕 地 は ｐ’ａｔａ－ｓｑａ と呼 ばれ る。 一 般 に 「畑 」 （ｊａｌｌｐ’ａ） と呼 ぶ の は耕作 中

の土 地 だ けで あ る。 この語 は トウモ ロ コ シ畑 も イモ畑 も さす が ， 日常会 話 で は ， トゥ

モ ロ コ シ畑 の ほ うを ｃｈｕｒｕ な い し ｑｈａｔａ と呼 ぶ こ とも あ る （地 形 名称 参 照）。

　 家 畜 は， ニ ワ ト リ， 豚 ， クイ （テ ン ジ クネ ズ ミ Ｃａｕｉａ　ｓｐ．；ｑ ．　ｑｕｗｉ→ Ｓｐ．　ｃｕｙ＝

ｃｏｎｅｊｉｌｌｏ　ｄｅ　ｌｎｄｉａｓ；Ａｙｍ ．　ｗａｎｋ’ｕ）， 羊 ， 山羊 ，牛 ， 馬 ， ロバ ， ラバ な ど。 リャマ，

ア ルパ カ は い な い。 肉 を食 べ る こ とは ，普 段 は まず無 い。 牛 は耕 作 用 の 役牛 で あ り，

羊 と山羊 は 主 と して刈 り あ と放 牧 （ｗａｎｕ－ｃｈａ－ｎａ す な わ ち 「施 肥 」） 用 で あ る。 祭 礼

の と きの特 別 な食 事 に は ， クイ （特 に Ｑ ．ｋｕｔｕｔｕ　＝オ ス の ク イ）， ニ ワ トリ，羊 な ど

を 屠 る ことが あ る。 豚 は ， マニ ャ ソ と呼 ばれ る家畜 商 人 （後 述） に現 金 で 売 り払 うこ

とが 多 い。 これ は いわ ば殖 財用 の家 畜 で あ って ， 食 べ て しま うわ け に は いか な い。 村

の 日常 の食事 にお け る動 物 蛋 白源 は魚 で あ り， これ は ，後 述 の よ うに ，町 の 交易 市 で

入手 す る。

２． 農 事 暦

　 図 ３に示 す の が ，主 要 作 物 の農 事 暦 で あ る。 ８．月か ら１０月 に か け て は， 畑 の耕 起 や

播 種 の作 業 が集 中 し， これ が農 作 業 の年 間 サ イ クル の始 ま りに あた る。 収 穫 期 は ３月

末 の ジ ャガ イモ に始 ま り ７月 上旬 に トウモ ロ コ シを と りお え るま で続 く。 １１．月 か ら ３

月 にか け て は雨 期 にあ た り，草 む しり （ｑｕｒａ－ｎａ）の作 業 に追 わ れ る時 期 で あ る。 畑 は

標 高 ３５００ｍ を こえ る高地 か ら ２７００　ｍ あ た りにま で分 布 し， さ らに下 には別 の村

の トウモ ロコ シ畑 や放 牧 地 が続 い て い る。 以 下 ，作 物 別 に農 作業 の流 れ を 概 観 して お

く。

　 　 （１） オ オ ム ギ （（⊇．ｓｉｗａｒａ一 Ｓｐ．　ｃｅｂａｄａ）

　 畑 は海 抜 ３０００ｍ 以 上 に分 布 し，特 に集 落 地 （ｑｈｕｌｕ）か ら北 に登 って ３６００　ｍ の

尾 根 （ｓｉｎｑ’ａ）を越 え た 向 う側 （アヤ タ側 ） の土 地 （ｐａｎｐａ） をオ オム ギ畑 に あて る世

帯 が多 い。 １２．月か ら Ｌ月 にか け て播 種 （ｔａｒｐｕ－ｎａ）， ８月 か ら ９月 初 旬 にか けて 収 穫
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図 ３　テ ィ テ ィ カ チ の 農 事 暦

（ｒｕｔｕ－ｎａ 鎌 で 刈 り 取 る）， ９月 か ら１０月 中旬 にか け て 脱 穀 （ｗａｑｔａ－ｎａ 積 み あ げ た

ワ ラ を長 い棒 で打 ったの ち風選 ） す る。 風選 の際 に は， 脱 穀 場 （ｉｒａ） の脇 で 火 を た い

て風 を 呼 び お こす （ｗａｙｒａ－ｃｈｉ－ｎａ）。 オ オ ム ギ は毎 年 連作 す る。 多 くの 場 合 ， エ ン ド

ウマ メ と混 播 す るよ うで あ るが ， そ の割 合 な どに つ いて は 確認 で き なか った 。 な お ，

オ オ ムギ は ほ とん ど飼 料 （羊 ， 山羊 ，牛 ，豚 ） にす るが ， 粉 にひ い てパ ンを 焼 くこ と

もあ る。 エ ン ドウマ メ は擦 りつ ぶ して トウガ ラ シ と混 ぜ ， ソ ース （ｌｌａｑｗａ） に す る。

　 　 （２）　 ジ ヤ ガ イ モ （（⊇．ｐａｐａ→ Ｓｐ．ｐａｐａ＝ ｐａｔａｔａ）

　 トウ モ ロ コ シが 育 た な い高 さ （この村 の場 合 ， おお よそ ３１ＧＯｍ 以 上 ） の 耕 地 は イ

モ類 の栽 培 に あて られ る。 これ は ，集 落 の上 側 （ｈａｎａ－ｎｉｑ） に あた り， か な り急 な斜

面 で あ る （測 量 した 限 りで は ， 耕 地 の 最 大傾 斜 は３４度 に及 ん だ）。 地形 名称 と して は

ｗａｙｑ’ｕ お よ び ｗａｙｑ’ｕ－ｐａｎｐａ と呼 ば れ る場 所 にあ た る （図 １参照 ）。　ｗａｙｑ’ｕ の 部

分 で は畑 が タ テ畝 （等 高 線 に直 交） の形 を とる こ とが多 い。 同 じ畑 で ジ ャガ イ モを 連

作 す る こ とは で きず ，前 述 （図 ２） の よ うな 転作 ・休 閑 の の ち ， 再 び ジ ャガ イ モ を植

え 付 け る。 植 え付 け の １年 前 に，休 閑 地 （ｐｕｒｕｍａ）に火 を入 れ る （１０月 ～ １１月）。 そ

の後 ， ３月 ～ ４月 頃 に第 １回 目 の土 起 こ し （Ｐ’ａｔａ－ｙｋｕ－ｎａ 字 義 通 りに は 「つ っつ く」），

８．月～ ９月 頃 に第 ２回 目の土 起 こ し （ｑｈｕｌｌｉ－ｎａ 牛 に鋤 を ひ かせ て行 う耕 起 ） を行 っ

た うえ ， ９月 下 旬 か ら１０月末 に か け て播 種 （ｔａｒｐｕ－ｎａ） を行 う。１２月 初 旬 の 土 寄 せ

（ｌｌａｎｋ’ａ－ｎａ）と何 回 か の畝 が ｆ め （ｗａｃｈｕ－ｎａ）を経 て， 収 穫 は ３月 か ら ４月 中旬 にか

けて行 われ る。収 穫 は，ａｎｋｈａ－ｃｈａ－ｎａ（大 き く育 った イ モ だ けを 掘 る）／ ａｌｌａ－ｙｋｕ－ｎａ

（本 格 的 な イモ掘 り）／ｃｈａｑｍａ－ｎａ （掘 り残 しを拾 い集 め る） と い う ３つ の段 階 にわ け

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３２３
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て行 わ れ る。掘 った イ モ は い ったん 毛 織 （アルパ カ） の袋 につ め て納 屋 にい れ て お き ，

６月 か ら ７月 に か け て の厳 寒期 に凍 結 乾 燥 処 理 （ｃｈ’ｕｆｉｕ－ｃｈａ－ｎａ）し， チ ュ ーニ ョに し

て保 存 す る。　 この村 で は 白チ ュ ーニ ョ （ｑ ．ｔ’ｕｎｔａ一 Ａｙｍ ．　ｔｕｎｔａ－ｃｈ’ｕｆｉｕ 凍 結乾

燥 の前 に水 さ ら しを した もの ， い わ ゆ る モ ラヤ） は作 らな い。 栽 培 され る品種 は少 な

く，方 名 と して 挙 げ られ る の は， 赤 くて 大 粒 の ｍｉｓｋ’ｉ， 黄 色 く丸 い 小 粒 の ｑ’ｕｌｌａ，

そ の ほ か ｙａｎａ　ｉｍｉｌｌａ，　ｓａｗｓａ な どの種 類 だ けで あ る （筆 者 が見 た限 りで は ，　ｑ’ｕｌｌａ

と ｓａｗｓａ とは 同 じ品 種 の 異称 の よ うで あ る）。 これ らの 品種 は一 筆 の畑 に混播 され る。

ｙａｎａ　ｉｍｉｌｌａ は ラパ ス 周辺 の プ ー ナの アイ マ ラ農 民 が ｉｍ ｉｌｌａ と称 す る もの と同 じもの

で あ る。 この品 種 は テ ィテ ィ カ チで は収 量 が少 な く珍 重 さ れ る。

　 　 （３） オ カ イ モ （（⊇．ｕｑａ→ Ｓｐ．　ｏｃａ）

　 ジ ャガ イモ畑 第 ２年 度 の作 物 で あ る。 植 え付 け （ｔａｒｐｕ－ｎａ） は ジ ャガ イモ よ りも早

く ８月 下旬 か ら ９月 にか け て ，収 穫 は ジ ャガ イ モ よ りも遅 く，主 に ５月 に掘 る。 品種

は ほ とん どが ｑｈｉｌｌｉで あ り，ｌｌｕｃｈ’ｕ は作 付 け さ れ て いな い。収 量 の大 部 分 は ， コ ウ

ィニ ャ （ｑｕｗｉ－ｆｉａ） と呼 ばれ る貯水 穴 で水 に さ ら した うえ， 凍結 乾 燥 処 理 して 黒 い干

しイ モ にす る。 これ は カ ヤ （ｋｈａｙａ） と呼 ばれ る。 ス ペ イ ン語 で は 「オ カ イモ の チ ュ

ー ニ ョ」 と通 称 され るこ と もあ る。 ポ トシ地 方 な ど に見 られ る カ ー ウ ィ　 （Ｑ ．ｑａｗｉ

切 り干 しオカ） は この村 で は作 らな い。

　 　 （４）　 ソ ラ マ メ　 （（⊇．＝Ａｙｍ ．　ｊｌ　ａｗａｓａ一 Ｓｐ．　ｈａｂａｓ）

　 ジ ャガ イモ畑 第 ３年 度 の作 物 。 ジ ャガ イモ と同 じ頃 ， 播 種 さ れ るが ，成 育期 間 はオ

カ イ モ よ りも さ ら に長 く， ６月 か ら ７月 にか けて ， ち ょ うど オ カ イモ が水 に漬 か って

い る頃 に取 り入 れ ， 家 の庭 先 ま た はサ ラ キ ンタ ー ラ （後述 ） で天 日乾 燥 させ る。 ソ ラ

マ メ収 穫 後 ， 畑 は休 耕期 間 に は い るが ，例 外 的 に， 第 ４年 度 に ソ ラマ メ と トウモ ロ コ

シ （後述 の黄 色 類 な い し斑 点 類 ） を 混 播 す る場 合 が あ る。

　 　 （５）　 ト ウ モ ロ コ シ （ｓａｒａ）

　 畑 の 分 布 高度 は ３１００ｍ 以 下 で あ る。 図 １の地 形 名称 で いえ ば，　 ｃｈｕｒｕ と呼 ば れ

る一 帯 が トウモ ロ コ シ畑 に利 用 されて い る３）。 白 トウモ ロ コ シ は低 い ほ うの畑 に遅 く

播 か れ ，収 穫 は他 品 種 よ り も早 い。 高 い方 の トウモ ロ コシ畑 で は ソ ラマ メ と混 播 す る

こ とが 多 い。 トウモ ロ コ シ畑 は休 閑 期 間 を お か ず毎 年 連作 す る。 収 穫 が完 全 に終 わ っ

た ７月 中頃 か ら， 畑 の な か に灌 木 の 枝 で羊 囲 い （ｑｉｎｃｈａ あ る い は １１ｉｋｈａ） を組 み ，

３） ア イ マ ラ語 で は ｃｈｕｒｕ は 「盆地 」 な い し 「くぼ 地」 の 意 味 で あ る。
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刈 りあ と放 牧 に よ る施 肥 （ｗａｎｕ－ｃｈａ－ｎａ）を行 う。毎 朝少 しず つ羊 囲 いの位 置 をず ら し

て い き，１カ月 ほ ど か け て畑 全体 に糞 が ゆ きわ た るよ うにす る。施 肥 の す ん だ畑 か ら順

に土 起 こ しをす る。 ユ ンタ （頸 木 で つ な い だ ２頭 の牛 ）に鋤 （Ｑ ．－Ａｙｍ ・ａｒａｒｕ一 Ｓｐ．

ａｒａｄｏ） を ひ かせ て 耕 起 （ｑｈｕｌｌｉ－ｎａ）す る。 これ は若 い男 に と って ユ ンタを 操 る技 術

を 身 につ け る良 い機 会 で もあ る。 播 種 （ｔａｒｐｕ－ｎａ） は ９．月初 め 頃 か ら開 始 す る。 男 が

牛 に鋤 を ひ かせ て溝 （ｗａｃｈｕ） を ほ る。 そ こ に女 が トウモ ロ コ シの穀 粒 （ｕｒｉ） を ３粒

ず つ 置 き （ｔ’ａｋａ・ｎａ），そ の後 ろか ら子供 が肥 料 （Ｑ ．＝Ａｙｍ ・ｗａｎｕ一 Ｓｐ・ｇｕａｎｏ） と

して羊 の糞 を か け て い く。 再 び男 が牛 を 引 い て鍬 を 入 れ ， 土 を か け て畝 （ｑｈｕｙａ） を

起 こす 。 土 起 こ しの 場合 と異 な って ，播 種 の際 は ， ユ ンタ の牛 の動 きを 正確 に コ ン ト

ロー ルす る技 術 が必 要 とされ る。

　 播種 に さ きだ って ， 畑 の 四 隅 と中央 に， キ ン トゥ （ｋ’ｉｎｔｕ コカ の葉 を 数 枚 ， ち ょ

うど トラ ンプの 札 の よ うに， ず らせ て 重 ね 合 わ せ た もの） と リャ ンプ ー （１１ａｍｐｈｇ リ

ャマ の背 中 の脂 肪 ） を 埋 め る儀 礼 が行 わ れ る。 （ちなみ に， 新 しい家 屋 に屋根 を葺 く

際 に も， これ と全 く同 じ儀 礼 的 な

手 続 きが行 わ れ る。）

　 施 肥 か ら播種 に か けて の 一 連 の

作 業 は上 の畑 か ら下 の畑 へ と順番

に行 わ れて い く。低 い方 で 土 起 こ

しが始 ま る頃 に は， す で に高 い方

の畑 で は播 種 が す ん で い る こ と も

あ る。播 種 か ら ６週 間 ほど た ち，

苗 の 葉 が ３枚 に な る こ ろ第 １回 目

の土 寄 せ （ｌｌａｎｋ’ａ－ｎａ）が必 要 とな

る。　 リャウ カ ナ （１１ａｗｋ’ａ－ｎａ） と

い う小 型 の 鍬 （写 真 １） で土 を 寄

せ て 畝 を 保 つ 。第 ２回 目 の土 寄 せ

（ｗａｃｈｕ－ｎａ）は ， トウモ ロ コ シが

膝 ほ ど の丈 に伸 び た 頃行 う。 これ

ら作 業 は ，必 然 的 に， 高 い畑 か ら

始 ま り，次 第 に下 の 方 の畑 へ と続

いて い く。谷 の下 の方 が 日当 た り

もよ く， 水 に も恵 ま れ て い るの で，

写 真 １　 土 寄 せ に使 う耕 具 リャウカ ナ Ｕａｗｋ’ａｎａ

　 　 　 （～ ｌａｗｋ’ａｎａ） ポ ト シ地 方 の リ ウ カ ナ

　 　 　 １１ｉｗｋ’ａｎａ と同 じもの 。
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写真 ２ サ ラキ ンター ラ （農 作 物 の干 し場 ） ：トウモ ロ コ シ 果 穂 の ほか ，

カ ヤ， チ チ ョー カ な どが 干 して あ る。写 真 下 の 手前 に は羊 囲 い と

番 小 屋 （ｃｈ’ｕｋｌｌａ）が みえ る。
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播 種 の 順 序 とは逆 に ，収 穫 は下 の畑 か ら始 ま る。 ４月 中旬 ， 果穂 が まだ 柔 らか い時 点

で， 白 トウモ ロ コ シが部 分 的 に収 穫 され る （ｃｈｕｑｌｌｕ－ａｋｌｌａ－ｎａ）。柔 らか い果穂 は チ ョ

ク ロ （Ｑ ．ｃｈｕｑｌｌｕ→ Ｓｐ．　ｃｈｏｃｌｏ 中米 で い う ｅｌｏｔｅに あた る） と呼 ば れ， 主 に タ マ ル

（Ｑ．．ｊｕｍｉｎｔ’ａ → Ｓｐ．　ｕｍｉｎｔａ） を焼 くの に用 い られ る。 十 分 に成 熟 した果 穂 の 収 穫

（ｔｉｐｉ－ｎａ） は ５月 頃 に始 ま り， 低 い方 か ら上 の畑 へ と進 み ， ６月末 か ら ７月初 旬 ま で

に は ， ほ とん ど収 穫 を終 え る。 刈 り とった トウモ ロ コシ は， 果 穂 と茎 葉 と に分 け，果

穂 （ｐｕｙａ） は皮 （ｓｕｑ’ｕ） を剥 い て， 天 日乾 燥 す る （ｃｈ’ａｋｉ－ｃｈｉ－ｎａ）。畑 の なか に， ト

ウモ ロ コ シの乾 燥 した 茎葉 （ｃｈｈａｌｌａ）を用 い て ７ｍ 四方 ほ ど の囲 い （写 真 ２） を設

営 し， イ チ ュ草 （Ｑ．．ｉｃｈｈｕ，　Ａｙｍ ．　ｊｉｃｈｈｕ～ ｗｉｃｈｈｕ，　Ｓｐ．　ｐａｊａ　ｂｒａｖａ，　Ｓｔｉｐａ　ｓｐ．）を 敷

きつ め た上 に果 穂 を 並 べ て お く。 こ の囲 い は 「サ ラキ ンタ ー ラ」 （ｓａｒａ－ｋｉｎｔａｌａ） と呼

ばれ るが ，トウモ ロ コ シ （ｓａｒａ）以 外 に も， オ カ イ モ， チ ュー ニ ョ， カ ヤ （オ カ芋 の チ

ュ ーニ ョ）， ソ ラマ メ な ど を並 べ て干 す （後 出 の 図 ４参 照）。 乾 燥 した 果 穂 は ， の ち一

部 を 実 落 と し （ｍｕｃｈｈａ－ｎａ）す るが ，大 部分 は果 穂 の ま ま保 存 す る。

３．　 トウモ ロ コシの民俗 分類 と利用

　ティティカチ村では，前述のように各種の作物が栽培されているが，収量や投入労

働量から見ても，また交易活動や儀礼上の重要性から見ても，生業の中核をなすのは

トウモロコシ耕作である。村人にとっての トウモロコシの重要性は，彼 らの言語にも

よく反映され， トウモロコシに関する実にこまやかな語彙が日常的に用いられている。

それらは植物としての部位名称 ・料理の名称 ・農耕作業の細かい動詞表現などの面で

も観察できるが，ここでは，後述の交易活動と直接関係があるものとして，穀粒の色

に応じた分類名称について簡単にまとめておく。

　 トウモロコシを表すもっとも一般的な語は ｓａｒａであるが， これとは別に，細かい

分類名称があり，それは彼らの日常会話でも普通に用いられる。 もっとも基本的な分

類範疇は，①ユーラバ （ｙｕｒａｑ白類），②ケ リョ （ｑ’ｉｌｌｕ黄色類），③ムチュ （ｍｕｃｈ’ｕ

斑点類）の ３つである。 ユーラバ （白 トウモロコシ）には他品種よりも高い評価が与

えられ，高地の牧民 との交易においても珍重され，また町へ出荷するときの現金価格

も黄色類より高い。表 ５に示すのは，各範疇ごとの下位分類名称とそれぞれの用途で

ある。ここに挙げた細かい下位分類は，収穫をおえ乾燥ずみの果穂に対 してなされる

ものであって，畑で成育 している段階ではこれらを特に区別 しない。栽培対象として

の トウモロコシはもっぱらユーラバ，ケリョ，ムチュという３つの上位分類名称に応

じて言及される。
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表 ５　 トウモ ロ コ シ （ｓａｒａ）の 民俗 分 類 と利 用

上位分類名

ｙｕ「ａｑ

（ｑｕｓｑｕ）

ｑ’ｉｌｌｕ

ｍ ｕｃｈ，ｕ

下 位 分 類 名

ｙｕｒａｑ　 白

ｐｕｋａ　 紅 色

ａｒｕｍａ　 オ レ ンジ色

ｑｕｗａｒｉ ピ ンク色

ｕｑｈｉ 蜂 蜜色

ｑ，ｉｌｌｕ 黄 色

ｃｈｉｗｉｔａ 灰 色 がか った黄 色

ｕｃｈｕ－ｋｕｌｕ 赤 味が か った黄 色

ｃｈ’ｉｑｈｉ灰 色

ｍｕｃｈ’ｕ

紫斑 ・紫 粒

ｐｕｋａ　ｃｈ，ｉｑｈｉ，

ｙａｎａ　ｃｈ，ｉｑｈｉ　 等

ｃｈ，ｉｑｈｉ　ｍ ｕｃｈ，ｕ

ｑ，ｉｌｌｕ　ｍ ｕｃｈ’ｕ

ｐｕｋａ　ｍ ｕｃｈ，ｕ

ｙａｎａ　ｍ ｕｃｈ，ｕ 等

ｃｈ’ｕｌｌｐｉ しぼん だ 白 ・黄 色

ｐｉｎｔａ　白 と黒

ｓｕｍｕ （＝ｙａｎａ） 黒 ・紫 ・赤

ｑｕｗａｒｉ 赤 い斑点

用 途

ｊａｋ’ｕ 粉

ｔ，ａｎｔａ　パ ン

ｔｌｑｌ　 トル テ ィ ー ヤ

ま れ に 　 ｍ ｕｔ’ｉ

ｊｕｍ ｉｎｔ’ａ　 ウ ミ ン タ

ｍ ｕｔ’ｉ ゆ で

ａｌｌｐｈｉ 粥

ｃｈｉｃｈｕｑａ 煮 干 し

ａｑｈａ チ チ ャ酒

ｊａｎｋ’ａ

　 煎 り トウモ ロ コ シ

換
金
用

交
易
用

儀
礼
用

常
食
用

○

○

○

○ ○

○　○

△

○

○

△

○

○

　 　　（１） 白 類 （ユ ー ラ バ ）

　 ｑｕｓｑｕ－ｓａｒａ と も呼 ばれ る。 「クス コの トウモ ロ コ シ」 の 意 味だ ろ うか 。下 位 分 類 名

称 と して は ， 狭 義 のユ ー ラバ ｙｕｒａｑ （純 白）， プ カ ｐｕｋａ （赤）， ア ロマ ａｒｕｍａ （オ

レ ンジ色）， コア リ ｑｕｗａｒｉ（ピ ンク色 ）， オ へ ｕｑｈｉ（蜂 蜜色 ） な ど が あ る。 この う ち，

オ へ は， 主 にタ マ ル （ウ ミ ンタ ｊｕｍｉｎｔ’ａ → Ｓｐ．　ｕｍｉｎｔａ） を焼 くの に用 い る。 そ の

他 の 品種 は， 呼 称 で は 区別 され るが ，用 途 と して は いず れ も製粉 用 。 粉 （ｊａｋ’ｕ）に挽

い てパ ンを 焼 くか ，卵 とま ぜ て トル テ ィー ヤ （ｔｉｑｉな い し ｒｕｎｔｕ－ｔｉｑｉ） を焼 く。赤 や

オ レ ンジ色 な どの果 穂 は， 天 日 にさ らす う ち色 が抜 け， 最 初 か ら 白か った果 穂 （狭 義

の ユ ー ラバ ） と区別 がつ か な くな る。 しか し，穀 粒 を もいだ あ との果 芯 （ｔｈｕｌｕ ま た

は ｑ’ｕｒｕｎｔａ） の 色 は異 な る。 播 種用 に は もっぱ ら純 白 （狭 義 の ユ ー ラバ ） 種 の穀 粒

を 用 い る。 白 トウモ ロ コ シは， 果穂 の ま ま交 易 に出す こ と もあ る。 しか し， 市 場 で の

換金 価 値 が黄 色 類 よ りも高 いた め ，最 近 で は町 に搬 出 され る割合 が高 い。
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　 　 （２） 黄 色 類 （ケ リ ョ）

　 渓谷 部 産 の黄 色 トウモ ロ コ シは， モ テ （Ｑ ．ｍ ｕｔ’ｉ→ Ｓｐ．　ｍｏｔｅ トウ モ ロ コ シの穀

粒 を 塩 ま た は石 灰 で ゆ で た もの） に最 適 と され る。 モ テ の ほか ， 粥 （ａｌｌｐｈｉ），　ｌａｗａ

（ジ ャガ イ モ のす り潰 した の と混 ぜ た粥一 Ｓｐ・ｌａｇｕａ），　ｃｈｉｃｈｕｑａ （モ テ を 日 に干 し

て乾 燥 させ た もの 。 湯 に もど して ス ー プな ど に入 れ る） な どの形 で食 べ る。 村 人 のふ

だ ん の食 事 に お け る主食 とい って よい だ ろ う。 また 物 々交 換 お よび 換金 用 と して も重

要 で あ る。儀 礼 用 と して は， 白類 の方 が好 ま れ るが ， 黄 色 類 を併 用 す る こ と も多 い。

黄 色 類 の下 位分 類 名称 と して は ，普 通 の黄 色種 （ｑ’ｉｌｌｕ）の他 に，　 ｃｈｉｗｉｔａ （黒 味 が か

った黄 色 ），ｕｃｈｕ－ｋｕｌｕ （赤 味 が か った 黄 色 ，字 義 通 りには 「トウガ ラ シ色」） な ど が

あ る。 これ は も っぱ ら濁 酒 チ チ ャ （Ｑ ．ａｑｈａ；Ｓｐ．　ｃｈｉｃｈａ）を仕 込 む の に使 う。　ｕｃｈｕ－

ｋｕｌｕ を使 うと特 に強 い チ チ ャがで きる と言 わ れ る。 チ チ ャの仕 込 み は ， 穀 粒 を ４ 日

間 ほ ど水 に浸 した の ち，緑 葉 低 木 （ｐｕｙｓｉｌｌａ，　 ｃｈ’ｉｌｌｋａ な ど） の葉 で 覆 っ て 納 屋 の

中 の暗 所 に置 い て お く。 こ うす る と穀 粒 が 発 芽 して モ ヤ シの よ うに な る （この 状 態 を

ｗｉｆｉａｐｕ とい う）。 それ を 擦 りつ ぶ して 熱湯 に溶 き， ま る一 晩煮 込 ん だ の ち ， 上 澄 み

を 数 日放 置 して お け ば 自然 醸 酵 して 濁酒 が で きあ が る。 ア ル コ ール度 は弱 い。 醗 酵 種

は用 い ず ， また ，穀 粒 を 噛ん で 醗 酵 を うな がす作 業 も見 られ ない 。 チ チ ャ酒 は も っぱ

ら祭礼 （と くに ９月 の 守 護 聖 人祭 と１１月 の トー ドス サ ン トス祭 ） の た め に当番 （Ｑ ．

ａｌｐｈｉｒｉｓ一 Ｓｐ．　ａｌｆ６ｒｃｚ） の家 が大 量 に準 備 す る。筆 者 が観 察 した 事例 で は ， １００　ｔ以

上 の チ チ ャが仕 込 ま れ た。 しか し，祭 礼 以 外 の機会 に作 って飲 む こ とは ， まず 無 い。

（３） 斑点類 （ムチ ュ）

　 こ の範 疇 は ， 名称 の うえ で は， チ ェへ　 （ｃｈ’ｉｑｈｉ一灰 色 系 統） ／ ム チ ュ （ｍｕｃｈ’ｕ

＝紫 系 統） ／ そ れ以 外 ， とい う ３種 類 に分 け る こ とが で き る。 チ ェへ とは ，穀 粒 に様

々 な色 の細 か い斑 点 が霜 ふ り状 に かか った もの。 その 色 に応 じて ｐｕｋａ　ｃｈ’ｉｑｈｉ（赤 い

チ ェへ４）） や ｙａｎａ　ｃｈ’ｉｑｈｉ（黒 いチ ェへ） な ど と呼 ばれ る。 た だ し，斑 点 が紫 色 の も

の は ， ムチ ュ と呼 ば れ る。 ムチ ュ とは ，穀 粒 が一 様 に紫 色 を して い るか ，ま た は紫 色

の斑 点 がか か っｆｃもの を さす 。 斑 点 の場 合 は， 地 の色 に応 じて ｐｕｋａ　ｍ ｕｃｈ’ｕ （赤 い

ム チ ュ）， ｑ’ｉｌｌｕ　ｍｕｃｈｕ （黄 色 い ム チ ュ），　 ｃｈ’ｉｑｈｉ　ｍ ｕｃｈ’ｕ （灰 色 の ムチ ュ） な ど と

呼 び分 け る。 チ ェへ とム チ ュ以 外 の 種類 と して は ，ｃｈ’ｕｌｌｐｉ（しぼ ん だ黄 色 また は 白），

ｐｉｎｔａ （白粒 と黒粒 が混 ざ って い るもの），　ｙａｎａ （黒 ，紫 ， 濃 い赤 ５）） な ど が あ る。

４）ｑｕｗａｒｉと呼ばれ ることもあ るが， これは一般的に 「まだ ら」 の意味であ って， トウモロコ

　 シの穀粒の色にかぎ らず，ニ ワ トリの体色などを表すのに も用いる呼称である。

５）ｓｕｍｕ とも呼ばれるが， これは Ｓｐ・ｓｕｍｏに由来す るものと思われる。

３２９



　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 国立民族学博物館砺究報告　　１０巻２号

　斑 点 類 の トウモ ロ コ シに は，以 上 の よ う に色 に応 じた細 か い下位 分 類 名 称 は あ るが ，

しか し， 用 途 と して は， いず れ も ｊａｎｋ’ａ （煎 り トウモ ロ コ シ） に して 自家 消 費 す る

だ け で あ る。 換金 用 には な らず ， 交 易 に もほ とん ど出 さ な い。 筆 者 が観 察 した 限 りに

お い て は ，儀 礼 で も用 い る こ とが無 い 。 この点 で ，斑点 類 （ム チ ュ） は ， 白類 （ユ ー

ラバ ） や黄 色類 （ケ リ ョ） か らは っき り と区別 さ れ る範 疇 で あ る。

　 上 に説 明 した民 俗 分 類 は ，収 穫 直 後 の干 し場 （サ ラ キ ンタ ー ラ） で の農作 物 の配 置

に も明 瞭 に反 映 され る。 各 範 疇 の トウモ ロ コ シは ， それ ぞれ 別 々 の列 に ま とめ られ ，

混 ざ らな い よ う注 意 さ れ る （図 ４参照 ）。 村 人 に よ る トウモ ロ コ シの分 類 は ， 表 面的

に は色 に応 じた分 類 で あ るが ，実 質 的 には ， 各 品 種 の利 用 方 法 に応 じた分 類 で あ る こ

とが わ か る。 な お ，第 ＩＶ章 で 述 べ るユ ンガ ス 産 の大 型 で 皮 の 固 い黄 色 トウモ ロ コ シは，

ｋｕｐａｎｕ（一Ｓｐ．　ｍ ａｆｚ　ｃｕｂａｎｏ）と呼 ば れ ，村 人 が普 通 に考 え る ｓａｒａ （トウモ ロコ シ）

の範疇 には含 ま れ な い よ うで あ る。

４．　 日常生活物資の流れ

　 テ ィテ ィカ チ村 の衣 食 住 を 観察 し， 日常 生 活 物 資 を網 羅 して検 討 す る と，高 地 や低

地 との交 易 を通 じて手 に入 れ る物 品 がか な りの割 合 を 占 めて い る こ とに気 が つ く。 食

品 に 関す るか ぎ り，基 本 的 に は 自給 可 能 で あ るが ， 動 物 性 蛋 白源 ・調 味料 ・嗜 好 品 な

どは外 部 に 依 存 して い る。 衣 料 品 が 高 地 か ら来 る アルパ カ の毛 や バ リェ ー タ （Ｓｐ．

ｂａｌｌｅｔａ　ｄｅ　ｌａ　ｔｉｅｒｒａ → ｑ ．　ｗａｙｔａ） と呼 ば れ る粗 い羊 毛生 地 に依 存 して い る点 ， ま

図 ４　 サ ラキンターラ （収穫物 の干 し場）
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窪

高 地

植物性食鼎

ジ ヤガ イ モ

（大 ）

チ ュー ニ ョ

キ ノ ア

動物性食品

乾燥肉

チーズ

魚

表 ６ テ ィ テ ィ カ チ 村 の 日 常 生 活 物 資 の 供 給 源

調 味 料 ・
・酒 ・嗜好 品

塩 （岩 塩 ・ブ
ロ ック塩）

ベニ ノキ

花 ハ ッカ ・カ
ミ ン

コカ の葉

家畜 ・飼料

馬

ラバ

ロノ・ミ

衣類 および牛
地 ・糸

ポンチ ョ

アルパ カ獣毛

バ リェータ生

地 （大部分の
衣 類の材料）

農機具 そ の ほ か
生活用品 ・用材

土器類

毛糸の綱

投石綱 （ｗａｒａｋ’ａ）

織 り棒

楽 器
儀 礼 ・
祭 礼 用 品

自 給

低 地

町

（現金購入）

トウモ ロコ シ

ソ ラマ メ

エ ン ドウマ メ

オ カ イ モ

ジ ヤガ イ モ

（小 ）

イ ンゲ ンマ メ

小 麦

ア リコマ イモ

オ レ ンジ

バ ナ ナ

チ リモ ヤ

パ ス タ

小 麦 粉

米

ニ ンジ ン

タ マ ネ ギ

白チ ュー ニ ョ

リンゴ

　

（クイ ） ｝サ ラ ミス キ

（ニ ワ ト リ） １ トゥーナ

（羊 ）

（チ ー ズ）

骨がら

チチャ酒

ベニノキ

トウガラシ

コカの葉

練 り灰

コー ヒー豆

乾燥桃

砂 糖

塩 （ブ ロ ック
塩 ・ヨー ド塩 ）

ロ コ ト

マ テ

コ カの 葉

コー ヒー が ら

（ｓｕｒｔ，ａｎａ）

ア ル コー ル

ク イ

ニ ワ トリ

羊 ・山 羊

豚

大 麦 ・パ ル ワ
ユ

牛

コカ袋

肩 かけ袋

腰 帯

織 り機

毛 糸 （ｍｉｌｌｍａ）

毛 糸 （ｑ’ａｙｔｕ）

（糸 つむ ぎ ？）

金 属 針

チ ョ ッキ

セ ー タ ー

サ ンダル

靴

フ ェル ト帽

掘り棒

農具の柄

籠材

鋤棒

ざる ・ふ るい

火吹 き筒

植物性 ロープ（
ｐｈａｌａ）

薪 ・軒材 ・屋根わら

ブ ラ シ （ｓａｒｑｈａｎａ）

藁 縄 （ｃｈｈａｑｎａｎａ）

柱 材 ・梁 材 ・戸 板

瓢 箪

太鼓の皮

カウベル

太鼓の胴

サ ンポーニ ャ
類

農具の刃
ｏス コ

ッフ

つ る は し

金属製食器類

包丁 ・ナイフ

石鹸 ・洗剤
マ ッチ ・ロウソク

ランプ芯

ケ ロシン

ナイロン布

トタ ン （屋根）

ピ ンキ ー リ ョ

ケ ー ナ類

リャマの脂肪

リャマの胎児

薬 草類

薬莱の花

タ ンタワワ

サ トウキビの
茎

マイマイの殻

コカの葉

獣 脂 ロ ー ソ ク

紙 吹雪

（ｍｉｓｔｕｒａ）

塑

縄

囲

嬰

ド

㊦

鼎
伴
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た，楽器 ・儀礼用品 ・祭礼用品などに 「外から来る品物」 が多用される点が注意をひ

く。表６に，各種の日常生活物資を，村人がどこから入手するかを示 した。品目のま

とめ方は，あくまで便宜的なものであり，村人がこのような種目に民俗分類 している

という意味ではない。 村で自給 できない品物 については，その入手先を高地 ・低地

・町という３つの枠に分けて示 したが， これはある程度までは， 村人のいう ｐｕｎａ／

ｙｕｎｋａｓ／ｑｈａｔｕ という区別にもとついている。 ただし，この表での区分が，そのまま

生産地を示すとは限らない。低地で生産された品物が都会市場を介 していったん高地

に流れ，それが物々交換を通 じて漢谷部の村であるティティカチにもたらされる，と

いうような場合，表 ６では 「高地」の欄 に記載 した。 「町」の欄には， 村人が主にア

ヤタの町 （ときにはラパス市）で現金購入する品物を記載 した。町で開かれる交易市

で入手するものであっても，もっぱ ら物々交換による場合は， その交渉相手に応じて

「高地」ないし 「低地」の欄に記入するようにした。牛や馬は，現金購入が主だが，

遠方の村まで出向いて買う場合がほとんどなので， この表では 「高地」 と 「低地」の

欄にわけて記入 した。

　以下の記述で，単に 「村」 とか 「村人」とか言 うのは， ティティカチ村とその住民

のことである。具体的な交易相手や交換方法については，章をあらためて述べる。

　　　（１） 高地 か ら来 る物

　 村 人 が 高 地 との交 易 で入 手 す る品物 の うち最 も重 要 な の は， リャマ ， ア ルパ カ 製 品

で あ る。 特 に アルパ カ の毛 は ，手 綱 （ｗａｓｋｈａ），投 石 縄 （ｗａｒａｋ’ａ），ポ ンチ ョ（ｐｕｎｃｈｕ），

荷 袋 （Ｑ．・＝ Ａｙｍ・ｋｕｓｔａｌａ ㌻ ｓｐ・ｃｏｓｔａｌ）な どを 編 む 材 料 と して ， ま た骨 は 織 棒

（ｗｉｃｈ’ｕ－ｈａ） な ど を作 るの に利 用 す る。 リャマ の背 中 の脂 肪 （ｌｌａｍｐｈｕ） や リャマ の

胎 児 （ｓｕｌｌｕ） な どの儀 礼 用 品 と して の重 要 性 も見 逃 せ な い 。最 近 で は， 町 で購 入 す る

白砂 糖 を １１ａｍｐｈｕ の代 用 品 と して ， 播 種 の儀 礼 や 屋根 葺 きの儀 礼 な ど に用 い る こ と

もあ るが ，や は り本 物 の リャマ の 脂肪 を使 うのが望 ま しい とされ る。 儀 礼 の際 ， 香 を

焚 くた め の樹 脂 な ど も高 地 と の交 易 を通 じて入 って来 る。
　 　 　 　 　 　 　 　 チヤルキ

　 食 品 と して は，乾 燥 肉 （Ｑ ．ｃｈ’ａｒｋｉ→ Ｓｐ・ｃｈａｒｑｕｅ）が 挙 げ られ る が， これ はア ル

パ カや リャマ の ほか ， 最 近 で は羊 の乾 燥 肉 （Ｑ ．ｃｈａｌｕｎａ一 Ｓｐ．　ｃｈａｌｏｎａ）の方 が 多

く出 回 って い る。 チ ー ズ （主 に ペル ー側 か ら持 って くる もの） の原 料 は牛 乳で あ る。

村 で も自家 製 の チ ーズ を作 る家 は あ るが ，大 き さや 味 にお い て， とて もペ ル ー産 の も

の に及 ば な い。 ジ ャガ イ モ は テ ィテ ィカ チ で もとれ るが ， 高地 産 の も のの方 が大 き く

て ， チ ュー ニ ョも良質 で あ る。 このた め ， テ ィテ ィ カチ の村 人 は， 高 地 か ら入 手 した

チ ーズ ， チ ュ ー ニ ョ， ジ ャガ イ モ な どを ， 自分 らで は食 べ ず に ， 低 地 との交易 にまわ
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す こ とが あ る。 この ほ か高 地 との交 易 で入 手 す る食 品 と して は， 雑 穀 の キノ ァ な ど が

あ るが ， 日常 の 食生 活 で は あ ま り活用 さ れず ， 交 易量 も少 な い。

　 高 地 の牧 民 か ら入手 す る塩 （岩 塩 ｆｉａｐａ－ｋａｃｈｉ） は ， か つ て は高 地 との交 易 に お け

る主 要 な交 換 品 目で あ った と思 わ れ る。 しか し現 在 で は ， 都 市市 場 を介 して 流 入 す る

ブ ロ ック塩 （ｋａｃｈｉ－ａｒｕｗｉ一 Ｓｐ．　ａｄｏｂｅ　ｄｅ　ｓａｌ ウユ ニ地 方 の塩 原 か ら切 り出 した レ

ンガ 状 の塩 塊） に お され て ，岩 塩 の 流通 量 は格 段 に 減 った。 しか し，渓 谷部 の村 人 は ，

現 金 を 支払 って ブ ロ ック塩 を購 入 す るよ り も， 現 金 を 必 要 と しな い物 々交 換 で 入手 す

るの を 望 む。 このた め ， 高 地 の住 民 は， 町 の市 場 で ブ ロ ック塩 を現 金 購 入 して ， そ れ

を漢 谷 部 ま で持 って お りて来 て ，従来 どお り トウモ ロ コシ な ど との物 々交 換 に応 じる

こ とが あ る。

　 花 ハ ッカ （Ｃｕｍｉｎｕｍ　ａｙｍｉｍｔｍ？；ｑ ．　ｋｕｍ ｉｎｕ一 Ｓｐ．　ｃｏｍｉｎ カ ミン）， ベ ニ ノ キ

（Ｂｉｘａ　ｏｒｅｔｌａｎａ；Ｑ ．　ａｃｈｉｗｉｔｉ→ Ｓｐ．　ａｃｈｏｔｅ ア ナ ッ ト樹 の実 の 中味 の 赤 い 粒 を 粉 末 に

した もの）， コ カの葉 な ど の調 味 料 ・嗜 好 品 は， 「高地 」 欄 に記 載 した が ， これ らも高

地 民 が町 の市 場 で調 達 す る もの で あ って ，原 産 地 は主 に低 地 で あ る。

　 村 人 の普段 着 の材 料 とな る生 地 は ， アルパ カ の毛 の ほか ， 前述 の バ リェータ （粗 い

羊 毛 生 地） が あ る。 これ は主 に ペ ル ー側 の 高 地集 落 で 織 って い る。 アル パ カ の場 合 は

紡 い で いな い原 毛 を交 換 す る こ とが多 いが ， バ リェー タ は織 りあ が った生 地 が 交 換 対

象 とな る。 この生 地 は ，女 もの の 長下 着 （ａｌｌｍｉｌｌａ），ス カ ー ト （Ｑ ．　ｐｈａｎｔｉｌｌａ；Ａｙｍ ．

ｐｈｕｎｔ’ｉｌｌｕ），マ ン ト （ｑ ・１１ｉｋｌｌａ；Ｓｐ．　ａｇｕａｙｏ）や 男 もの の半 ズ ボ ン （Ｑ ．　ｍ ｕｑｕ－ｑ’ａｒａ

また は ｋａｌｓｕｎａ一 Ｓｐ．　ｃａｌｚ６ｎ） な ど を織 る の に用 い る。

　 村 で 日常 用 い て い る素 焼 きの 壷 ，土 鍋 ，水 瓶 ， 皿 な ど は， いず れ も高地 か ら入 手 す

る もの で あ るが ， これ は土 器 作 り専 門 の特 定 地 域 の住 民 が売 りに来 る。 これ に つ い て

は， ＩＶ章 ５節 で 説 明す る。

　 　 （２） 低 地 か ら く る 物

　 低 地 か ら く る 小 麦 や 各 種 の イ ンゲ ンマ メ （Ｐｋａｓｅｏｌｕｓ　ｓｐＰ．：Ｑ ．　ｃｈｕｗｉ，　ｐｈｕｒｕｔ’ｉ，

ｍｉｓｉｌｌｕ な ど） は ， 日常 の食生 活 に お いて 特 別 な比 重 を 占め る もの で は な い。 む しろ，

トウガ ラ シ （ｕｃｈｕ）， ベ ニ ノ キ （前 出），パ セ リ （Ｑ ．＝・Ａｙｍ ．　ｐｉｒｉｌｉｒａ一 ｓｐ．　ｐｅｒｅｊ　ｉｌ）

な ど の調 味料 や ， コカ の葉 を 噛 む ため の練 灰 （Ｑ 。１１ｉｐｔ’ａ；Ｓｐ．１（ｊｆａ）や コ ー ヒー豆 な

ど の嗜 好 品 ， オ レ ンジ， バ ナ ナ， チ リモ ヤ ，乾 燥 桃 （ｋ’ｉｓａ） な ど の果 実 類 の ほ うが需

要 が高 い。 この ほ か生 活 用 品 と して は， 汁器 用 の瓢 箪 （ｐｈｕｌｕ）や 藁 縄 （ｃｈｈａｑｎａ－ｎａ）

用 の草 ， 籠 材 ， 鋤 や豚 の餌 箱 （Ｑ ．　ｗａｔｈｉｙａ一 Ｓｐ．　ｂａｔｅａ） に用 い る太 め の材 木 ，家

の扉 （ｐｕｎｋｕ） に用 い る大 きめ の板 な ど は， 低 地 まで 行 か な い に して も，村 よ りず っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ？
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と標高の低い地域から調達する必要がある。低地から来る品物のうち，村人の高い関

心を集めるのは，太鼓やサンポーニャなどの楽器類，サ トウキビの茎やマイマイの殻

などの祭礼用品であるが，これらについてはＩＶ章４節で述べることにする。

　 　　（３） 町 で 購 入 す る 物

　 パ ス タ （Ｑ ．ｐｈｉｒｉｗ～ ｐｈｉｒｉｙｕｓａ一 Ｓｐ・ｆｉｄｅｏ） や米 な どは ア ヤ タの 町 ま で 出 な けれ

ば手 に入 らな い が， 今 日で は， ジ ャガ イモ ， トウモ ロ コシ とな らん で村 人 の 日 々の食

事 に欠 かせ な い食 品 とな って い る。 ニ ン ジ ン， タマ ネギ な ど の野 菜 類 も町 で求 め るが ，

これ らは ，後 述 の レス カ テ ィス タ達 と物 々交 換 が可 能 で あ る。 町 で 出回 る各 種 の加 工

食 品 や 嗜好 品 を村 人 が 購 入 す る こと は稀 で あ る。 村 人 が 買 い求 め るの は， せ いぜ い コ

ー ヒ ーが ら （Ａｙｍ ．　ｓｕｒｔ’ａｎａ）， アル コ ール ，砂 糖 ，塩 ， コカ の葉 な どで あ り， そ れ ら

も可 能 な 限 りは ， トウモ ロ コ シ との物 々交 換 で入 手 しよ う とす る。

　 金 属製 品 は全 面 的 に外部 に 依 存 して い る。 土 寄せ 鍬 （ｌｌａｗｋ’ａｎａ～ ｌａｗｋ’ａｎａ）， 斧

（ｌｌａｑｌｌａ－ｎａ）， 鍬 （ｌａｎｐａ）， 鎌 （Ｑ ・　ｊ　ｕｓｉ一 Ｓｐ・ｈｏｚ）， 掘 り捧 （ｗｉｓｕ６）） な ど農 機 具 は ・

刃 だ けを 町 で購 入 し，木 の 部分 を村 で 調達 す る。 金 属 製 の 皿 や ス プ ー ン， ほ うろ う製

の コ ップ な どは 町 で買 い 入 れ る必 要 が あ る。 この ほか ， 石 鹸 ， マ ッチ ， ロ ウソ ク， ラ

ンプ， ケ ロ シ ン （灯 油 用） な ど の こま ご ま と した生 活 用 品 は ， 必 要 な 時 に ご く少 量 を

ア ヤ タ の町 で 現金 購 入 す る？｝。

　 村 人 の 関心 を 呼 ぶ の は， ピン キー リョや ケ ーナ な ど の楽 器 類 で あ る。 これ らにつ い

て は ＩＶ章 ２節 で 述 べ る。

　 　 （４） 自 給 す る 物

　 村 で 自給 が き く食 糧 は ， トウモ ロコ シ，ジ ャガ イモ ， オ カ イ モ ， ソ ラ マ メ， エ ン ド

ウマ メ， ア リコマ イ モな ど。 チ ュー ニ ョは高 地 との交 易 で 入手 す る分 が高 い割 合 を 占

め る。村 で つ くる チ ュ ーニ ョは ，小 粒 で 量 も限 られ てい る。 大麦 や トウモ ロ コ シの粉

で 無 醸 酵 パ ンを焼 い て食 べ る こ と もあ る。 １１月 初 旬 の トー ドス サ ン トス祭 礼 で 墓地 に

そ なえ る 「タ ンタ ワ ワ」 （ｔ’ａｎｔａ－ｗａｗａ，直 訳 「パ ンの子 供 」 一家 畜 や家 な ど形 に焼 い

たパ ン） が代 表 的 だ が ， この よ うな特 別 の 機 会 で な くて も， 粉 さえ有 れ ば いつ で も焼

６） ｄｉｇｇｉｎｇ　ｓｔｉｃｋ，いわ ゆ る ｃｈａｋｉ・ｔａｋｌｌａ で あ るが ， テ ィテ ィカ チで は ｗｉｓｕ な い し ｕｙｓｕ と呼

　 ば れ る 。 これ は ， Ｓｐ．　ｈｕｅｓｏ 「骨」 か ら来 た語 形 と思 わ れ る。 も し， 現 在 の よ うな金 属 製 の刃

　 で はな く，本 来 は動 物の 骨 を利 用 して いた とす れ ば ，堅 さな どの条 件 か らい って ， 高地 産 の ア

　 ル パ カ の骨 を 使 って いた 可能 性 があ る 。

７） 糸 紡 ぎ の軸 棒 （ｐｈｕｔｋｈａ お よ び ｋ’ａｎｔｉ）と円盤 （ｐｈｉｌｌｉｌｌｕ） につ い て は確 認 を 怠 った が ，お そ

　 らく今 日で は， 町 で購 入 す る も の と思 われ る 。

　 　 　 ご
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いて食 べ る８）。 タ ンタ ワ ワ用 には ，上 等 の粉 を 使 うた め ，町 で小 麦 粉 を買 い入 れ る こ

とが最 近 で は 多 い。

　 オオ ム ギは ， 家畜 （特 に豚） 用 の 飼 料 で もあ る。 また ， トウモ ロ コ シ茎 先 の花 穂

（ｐａｒｕｗａｙｕ） は馬 や ロバ の飼 料 にな る。 ま た ，刈 り取 った ばか りの トウモ ロ コ シの茎

（ｗｉｒｕ）か ら絞 った 液 を煮 詰 め た糖 液 （ｓａｒａ－ｍｉｓｋ’ｉ＞は，調 理 用 甘 味 料 と して あ るい は

嗜 好 品 と して ， 自家 消費 す る ほか ， 高地 との交 易 に も利 用 さ れ る。 糖 液 を 絞 った あ と

の茎 か す は豚 の餌 とな る。

　 太 毛 糸 （ｑ’ａｙｔｕ）は村 で は紡 げ な い ので 町 で 買 う必 要 があ るが ，普 通 の毛 糸 （ｍｉｌｌｍａ

な い し ｗｉｌｌｍ ａ）は村 の羊 の毛 で紡 い で 自給 す る こ とが で き る。 コカ袋 （ｃｈ’ｕｓｐａ）， 肩

か け袋 （ｋａｐａｃｈｕ），帯 紐 （ｔ’ｉｓｎｕ，　ｃｈ’ｕｎｐｉな ど各 種 ）， お く るみ布 （ｋ’ｉｒｕ－ｎａ） な ど

を 織 る。

　 大 きな 用材 は漢 谷 下部 や低 地 か ら運 ん で来 る必 要 が あ るが， 家 屋 の梁 材 ，薪 材 ， そ

の他 小 さ な用 材 は， 村近 辺 で調 達 す る こ とがで き る。 ふ るい （ｓｕｓｕ－ｎａ）， 縄 （ｐｈａｌａ），

ざ る （ｉｓａｎｋｈａ）な ど は，近 辺 の灌 木 や つ る草 を利 用 して作 る。 燃 料 と して は，薪 の他

に トウモ ロ コ シ果穂 の芯 （ｔｈｕｌｕ）も利 用 す る。牧 民 か ら手 に入 れ る リャマ の糞 も燃 料

に す るが， 量 は限 られ て い る。

ＩＶ．交 易 活動 の様 態 （１）

１． 交 易 の ネ ッ トワ ー ク

　ティティカチ村の人々が定常的におこなう交易活動には，大別 して３つの様態を観

察することができる。第 １は，近隣との交換。 きまった曜日にきまった場所でひ らか
　 　 フエ　リ　ア

れる交易市 （Ｑ．ｑｈａｔｕ一 Ａｙｍ．　ｑｈａｔｕ）に各地から産物を持ち寄 って物々交換する

形態。これは，主として女達による日常活動である。交易市には，かなり遠方の地域

か らやってくる商人も参加するが，周辺住民どうしの直接交換も盛んである。交易市

以外の機会でも，近隣…村落間の小規模な物々交換は，特に漢谷斜面の上部と下部との

あいだで頻繁に行われている。

　交易の第 ２の様態は，遠方の村を相手におこなう物々交換である。渓谷部の住民は，

高地および低地と定期的な直接交易関係をとりむすんでいる。 この交易のためには片

８）パ ン焼 き用の屋外大型かまどが無い家 は，よその家のかまどを使わせて もらう。その際，か

まどの使用料 として，何 らかの物品提供 ・労働提供がお こなわれるが，今回の調査ではその詳

細は聞き漏 ら した。この大 型かま どは，パ ンのほか， トウモロコシのタマルを焼 くのにも使 う。
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表 ７　ティテ ィカチ住民の交易 ネ ットワーク

交 易 （ｒａｎｑｈａ・ｙ）

近隣…との交換

遠方との交易

村への来訪者

交易市 （アヤタ，ワ ンク）

谷下の集落

高地 （ペルー）

低地 （ユ ンガス）

カ ヤ ワ ヤ

ア イマ ラ

マ ニ ャソ

道 ４日以 上 か か る旅 に 出 る。 これ は男 た ちの仕 事 で あ る。 テ ィテ ィカ チ に は高 地 か ら

ペ ル ー牧 民 が 国境 を越 えて来 訪 す る。 テ ィテ ィカ チ か らペル ー領 の高 地 ま で 出 向 く こ

と も珍 し くな い 。低 地 へ は主 にテ ィテ ィカチ側 か ら出向 く。 交 易市 で の物 々交 換 が ア

ノ ニ ムな 匿 名 関係 の交 易 で あ るの に対 して ， 遠方 との交 易 は，．特定 の村 の特定 の家族

ど う しが代 々継 続 して きた個 人 的 な きず な に拠 って い る。

　 第 ３の交 易 様 態 は ，村 に来訪 す る行 商 人 との交 渉 で あ る。 テ ィテ ィカ チを訪 れ る行

商 人 に は， 土 器 と薬 草 な ど を扱 うカ ヤ ワ ヤ集 団 ， 町 で現 金 売 り され て い る品 物 を仕 入

れ て きて村 人 との 物 々交 換 に応 じ るア イ マ ラの人 々， 豚 を売 買 す る家畜 商 人 （マ ニ ャ

ソ） な どが い る。 これ らも ア ノニ ム な 関係 で は な く， 特 定 の家 族 ・親 族 集 団 と特定 の

来訪 者 と の あ いだ に 「お得 意 さん」 （Ｑ ．＝Ａｙｍ ．　ｋａｓｉｒｕ一 Ｓｐ．　ｃａｓｅｒｏ） の関係 が で き

あ が って い る こ とが 多 い。

　 以 上 に分 類 した交 易 様 態 を整 理 して お くと，表 ７の よ うに な る。 この分 類 に従 って ，

以 下 ， 順 次 述 べ て い く。

２． 交 易 市

　 テ ィテ ィ カチ か ら日帰 りで き る場 所 で ひ らか れ る交 易市 と して は， アヤ タ ， ワ ンク，

チ ュ マ の ３つ が あ る。 筆 者 は この うち ア ヤタ とワ ンクを 実地 に観 察 した 。 出 回 って い

た 品 目を 表 ８に示 す。 この表 の 資料 を記 録 した の は雨 季 あ けの 時期 で， ち ょ うど新 ジ

ャガ イモ とチ ョク ロ （若 い トウモ ロ コ シ） が 出回 り は じめ た 頃 で あ る。 なお ， テ ィテ

ィカ チ の村 人 は 農 地解 放 以 前 はチ ュマ （村 か ら歩 いて 片道 ４時 間 ） の交 易 市 によ く通

った が ，今 日で は ほ とん ど行 くこ とが な い。

　 　 （１） ア ヤ タ の 交 易 市

　 テ ィテ ィ カカ 湖東 畔 の町 エス コー マか らチ ャ ラサ ニへ 向 か う 自動 車 道路 か ら途 中 で

分 岐 して東 へ む か い ，急 峻 な コ ア ンサ ニ峠 （（乏 ｕｗａ－ｎｓａ－ｎｉ／Ｋｏａｎｓａｎｉ 海 抜 ４６００　ｍ ）

を越 え て くだ った と ころ に ， ム ニ ェ カ ス郡 ア ヤ タ行 政 区 の 中 心 集 落 アヤ タ （Ａｙａｔ’ａ／
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表 ８　交易市で出回る品 々 （観察された もののみ）

ｉ ワ ンク （・９８・年 ５月 ・・日）

地元農民の持ち寄る物

農 産 物＊

果 実

調 味 料

畜 産 物
そ の 他

トゥモ ロ コ シ， チ ョク ロ，

ジ ャガ イモ ， オ カ， ソ ラマ メ

バ ナ ナ， オ レ ンジ，チ リモ ヤ，

リマ

トウガ ラシ， ロ コ ト

鶏 卵 ，生 きた ニ ワ トリ

コ カ，煉 灰 ， 薬 草 類 ，

石 鹸 用 の硝 石 （ｑｕｌｌｐａ）

アヤ タ （１９７９年 ４．月２２日）

トウ モ ロ コ シ ， チ ョ ク ロ ，

タ マ ル ，カ ヤ ，オ カ ，ソ ラ マ メ ，

イ ン ゲ ン マ メ ， ジ ャ ガ イ モ ，

オ ユ コ イ モ

ト ゥー ナ ， リ ン ゴ ， モ モ

トウガ ラ シ， ロ コ ト

ヒッ ジの毛 皮 ， 鶏 卵 ，獣 脂

薬 草 類

町から くる品物
（主に レスカテ ィスタ）

　　　農 畜 産 物 ・魚＊＊

調 味 料

嗜 好 品

その他，加工食
晶

タ マネ ギ ，ニ ンジ ン， トマ ト， 肉が ら， ラー ド，

塩漬 け生 魚 ・イ ス ピ （煮干 ）

花 ハ ッカ， カ ミ ン， ベ ニ ノキ ，乾 燥 トウガ ラ シ （粉 末），
ニ ンニ ク

アニ ス， コー ヒーが ら （ｓｕｒｔ’ａｎａ）， タバ コ， アル コー ル ，
ポ ップ コー ン （ｐｈａｓａｎｑｈａｌｌａ）， あめ ・ク ラ ッカ ー類

砂糖 ， ブ ロ ッ ク塩 ， ヨー ド塩 ， 小 麦粉 ，食用 油 ，味 の素 ，米 ，
パ ス タ ，パ ン， チ ー ズ， 缶 づ め

日　用　雑 貨

衣　　料　　品

　 　 　 　 ピン，石 鹸 ，，洗 剤 ， ロウ ソ ク， ケ ロ シ ン，電 池 ，マ ッチ ，
ボー ル ペ ン， 鉛 筆 ，消 しゴム ，帳 面 ，暦 （ａｌｍａｎａｑｕｅ），

紙 吹 雪 （ｍｉｓｔｕｒａ）， 錠前 ， 釘 ，簡 易 ラ ンプ （ｍｅｃｈｅｒａ），
ハ サ ミ，包 丁 ， ナ イ フ，手 鏡 櫛 ， コ ップ （金 属 ・ほ う ろ う
・プ ラス チ ック）， 金 属 なべ ， ス プ ー ン， 農 具 の刃 ，バ ケ ツ，
オ モ チ ャ

セ ー ター ，子 供 服 ， 下着 類 毛 布 ， フ ェル ト帽 ，毛 編 み帽 ，

手袋 ， サ ンダ ル （ｕｓｋｈｕｔａ），織 物 （刺 繍 な ど），毛 糸 ・木 綿 糸
・化 繊 糸 ，針 ， ボタ ン， リボ ン， ゴ ムひ も

儀礼用品 ・楽器 リャマの胎 児 （ｓｕｌｌＵ） 香 （ｉｎｃｅｎｓｉｏ），サ ト ウ キ ビ の 茎 ，

ピ ン キ ー リ ョ

＊ チ ュ凸 ニ ョは時 期 的 に見 当た らず 。

＊＊ ト トラや コチ ャユ ー ヨは見 当た らな い 。

Ａｙａｔａ）が あ る。 標 高 ３　１　ＯＯ・・ｖ３２００　ｍ 。都 市 （ラパ ス お よ び カ ラ ナ ビ）へ の 入 口 流 出 が

著 し く，町 の広 場 はひ っそ り と して い る。 こ の広場 が人 出で に ぎわ うの は，祭 礼 の 日

を 除 くと，毎 週 日曜 日の 朝 に開か れ る交 易市 の ときだ け と言 って よ い。 こ の 日 に は，

周 辺各 地 か ら女 た ちが農 産 物 を 持 ち寄 り， 交 換 しあ う。 標 高 差 に応 じた多 彩 な 作 物 が

広 場 に集 ま る。

　 アヤ タ周 辺 は，前 述 の よ うに， ア イ マ ラ語 とケ チ ュア語 の境 界 地帯 で あ りう 市 のた

つ 広 場 を さ か い に， 上側 の村 々で は ア イマ ラ語 を 母語 とす る人 々が ， お もに ジ ャガ イ

モ耕 作 に従事 して お り，下 側 の 村 々で は ケ チ ュ ア語 を母 語 とす る人 々が ， お もに トウ

モ ロ コ シ耕作 を生 業 と して い る。 第 ｌｌ章 で述 べ た地 域 区分 で言 え ば， 上 側 （ア イ マ ラ
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語 圏） が 「スニ」， 下 側 （ケ チ ュア語 圏） が 「キ チ ュ ア」 に お おむ ね該 当す る。 ボ リ

ビァ で よ く耳 にす る 「チ ュ ー ニ ョ産 す ると こ ろ には ア イ マ ラが居 る， トウモ ロ コ シ産

す る と ころ に はケ チ ュ アが 居 る」 とい う言 葉 は， や は り こ こで も当 て は ま る。 しか し，

実 際 に は ，上 下 に住 み分 か れ た 人 々が ， そ れ ぞれ の生 業 圏 を ス ニ／ キチ ュア の いず れ

か に限定 して しま って い る わ けで はな い。 ケ チ ュ ア語 圏 の住 民 が 自分 た ち の居 住 区域

か ら少 し離 れ た尾根 ぞ いの 高 所 に ジ ャガ イ モ畑 や オ オ ム ギ畑 を持 って い るの は， テ ィ

テ ィカ チ村 の事 例 で見 た とお り，珍 しい こ とで はな い。 ま た ，筆 者 自身 は実 際 に行 っ

て 確 認 す る ことが 出来 なか った が， ア イマ ラ語 圏 の住 民 は 低 所 に飛 地 を持 って トウモ

ロ コ シ畑 や木 材 伐 採 地 に あ て て い る。

　 テ ィテ ィカ チ の女 た ちは ，毎 週 の よ うに ア ヤ タ の交 易市 に買 い 出 しに行 く。 こ れ は，

砂 糖 ， タ マ ネ ギ ， マ ッチ， コカの 葉 な ど ， 季 節 的 な交 易 には 直 接左 右 され な い品 物

を 入手 す るた めで あ る。交 易 市 の人 出 は時期 に よ って 違 う。 ４月 は人 出 が少 な い方 だ

が ， それ で も午 前 中 は広 場 が周 辺 の農 村 か らや って きた 黒 マ ン ト （リヒ リャ） の女 た

ち で埋 め つ くさ れ， 独 特 の雰 囲 気 を か も しだ す。 農 民 ど う し， あ るい は レス カテ ィス

タ （外 の 町 か ら来 た商 人） た ち との あ いだ で 活発 なや り と りが交 わ され る （写 真 ３）。

写真 ３　 交 易市でのケチュァ農民 と町の商人 とのや りとり。

　 　 　 左はアヤタ，右 はワンクでの光景。
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表 ９ ア ヤ タ の， 日 曜 市 （１９７９年 １０月 ２８日の事 例 ）

障 別・外 見 層 落・轡 身 地 １ 持 参 し た 品 物 ｝ 売 買 方 式

ユ

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

女 カ ンペ シー ノ

女 〃

男 〃

女 チ ョ リ ー タ

女 （デ ータ もれ）

女 ｑｈａｔｕ

女 チ ョ リ ー タ

女 〃

男 ミ ス テ ィ

女 チ ョ リ ー タ

女 〃

男 カ ンペ シー ノ

女 チ ョ リ ー タ

男 ミ ス テ ィ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ ？

Ａ Ｃ

ＡＣ

Ａ

ＣＡ

Ａ Ｃ

Ａ

ＡＱ

Ｃ

？

ア ラ シ （Ａｌａｓｉ） ・

ア ヤタ の近 く

ラ カ ヤニ

ア ン コ ライ メ

ウ ィ トコタ

（Ｗ ｉｔｈｕｑｈｕｔａ）

ア ヤタ在 住

ラパ ス市

ラパ ス市

モ ー （Ｍ ｏｈｏ）

ラパ ス市

ワ ンカニ

プエル トアコス
タ

アヤタ在住

ラパ ス市 経由ユ
ンガスよ り

農 産 物

〃

楽 器

雑 貨

雑 貨

薬 草 類＊＊食
品 ・雑貨

魚 ・野 菜

食 品

魚 ・野 菜

食 品

魚 ・野 菜

食 品 ・雑貨

農 産 物

祭 礼 用 品

イ ンゲ ンマ メ （ｐｈｕｒｕｔ’ｕ）， トウガ ラ シ

マ ンサニ ー リ ャ， トウモ ロ コ シ， カ ヤ， タ マ ネギ

ピ ンキ ー リョ （たて 笛 ）

帽子 （ペ ル ー 製 フ ェル ト帽 ）

あ め， 缶 づ め ，石 鹸 ， マ ッチ， た ば こ， コ ー ヒー

花 ハ ッカ ， コパ ール ， ロメ ロ， コ ア， ベ ニ ノ キ
タ ンタ ワワ ，石 鹸 ， ボー ル ペ ン， 錠 前 ，パ ン，

あ め， た ば こ，マ ッチ ， コカ

ロ コ ト， タ マ ネギ ， あ め， イ ス ピ， コー ヒーが ら

骨 が ら

砂 糖 ， 小 麦粉 ， コカ ， カ ミ ン， ア ナ ッ ト

マ ンサ ニ ー リャ， ラー ド

イス ピ， タマ ネ ギ ， トウガ ラ シ， チ ー ズ

パ ン， バ ナ ナ ， タ マ ネ ギ ， イ ス ピ ， コ カ ， ピー マ ン

生 魚 （ｔｉｊｉｌｌｉｒｉ，ｍ ａｗｌｌｉな ど ）， タ マ ネ ギ

ラー ド，あ め

ロ コ ト， バ ナ ナ， イ ス ピ

サ トウキ ビの茎 （カ ーニ ャ）

大麦， ソラマメと交換

？

現金売 り

〃

〃

現金売 りまたは物 々交換

トウモ ロ コ シ， エ ン ドウマ メ，

カ ヤ と交 換

トウモ ロ コ シ と交 換

現 金 売 りま た は トウ モ ロ コ シ，
ソ ラマ メ と交 換

トウ 毛 ロ コ シ， カ ヤ と交換

トウ モ ロ コ シと交 換

現 金 売 り （ま たは物 々交 換 ？）

＊ Ａ （ア イマ ラ語 ）， ｑ （ケ チ ュ ア語）， Ｃ （スペ イ ン語 ）
＊＊ コパ カ バ ー ナで 仕入 れ。

三

刈三

メ

國

誤

Ｆ

θ

魁
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双方ともほとんど女である。ただ し 「やりとり」といっても，言葉が通 じない場合が

多 く，また物々交換のレー トは慣習的な相場に従 うので，実質的な交渉の余地はあま

り無い。表９に示 したのは，収穫後の時期の交易市で，広場に品物を並べていた人々

の事例である。

　アイマラのレスカティスタ達は店舗を持たず，広場の露地にビニールシー トをひい

て品物をひろげる。個々の交換の規模は小さいが，件数は多いので，山高帽をかぶっ

た 「チョリータ」姿の女商人たちの前には，彼女 らがラパスやティティカカ湖岸地方

から運んできた野菜やイスピなどと交換された トウモロコシの果穂がみるまに山をな

していく。彼女 らは，アヤタや次に述べるワンクの交易市のほか， この地域の村々の

祭礼の日にはかならず現れて， 土地の産物を物々交換で入手 し， ラパス市で転売す

る９）。

　アヤタには，この町在住の人がもつ商店もいくつかある。 その多 くは広場に面 して

いるが，ふだんはほとんど閉 じていて，交易市の日にだけ開ける店が多い。 これ らの

店は，日用雑貨や加工食品の類を現金売 りしており，原則 として物々交換には応じな

い。外から来る行商人たちと経済的に競合することはほぼ無いようである。 テンデー

ロ （店舗もちの商人）はメスティソ系の人々で，農民たちからは ｍｉｓｔｉと呼ばれる。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 マルチリンガリスト

ァ ヤ タ のテ ンデ ー ロた ちは見 事 な多 言 語使 用 者 で あ り， 相 手 に応 じて ケ チ ュア語 ， ア

イ マ ラ語 ， ス ペ イ ン語 を使 い わ け る。 テ ィテ ィカ チの 村 人 は ， テ ンデ ー ロ とは ケ チ ュ

ア語 で ， レス カ テ ィス タ とは ア イ マ ラ語 で言 葉 を 交 わ す 。

　 ア ヤ タの 交易 市 に は， ペ ル ー方 面 か らも人 が来 る。 ラパ ス方 面 か ら くる レス カ テ ィ

ス タ た ち が女達 で あ る の に対 し， ペ ル ーか ら来 る物 売 りは 男達 で あ る。 彼 らは テ ィテ

ィカ カ湖 北 岸 ， ア イ マ ラ語 地 域 の住 民 で あ る。筆 者 が 出会 った の は ，モ ー （Ｍ ｏｈｏ）か

ら きた一 行 で あ った。 彼 らはス ペ イ ン語 は流 暢 だ が ， ケ チ ュ ア語 はほ とん ど話 せ な い。

モ ー か ら， ロバ に荷 を のせ ， ウ リャ ウ リャ経 由 で 片 道 ３日 かか って ア ヤ タ に着 く。 男

４人 ほ どで組 ん で，毎 年 １０月 頃 来 る。持 って 来 るの は ， イ ス ピ， タ マ ネ ギ ， トウガ ラ

シ， マ ンサ ニ ー リャな ど。 これ らを， アヤ タ の交 易 市 で トウモ ロコ シ， エ ン ドウマ メ ，

カヤ な ど と直 接 交 換 す る。 現 金 売 りは しな い。 この ほか ， 筆 者 は直接 会 って いな い

が， ペ ル ー領 の コハ タ （Ｐ／Ｃ（）ｊａｔａ） か ら乗合 トラ ックを利 用 して テ ィテ ィカ カ湖 産 の

鱒 を売 り に来 る人 々 もい る との こと。 これ も現 金 売 りで は な くて トウモ ロ コ シ との 直

接 交 換 との こ とで あ る。 アヤ タ の住 民 によ れ ば， 以 前 は も っ と盛 ん にペ ル ー人 が来 た

　９）筆者 が観察 したモー リョ （Ａｔｈｕｎ　Ｍｕｌｌｕ／Ｍｏｌｌｏ　Ｇｒａｎｄｅ）の聖人祭 （８月 １臼）では，人 々　
が踊 り続けるあいだ も，広場のへ りに陣取 った アイマラの レスカティスタた ちが，持 ってきた

　 イス ピ，オ レンジな どを地産の トゥモロコシ， インゲ ンマメなどと交換 していた。

３４０
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とい う。

　 アヤ タ の交 易 市 で ， テ ィテ ィカ チの 人 々に と って特 に関 心 の 高 い 商 品 の ひ と つ は

楽 器 で あ る。 ア ヤ タ近 郊 （アイ マ ラ側 ） に あ る楽 器作 りの村 ラカ ヤニ （Ｌａｑａｙａ－ｎｉ／

Ｌａｃａｙａｎｅ）産 の ピ ンキ ー リ ョ （ｐｉｎｋｉｌｌｕ 鳴 笛 の付 いた縦 笛 ，　ｔｕｑｕｒｕ の木 でつ くる），

テ ィヤ ナ ク （ｔｉｙａ－ｎａｋｕ 中型 のケ ーナ）， ケ ー ナケ ー ナ （ｑｉｎａ－ｑｉｎａ 大型 の ケ ー ナ ，

材 料 は ユ ンガ ス か ら仕 入 れ る） な ど は， テ ィテ ィ カチ を は じめ この地 方 の祭 礼 の音 楽

で 活躍 す る重 要 な楽 器 で あ る。 これ らは ラカ ヤ ニの村 人 が ， 日曜 の朝 ， アヤ タ の広 場

で 立 ち売 りす る。 どの種 類 の笛 も １本 １５ペ ソ。 大 変 な人気 商 品 で ，文 字 通 り飛 ぶ よ う

に売 れ る。 す ぐに売 り切 れ て しま うの で ， 予約 して お いて ラカ ヤ ニ村 ま で 出向 いて 買

うこ と もあ る。 ラカ ヤ ニか らテ ィテ ィカチ な どケ チ ュ ア側 の村 ま で売 りに来 る こ とは

無 い。 な お ， ピ ンキ ー リ ョは ， ラカ ヤ ニ産 の ほか モ コモ コ　 （Ｍ ｕｑｕ－ｍｕｑｕ／Ｍ ｏｃｏ

Ｍ ｏｃｏ）産 の もの も出回 る。

　 　 （２） ワ ン ク の 交 易 市

　 エ ス コー マ と ア ウカパ タ （Ａｗｋ’ａ－ｐａｔａ／Ａｕｃａｐａｔａ）を結 ぶ 自動 車道 路 に面 す る ワ ン

ク村 （Ｗ ａｎｋ’ｕ／Ｈｕａｎｃｏ，　Ｐｒｏｖ．　Ｍ ｕｆｉｅｃａｓ）の 広 場 で毎 日曜 に定 期 市 が開 か れ る。 標

高 ４２００ｍ と ４３００　ｍ の あ いだ に位 置 す る この村 は戸 数 も少 な く，ふ だ ん は 閑散 と し

て い るが ， 日曜 日だ けは各 地 か ら相 当 な 人数 が集 ま り， 大 変 な に ぎ わ いを 見せ る。 ア

ヤ タ地 方 独特 の長 細 い極 彩 色 の リュチ ュ （ｌｌｕｃｈ’ｕ 毛 編 み 帽） を かぶ った男 た ち も多

く見 られ る。 交易 市 と して は ア ヤタ の よ り もは るか に規 模 が大 き く， 活発 で あ る１０）。

テ ィテ ィ カチ か らは ，片 道 徒歩 ４時 間 ほど か か るた め ， さす が に毎週 通 う人 は いな い

が ，農 閑 期 （７～ ９月 ） に は多 くの村 人 が ワ ン クの交 易 市 に出 向 く。

　 各 種 の農 産 物 を 持 参 す る人 々は ， 表 ８で は町 か ら出 回 って くる品 物 と区別 す る ため ，

「地元 農 民 」 と して お い た が， 実 際 には か な り遠 方 か ら来 る場 合 も多 い。 後述 す る カ

マ タ や コ ンサ タ周 辺 な ど の低 地 の住 民 が登 って 来 る こ と も珍 し くな い 。 オ レ ン ジ，バ

ナ ナ， トウガ ラ シな ど は彼 らが運 ん で来 る もので あ る。 表 １０は， ワ ンク の 日曜市 に品

物 を持 ちよ った人 々 の具 体 的 な事 例 で あ る。 イ ス ピ，米 ， 小麦 粉 ，野 菜 ， 衣 料 品 ， 日

用 雑 貨 ， 加 工 食 品 な ど は， 主 に ラパ ス， ア ウカ パ タ ， エ ス コ ーマ な ど か ら来 る物売 り

の女 た ち に よ って もた らされ る。 彼女 らは， 現 金 売 買 もす る が， ケ チ ュア農 民 た ち と

は物 々交 換 に応 じる。交 換 レー トは 決 ま って い るか ら， 言 葉 が通 じな くて も商 い は成

立 す る。筆 者 が観 察 した と き は， ア ヤ タ在 住 の 商人 も出張 して来 て い た。

１０） この村の 日曜市につ いては，『民族探検の旅』第 ８集 （友枝啓泰編，学習研 究社刊，１９７７年）

　 の ＰＰ．８６－８７ に高野潤氏による写真と記事がある。

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 ３４１
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表 １０ ワ ン ク の 日 曜 市 （１９８０年 ５月 １１ＥＩの事 例 ）

性 別 ・外 見 話す言語 出 身 地 持 参 し た 品 物 売 買 方 式

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

’１４

１５

１６

女 カ ンペ シー ノ

女 〃

女 〃

男 〃

女 〃

男 〃

女 チ ョ リ ー タ

夫 婦 〃

男 ミ ス テ ィ

男 （デ ータ もれ）

女 チ ョ リ 一 タ

女 〃

夫 婦 ・ミ ス テ ィ

女 チ ョ リ ー タ

女 〃

男 ミ ス テ ィ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＡ

ＡＱ

Ｑ

Ａ Ｃ

ＡＣ ’

ＱＣ

ＱＧ

ＡＣ

ＡＣ

Ｑ ？

ＡＣ 「

Ａｑｃ

Ｃ（Ａ ？）

Ｑ ｕｎｃｈｕｐａｔａ （Ｃｏｎｃｈｕｐａｔａ）

Ｐｕｙｓｉｙａｎｉ（Ｐｕｓｉｌｌａｎｉ）

Ｔ，ｕｌａｎｉ（Ｔｈｏｌａｎｉ）

モ ー リ ョ （Ａｔｈｕｎ Ｍ ｕｌｌｕ）

Ｍ ｉｌｌｉｒａｙａ

Ｗ ａｊｉｒｉ

ＳａｎＪｏｓ６

ＳａｎＪｏｓ６

ア ウカ パ タ （Ａｗｋ’ａｐａｔａ）

ア ウカ パ タ

エ 冬 コー マ

ラパ ス市

ア ヤタ

Ｗ ｉｌａｑａｌａ？

ア ヤタ

．ラパ ス 市

果 物

果 物

果 物

果 物

・町の食品

農 産 物

雑 ’ 貨

魚 ・野菜

魚

町の食品

魚 ・野菜

食 堂

町の食品

チ リモ ヤ

オ レ ンジ， レモ ン， ロ コ ト

チ リモ ヤ， チ ョク ロ

硝石 （ｑｕｌｌｐａ）

練 り灰 （１１ｉｐｔ’ａ）

バ ナナ ， オ レ ンジ， トウ ガ ラ シ

パ ン

ジ ャガ イ モ， オ カ イ モ

コ カ

た ば こ， マ ッチ ， ビスケ ッ ト，

あ め

イス ピ， タ マネ ギ ， レタ ス

イス ピ

米 ， 小麦 粉 ，砂 糖 ， パ ス タ

ィス ピ， レモ ン， タ マ ネギ

昼 の定 食 を給 仕 す る

ブ ロ ック塩

ジ ャガ イ モ， オ カ イ モ と交 換

物 々交 換

ジ ャガ イ モ， カ ヤ と交 換

現金 売 り

現金 売 り

ジ ャガ イ モ， オ カイ モ ， カ ヤ， 塩 ，砂

糖 と交 換

ジ ャガ イ モ， オ カ イ モ ， ソ ラマ メ ， チ

ョク ロと交 換

チ ・ク ロ， トウモ ロ コ ジと交 換

現金 売 り

現金 売 り

トウモ ロ コ シ， オ カ イ モ， カ ヤ と交換

トウモ ロ コ シ

現金 売 り

ウ ミンタ， トウモ ロ コシ， チ ョク ロ，
ソ ラマ メ， ジ ャガ イ モ と交 換

現金 （２５ペ ソ）

現 金売 り

圓

ロ降

さ

に

頃ロ
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　　 （３） 渓 谷下部 の村 々と の交 易

　ティティカチの住民は，渓谷下部の集落 （ｕｋｈｕ　ｉｓｔａｎｓａ）と随時， 小規模な物々交

換をおこなっている。交換品目から見た限 りでは交易市での交換を補 う性質のものと
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コンパ　ドラスゴ

も言 え る が， た だ し，通婚 や代 親 関係 な どの 社会 関係 と組 み合 わ さ って い る場 合 が 多

い ら し く， そ の点 で は交 易 市 で その 場 か ぎ りの ア ノニ ム な交 渉 と は性 質 を異 にす る。

カ ル ニ ， ワ イ ラパ タ ， コ ンチ ュパ タ （Ｑ ｕｎｃｈｕ－ｐａｔａ／ｃｏｎｃｈｕｐａｔａ）な どの集 落 に， 主

にテ ィテ ィカ チ側 か ら出向 いて い く （地 図 ２参 照）。 持 って お りる産 物 は ， ジ ャガ イ

モ ， チ ュー ニ ョ， ソ ラマ メ な ど。 トウモ ロ コ シは 谷下 の村 の ほ うが 収 量 が 豊 か な の

で ， 交 換対 象 に はな らな い。 谷 下 の村 か ら入 手 す るの は， オ レ ンジ， チ リモ ヤ ，小 桃

（ｄｕｒａｚｎｏ）， 各 種 の イ ンゲ ンマ メな どで あ る。 この ほか ， 汁器 に使 う長 細 い瓢箪 や材

木 な ど も谷 下 の地 域 で調 達 す る。 これ ら谷 の 下 部 で の活 動 につ い て は今 回 の 調査 で は

十分 な 情報 を集 め る こ とが 出来 なか った 。

３． 高 地 と の 交 易

　 テ ィ テ ィカ チ の村 入 は， 高 地 との交 易 を 「ペ ル ー人 と交 易 す る」 あ る い は 「ペ ル ー

か ら交 易 に来 る」 と表 現 す る。 「ペル ー」 と言 って も， 実 際 には ， 国境 近 くの ボ リビ

ア側 の村 落 も含 ま れ る。 テ ィテ ィ カチ と定 期 的 に交易 関係 を 結 ん で い るペ ル ー高地 民

は ，主 と して ロサ パ タ周 辺 の牧 民 で あ る。 彼 らは， リャマ の群 れ に荷 を積 ん で， 露 営

しつ つ片 道 ３日な い し ４日か け て ア ヤ タ周 辺 の渓 谷部 に来訪 す る。 群 れ の頭 数 は小 さ

い もの で２０頭 ほ ど。大 きい もの で は６０頭 を こえ る例 も観 察 した 。 最近 で は リャ マの代

わ りに ロバ （８～ ２０頭） を 使 う こ と もあ る。 女 を ま じえ た家 族 連 れ で来 る例 も見 られ

た が ， ほ とん どの 場 合 は男 ３～ ５人 の一 行 で あ る。 時期 と して は ， ７月 か ら１１月 にか

けて ， 特 に ８月 と ９月 が ピー ク と な る。 これ は ，漢 谷 部 で トウモ ロコ シの収 穫 が終 わ

り， 果 穂 が十 分 乾 燥 した 頃 に あ た る。 ８月 頃 ・ ア ヤ タ北 西 の稜 線 （４２００～ ４３００　ｍ）で

観 察 して い る と，荷 を のせ た リャマ のｉ群 （ｋａｒｙａ－ｌｌａｍａ）を追 う一 行 が 次 々 と， ほぼ 絶

え間 な いほ ど頻 繁 に尾 根 す じか ら峠 を越 え て移 動 して い くの を 見 る ことが で き る （写

真 ４）。 そ れ で も漢谷 部 の村 人 によ れ ば ， ペ ル ー牧 民 の来 訪 が以 前 は今 日 よ りは る か

に頻 繁 だ った とい う。 交 易 民 の来 訪 は１１月 半 ば まで続 く。 トー ドス サ ン トス 祭礼 の 時

期 （１１月 初 旬） に来 る牧 民 は ，墓 地 で祈 りを 唱 え ， 供 え 物 の 無醗 酵 パ ン （前 述 の タ ン

タ ワ ワ） を 持 ち帰 る習 慣 が あ る。 テ ィテ ィカ チ， ム ー リョ， ル キサ ニ ， ワ ンカ ラニ な

ど，一 般 に アヤ タ周 辺 の農村 は ， 毎 年 ほ ぼ例 外 な くペ ル ー牧 民 の来 訪 を受 け る。 同 じ

一 行 が数 週 間 か けて 幾 つ か の村 を 歴訪 す る場 合 も あ る
。各 村 の特 定 の 知 人 （ｋａｓｉｒｕ）の

　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 ３４３
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写真 ４　 標高約 ４１００ｍ の高原をゆ くペルー人 の リャマの群れ。漢谷部

　　　　へ交易にむか うところ。ワ トの近 くで撮影。

家を訪ねるかたちをとり，ひとつの村に何週間か滞在することもある。交易の季節に

アヤタ周辺を訪れると， あちこちで リャマの群れが草をはむ光景に出会うので，牧民

の滞在を知らないと，この地域では リャマの放牧が行われていると思いこんでしまう

ほどである。牧民たちは漢谷部に来る途中，チャラサニ，アマレテ，ワ トなど高地部

集落にも立ち寄り，やはり物々交換の交渉をもつ。

　来訪するペルー牧民たちの母語はアイマラ語である。たいていはスペイン語 も話せ

る。ケチュア語は聞いてわかる （兵役でおぼえる）とのことだが，あまり話せない。

ティティカチのようなケチュア語の村をも含め，アヤタ周辺の住民との会話にはもっ

ぱ らアイマラ語を使 う。前述のようにティティカチの男達の多 くはアイマラ語を話す

ことができる。 しか し，牧民 と物々交換の交渉に応 じるのは村の女達であり，彼女 ら

はアイマラ語を聞いて理解できても話すことはほとんど出来ないので，牧民の男たち

と農民の女たちとは，異なる言語を互いに用いてやりとりする。

　 ティティカチの住民がペルー側に出向 くこともある。馬またはラバ４頭ほどを連れ

て，男 ４～５人で組んで行 く。 日程は行き先村の祭礼にあわせることが多いが，時期

はやはり７～ ９月が主である。

　以下，アヤタ周辺に来訪する高地民の集落について，実例を見ていく。記載にあた

って 「行 く／来る」 「こちら／むこう」などの表現を用いる場合は， すべてティティ

カチなど渓谷部側の住民の視点に合わせることにする。
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　　 （１） ロ サ パ タ

　 テ ィ テ ィカ チ の人 々が交 易 の相 手 と して 「ペル ー」 と言 う とき， た いて い は ロサパ

タ （Ｒｕｓａ－ｐａｔａ／Ｒｏｓａｓｐａｔａ） お よ び周 辺 の村 々を 念 頭 に お い て い る よ うで あ る。 行 政

的 に は ペル ー共 和 国 プ ー ノ県 ワ ンカ ネ郡 （Ｐｒｏｖ．　Ｈ ｕａｎｃａｎｅ） に属 す る。 ロサ パ タ 周

辺 は標 高 ４２００ｍ か ら所 に よ って は ４５００ｍ に近 い寒 冷 な高 地 で あ り， 農 産 物 は ジ

ャガ イ モ ， キ ノ ア， 大麦 に ほ ぼ限 られ ， そ れ も零 細 な 収 量 で しか な い。 生 業 の中 心 は

リャマ ， アル パ カの放 牧 で あ る。 ロサ パ タ の 常用 語 は ア イマ ラ語 で ， テ ィテ ィ カチ 住

民 との会 話 もア イマ ラ語 で通 す。

　以 前 は ， む こ うか ら来訪 す る頻 度 が 高 く，年 に数 回 お りて来 る こ と もあ った が ，数

年 前 ロサパ タ に協 同 組 合 が で きて以 来 ， 漢 谷 部 へ の交 易 の旅 は年 １回程 度 に減 った。

現 在 で は む しろ テ ィテ ィ カチ側 か ら訪 れ て 行 くこ とが多 い。 や は り ８月 が ピー クだ が ，

５月 下 旬 の ペ ンテ コス タ祭 に合 わ せ て い く場 合 も あ る。 ロサパ タ の この祭 礼 には ， ペ

ル ー の ブ リア カ ， ワ ンカ ネ， ボ リビァ の チ ャラサ ニ ， ヤ ナ ワ ヤ， ア ヤタ ， チ ュマ な ど ，

各 地 か ら大勢 の人 が集 ま る と い う。祭 礼 に あわ せ て大 規 模 な交 易 市 も開 か れ る。

　 テ ィテ ィ カチ か ら ロサパ タへ の道 程 は ， ワ ト村 （後 述 ） を経 て Ｋａｒｉｎｓａｎｉ山頂 近

くで 露 営 ， 国境 を越 え タル カニ村 （後 述 ） で も う一 泊 して い く。 片 道 ３日。

　 交 易 の た め こち らか ら持 って行 くの は， トウモ ロ コ シ （黄 色果 穂 ）， ウ ミンタ （１００

個 ほ ど用 意）， サ ラ ミス キ （ｓａｒａ－ｍｉｓｋ’ｉ トウモ ロ コシの 茎 か ら絞 った糖 液 を煮 詰 め た

もの 。 調 味 用），桃 （ｄｕｒａｚｎｏ）， ソ ラマ メ ， カ ヤ （オ カ イ モ の ま ま で は持 って いか な

い）， トゥー ナ （ウチ ワサ ボ テ ンの実 ）な ど で あ る。低 地 の オ レン ジを 中継 す る こ と は

無 い。 サ ラ ミス キ は ， アル コー ル缶 に詰 め て い き， む こ うの交 易 市 で 現 金 売 りす る。

　 これ らと交 換 に入手 す る の は， アル パ カ の生 肉 （ａｙｃｈａ）や 乾燥 肉 （ｃｈ’ａｒｋｉ），羊 の

乾 燥 肉 （ｃｈａｌｕｎａ），ア ル パ カ獣 毛 ， リャマ の骨 ， キ ノ アの 団子 （ｋ’ｉｓｐｉｆｉａ），毛 織生 地

（ｗａｙｔａ），織 物 ， 岩 塩 な どで あ る。 ペ ル ー人 が 漢谷 部 に来 訪 す る場 合 は ，町 の交 易 市

で入 手 した ブ ロ ック塩 ， 砂 糖 ， 小麦 粉 ，　 トウガ ラ シな ど を 持 って くる こ とが あ る。

テ ィテ ィカ チ住 民 の話 で は ， 近 頃 ペル ー人 は アル パ カ の 肉 を 出 し渋 るよ うに な った ，

との こ とで あ る。 これ ら物 々交 換 品 の ほか ， テ ィテ ィカ チ村 人 が ロサ パ タ の交 易 市 に

出向 いた 際 に は， チ ーズ ， 毛 編 み 帽 ， 服 地 ， パ ス タ ， 石 鹸 ，粉 石 鹸 ， ゴ ム サ ンダ ル

（Ａｙｍ．　ｗｉｓｋｈｕ → Ｑ ．ｕｓｋｈｕｔａ），衣 料 品 な どを現 金 で買 い求 め る こ とが 多 い１１）。 馬 ，

１１） これ らは当時 （１９７８～１９８０） の経済状況では，ボ リビア側で買 うよ りもペルー側の ほうがず

　 っと安か った。 この報告を執筆 している現在 （１９８４年）では，すでに事情が変わ っているかも

　 知れない。１９８０年以降，たび重なるペ ソの切 り下げな どで，ボ リビアの経済状況 は激変 した。

　 地方の交易市での物価情勢にまで相 当な影響がおよんだ として も不罵議ではない。
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ラバ，ロバもロサパタの交易市で現金購入することが多い。

　ペルーから来 る，ペルーに行 く，いずれの場合 にしても，訪問者は相手村の特定の

知人の家に泊めてもらう。その意味では，特異的な社会関係が結ばれているのだが，
　 　 　 　 　 　 　 コンパのドラスゴ

しか し，．通婚や代親関係のような制度化した関係は見 られない。ティティカチからロ

サパタへ赴 くときは，国境を越えることになるので，村長か ら 「証明書」をとって携

行する。これには，連れて行 く馬の頭数や一行各人の身分証明書番号などが記載 され

ている。

　以上の情報は，ティティカチ住民とティティカチ来訪中のペルー牧民の双方からの

聞き込みによって得たものである。筆者自身はロサパタを実地に訪れる機会がなかっ

た。、

　　 （２）　 タ ル カ ニ （Ｔａｌｕｋａｎｉ～ Ｔａｒｕｋａｎｉ）

　 タ ル カ ニ は国 境 の ペル ー側 の集 落 で あ る１２）。主 に リャマ とアル パ カ の牧 畜 に依 存 す

る。 後述 の チ ャ ラサ ニ か ら徒 歩 １日の 距離 に あ る。 テ ィテ ィカ チ に くるル ー トは ， チ

ャ ラサ ニ ， アマ レテ， ワ ト経 由で 徒 歩 ２日。主 に トー ドス サ ン トス の時 期 に来 て数 日

滞 在 して い く。 リャマ２０頭 ほ ど を ひ きつ れ ，男 ２人 ぐ らいで来 るケ ー ス が多 い 。

　 彼 らが持 っ て くるの は毛 織 生 地 ， アルパ カ乾 燥 肉 ， チ ーズ ， イ ス ピ， ブ ロ ック塩 な

ど。 イス ピとブ ロ ック塩 と は，途 中 チ ャラサ ニ の 町 で現 金 購 入 して くる。 これ らと交

換 に テ ィテ ィカ チ か ら持 って行 くの は ， もっぱ ら トウモ ロ コ シ （黄 色）。 帰 途 には ア

マ レテ に寄 って大 麦 とカヤ を仕 入 れ るとの こ と。 そ の 際 ，漢 谷 部 で 入手 した トウモ ロ

コ シを 交 換 に利 用 す るの か ど うか は確 認 で きな か った 。

　 タル カニ の常 用言 語 は アイ マ ラ語 だ が ， テ ィテ ィ カチ の村 人 と はケ チ ュア語 で 話 す 。

交 易 を通 じて ケ チ ュア語 を お ぽ え る。 だ か ら経 験 の浅 い若 者 は あ ま り話 せ な い との こ

と。

　 以 上 は テ ィテ ィカ チ に来訪 して い た タル カ ニ の村 人 か らの 聞 き込 み に よ る。 な お，

テ ィテ ィカ チか ら前 述 の ロサパ タ に行 くと き， 途 中 で この タ ル カ ニ村 に立 ち寄 る こと

が あ る。

　　 （３） ム フ マ ル カ （Ｍ ｕｊｕ－ｍ ａｒｋａ／Ｐｒｏｖ．　Ｈｕａｎｃａｎｅ，　Ｄｐｔｏ．　ｄｅ　Ｐｕｎｏ，

　　 　 　 　Ｐｅｒｔｈ）

　ロサ パ タ よ りも遠 方 の 高地 集 落 ら しい が ，正 確 な位 置 は よ く分 か らな い。後 述 の ワ

１２）藤井龍彦氏の ご教示によれば，タルカニの集落 はペルー領内にあるが，交易市は国境のボ リ

　 ビァ側でも開かれる。
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ト経 由 で片 道 ４日以 上 か け て来 る。 アイ マ ラ語 の村 で あ り ， テ ィテ ィカ チ の村 人 と も

ア イマ ラ語 で 話 す 。筆 者 が１９７９年 ８．月初旬 に テ ィテ ィカ チ村 で 彼 らに 出会 った と き，

彼 らは リャマ で は な くロバ １９頭 の群 れ を 連 れ 男 ５人 で来 訪 して いた 。年 齢 はみ な五 十

代 と思 わ れ た。 彼 らの話 で は，若 者 は交 易 の旅 に参加 した が らな い， との こ とで あ る。

　 彼 らが 運 ん で来 た の は ，岩 塩 ， チ ー ズ， キ ノ ア団 子 ， リャマ の乾 燥 肉， 羊 の乾 燥 肉 ，

毛 織 生 地 で あ った 。 塩 は重 量 に して ２ア ロー バ （約 ２３ｋｇ）。 これ ら と交 換 に テ ィテ

ィ カ チか ら持 って行 っ たの は， も っぱ ら トウモ ロ コ シで あ った 。

　 こ の他 ， テ ィテ ィカ チ と交 易 関係 の あ る ペル ー側集 落 と して は，ミカニ （Ｍ ｉｑｈａ－ｎｉ／

Ｍ ｉｃａｎｉ），ワ リャ コヤ （ｗ ａｌｌａ－ｑｕｙａ／Ｈｕａｌａｃｏｙａ）な ど の名 が聞 か れ た 。 いず れ も ロサ

パ タ 近 辺 で あ る。 以 下 に挙 げ るの は， ボ リビア側 の集 落 で あ るが ， 交 易 内容 はペ ル ー

の場 合 と類 似 して い る。

　 　 （４）　 ス チ ス （ｓｕｃｈｉｓ／ｓｕｃｈｅｓ，　Ｐｒｏｖ．　Ｆｒａｎｚ　Ｔａｍ ａｙｏ）

　 ジ ャガ イモ も大 麦 も とれ な い ほ どの寒 冷 地 で ， や は り リャマ ， ア ル パ カ に依 存 す る。

常 用 語 は ア イマ ラ語 。 テ ィテ ィ カチ住 民 と の会 話 もア イ マ ラ語 で お こな う。 彼 らは，

現 在 で は リャマρの 群 れ を使 わず カ ミョ ン （乗 合 い トラ ック） を利 用 し， ワ カ チ ャ ニ経

由 で ア ヤ タ周 辺 にや って来 る。 持 って くる の は， アル パ カ乾 燥 肉で ， トウモ ロ コ シ と

物 々交 換 す る。 以 上 は ， テ ィテ ィ カチ村人 か らの聞 き込 み。 ス チ ス は 地 図 に よれ ば海

抜 ４５００ｍ を 越 え る高 さに位 置 す る。 ス チ ス の ほ か に ア ンタ キ リャ （Ａｎｔａ－ｋｉｌｌａ／

Ａｔａｑｕｉｌｌａ，　Ｐｒｏｖ．　Ｅ　Ｔａｍ ａｙｏ）な どの村 か らも トラ ッ クに乗 って アヤ タ 周辺 に トウモ

ロ コ シを仕 入 れ に来 る との こ とで あ る。

　 　 （５）　 ス ラパ タ　 （ｓｕｒａ－ｐａｔａ／ｓｏｒａｐａｔａ，　Ｐｒｏｖ．　Ｅ　Ｔａｍ ａｙｏ）

　 リャマ ， アル パ カ の村 。 農 産物 と して は ， わ ず か に ジ ャガ イ モ （チ ュ ーニ ョ） を作

る程 度 。 常 用語 は ケ チ ュ ア語 。 ア イマ ラ語 が話 せ る人 は 多 い が ， スペ イ ン語 は ほ とん

ど通 じな い。 テ ィテ ィカ チ との 交 易 に際 して は ， も っぱ らケ チ ュ ア語 を 用 い る。 ス ラ

パ タ か らテ ィテ ィカ チ ま で は チ ャ ラサ ニ経 由 ， リャマ の 群 れ を ひ きいて 徒 歩 ５日の道

程 で あ る （チ ャ ラサ ニ ま で ２日。 ま た ， ス ラパ タ か らウ リャ ウ リャま で は徒 歩 ２日）。

毎 年 ，主 に ８月 頃 ， ス ラパ タか ら男 ２～ ３人 の一 行 が テ ィテ ィカ チ の特 定 の 家 を訪 れ

る。 筆 者 が観 察 した 事 例 で は ，彼 らが 持 って来 た の は ， コ カの葉 ，砂 糖 ， カ ン入 りの

飲 料 用 ア ル コール な ど。 これ らは も ち ろん ス ラパ タ村 の産 物 で は な く，旅 の途 上 チ ャ

ラサ ニ の 町 で現 金 購 入 す る。 これ らを トウモ ロ コ シ （黄 色 類 ・斑 点 類 ）， ウ ミ ンタ，

ソ ラマ メ ， カ ヤな ど と物 々交 換 し， ２～ ３泊 して帰 る。 チ ャ ラサ ニで砂 糖 な ど を買 う
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と きの現 金 は ど うす るの か ， 聞 き も ら した が ， お そ ら くアル パ カ製 品 を売 る もの と思

わ れ る。

　 な お， チ ャ ラサ ニ （ｃｈａｒａｓａｎｉ／ｃｈａｒａｚａｎｉ＝－ｓａｎ　Ｊｏｓ６　Ｐ６ｒｅｚ）の 町 は サ ア ベ トラ郡

の郡 庁 所在 地 で あ るが ，町 と して の規 模 は小 さ く， 人 口 も大 半 が ラパ ス市 に流 出 して

しま って い る。 チ ャ ラサ ニ周 辺 の 集落 か らア ヤ タ周 辺 に 交易 に お りて来 る とい う話 は

よ く耳 に した が ， テ ィテ ィカチ に来 訪 す る例 は ほ とん ど無 い。 持 って くるの は農 産 物

で は な くて ，薬 草 類 （Ｑ．，．ｊａｍｐｉ＝Ｓｐ．　ｍｅｄｉｃｉｎａ　ｃａｓｅｒａ） で あ る。 トウモ ロ コ シ との

物 々交 換 に応 じる。 チ ャ ラサ ニ周 辺 で トウモ ロコ シが とれ な いわ けで は な い が ， 渓 谷

部 の 白 トウモ ロ コ シが珍 重 され る ら しい 。 ス ラパ タの人 々が ， トウモ ロ コ シを求 め て，

わ ざ わ ざ テ ィ テ ィ カチ ま で来 訪 す るの も， そ の た めで あ る。 薬 草 ・呪 物 類 を 扱 うチ ャ

ラサ ニ地 域 の人 々 は， カヤ ワヤ と呼 ばれ て い る。 テ ィテ ィ カチ に来 る カ ヤ ワ ヤ につ い

て は後 述 す る。 ス ラパ タ か ら来 る牧 民 は カ ヤ ワヤ とは呼 ば れな い 。

　 　 （６） ワ ト （ｗ ａｔｕ／Ｈｕａｔｏ，　Ｐｒｏｖ．　Ｂａｕｔｉｓｔａ　ｓａａｖｅｄｒａ）

　 ワ ト村 はテ ィテ ィカ チか ら徒歩 １日の距 離 にあ る。 標 高 ４１００～ ４２００ｍ の平担 な

高 原 部 に立地 し， ア ルパ カ の放 牧 が生 業 の 中心 で あ るが ， 低 所 に畑 地 を も って いて ジ

ャガ イモ や オ カ イ モ も作 って い る。 ジ ャガ イモ の収 穫 量 は少 な いが ， 湊 谷部 よ りも大

きい イモ が とれ ， ま た ，寒 冷 地 なの で良 質 の チ ュ ーニ ョや トゥ ンタ （白 チ ュー ニ ョ）

が で き る。 テ ィテ ィカ チ側 での 需要 は意 外 と高 い。 ワ トの常 用 語 は ア イマ ラ語 。 住 民

は各 地 との 交 易 の経 験 を通 じて ケ チ ュア語 を 使 う こ と も出来 るが ， テ ィテ ィカ チ の人

々 とは ア イマ ラ語 で 話 を す るの が普 通 。

　 テ ィテ ィカチ との交 易 は相 当頻 繁 で あ る。 ワ トか らは リャマ の群 をつ れ て お りて来

る。 テ ィテ ィ カチ か らは ロバ や ラバ に荷 を積 ん で 登 って行 く。 ワ トか ら持 って くる産

物 は ， ジ ャガ イモ ， チ ュ ー ニ ョ， アルパ カ の生 肉や 乾燥 肉 な ど。 ア ルパ カ 肉は テ ィテ

ィカ チで珍 重 さ れ るが ，最 近 は不 足 と の こ とで ワ ト側 が 出 し渋 るよ うに な った 。 テ ィ

テ ィ カチ か ら持 って い くの は ， もっぱ ら トウモ ロ コ シで あ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コンパロドラスゴ

　両村のあいだには，代親関係が結ばれることがあり，通婚もあるらしい。 しか し，

その頻度や婚入の方向性など，詳細な点は不明である。ワ トの人々がアヤタやティテ

ィカチよりさらに低い地域までおりて行き交易関係を結んでいることは確実であるが，

その範囲や内容などについては確認できなかった。主にカマタ地方への旅であると推

定される。なお，ティティカチか らアヤタを経てエスコーマへ行 く自動車道路がワ ト

の集落を通過するが，徒歩で行 く場合はアヤタを経由する必要はなく，尾根ぞいのル

ー トをたどって直接ワ ト村 に至 る。
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４．　 低地 と の交 易

　 テ ィ テ ィ カチ 村 の 人 々 は ，低 地 との 交 易 を 「ユ ンガ ス に行 く」 と表現 す る１３）。ボ リ

ビァで 「ユ ンガ ス 地 方」 と言 う場 合 ， ラパ ス県 北 ユ ンガ ス郡 お よ び南 ユ ンガ ス 郡 の 渓

谷地 帯 を さす の が 通 例 だ が ， テ ィテ ィ カチ住 民 （あ る い は一般 に ア ヤ タ周 辺 の 住 民 ）

が 「ユ ンガ ス」 と呼 ぶ の は ， カ マ タ周 辺 お よび コ ンサ タ周 辺 の 地 域 （標 高 １５００～ １０００

ｍ） で あ る。以 下 ，本 報 告 で も 「ユ ンガ ス」 と言 うの は， 特 に こ とわ らな い限 り， こ

の地 域 を さす こ と にす る。 筆 者 は ，カ マ タ に は実 地 に赴 く機 会 が な か った の で， カマ

タ に 関す る記 載 は も っぱ ら聞 き込 み に も とつ く。 ただ し， 実 際 に カ マ タ地 方 へ 行 く途

中 の一 行 の積 荷 を 見 せ て も ら うな ど して ，実 質 的 に はか な り詳 しい情 報 を得 る こ とが

出来 た。 コ ンサ タ で は実 地 調査 を す る機 会 が あ り （１９８０年 ５月）， 漢 谷 部 で得 た 情 報

と低 地 住 民 か らの情 報 とを照 合 す る こ とが 出来 た。 テ ィテ ィカ チ村 か らは コ ンサ タ よ

り もカ マ タへ 行 くの を好 む よ うだ が ， 「カマ タ の方 が近 い」 と い う以 外 ，特 別 な 理 由

はな い ら しい。 テ ィ テ ィカ チ のす ぐ東 南 隣…に位 置す るモ ー リョ村 （Ａｔｈｕｎ　Ｍ ｕｌｌｕ）や ワ

ィ ラパ タ村 ， ま た， す ぐ南 西隣…の チ ュ ワタ村 （Ｃｈ’ｕｗａｔａ）や ル キサ ニ 村 な ど の住 民 は，

交 易 の た め頻 繁 に コ ンサ タ地 方 へ お りて行 く こ とが 確認 され て い る。

　　 （１）　 カ マ タ （Ｑａｍ ａｔ’ａ／Ｃａｍ ａｔａ，　Ｐｒｏｖ．　Ｍ ｕｆｉｅｃａｓ）

　 カ マ タ村 お よび そ の周 辺 の地 域 （Ｕｐｉｒｗａｙａ，　Ｔａｒａｗａｙａ，　Ｐｕｙｓｑａｔａ な ど の集 落 ）

の産 物 は， オ レ ン ジ，バ ナ ナ， サ トウキ ビ， コカ， マ ニ オ ク， コー ヒー， チ リモ ヤ ，

トウモ ロ コ シ （ｋｕｐａｎｕ）， ミカ ンな ど。 オ レ ンジ は下 流 の もの ほ ど甘 くて 良 い ， とさ

れ る。 コカ の葉 と コ ー ヒー豆 は ，収穫 量 が少 な いの で ， テ ィテ ィカチ 側 は欲 しが る品

目だ が ， カ マタ 側 の人 々は交 易 に出 した が らな い。 カマ タ周 辺 住 民 の母語 は ケ チ ュ ア

語 だ が ， ア イマ ラ語 もよ く通 じる。高 地 の ア イマ ラ農牧 民 が交 易 に お もむ け ば ， ア イ

マ ラ語 で話 をす る とい う。 テ ィテ ィカ チ の村 人 とは， ケ チ ュ ア語 で話 す 。 交易 の た め

に は， も っぱ らテ ィテ ィカ チ住 民 が カマ タ に 出 向 く。 男 ２～ ４人 ，た いて い は親 族 関

係 の あ る者 ま た は トル カ （ｔｕｌｌｑａ） と呼 ばれ る姻 戚 関係 にあ る男 　（娘 の 夫 な い し姉 妹

の夫） で旅 仲 間 を組 む。 同 世 代 の友 人 ど う しで 組 む 場合 もあ る。 ラバ ２頭 ほ ど を連 れ

て行 くの が平均 的 な規 模 で あ る。

　 テ ィ テ ィカ チ か らカ マ タへ の ル ー トは ２つ あ る。 ひ とつ は ，前 述 の ワ ト村 で一 泊 ，

カバ イ キ （Ｑ ｈａｐａｙｋｉ）経 由 で くだ るル ー ト。 も うひ とつ は ， ワ トを 経 由 せ ず ， ア ヤ

１３）Ｙｕｎｋａｓ－ｍａｎ　ｐｕｒｉ－ｋｕ－ｍｕ－ｙｋｕ　ｒａｎｑｈａ－ｎａ－ｐａｑ （また は ｔｕｒｋａ－ｎａ－ｐａｑ）．なお，動詞において

　 接辞 一ｋｕ一と 一ｍｕ一が連接 して も異形態 一ｋａ－ｍｕ一を生 じないのが， この地域のケチュア語 の特

　 色のひとつである。
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タ上 部 の ワ ンカ ニパ ンパ （ｗ ａｎｋ’ａ。ｎｉ－ｐａｎｐａ／Ｈｕａｎｃａｎｉｐａｍ ｐａ）を経 て ， サ ンボ セ鉱

山北 側 の カル カ タ カ ナ村 （Ｑ３ｒｑａ－ｔａｑａ－ｎａ！Ｋａｒｃａｔａｃａｎａ～ Ｃａｒｃａｔａｃａｎｉ）か ス ラ クチ

ュ村 （ｓｕｒａ。ｋ’ｕｃｈｕ／ｓｏｒａｃｕｃｈｏ）で一 泊 した の ち，イ ヒマ アパ チ ェタ （Ｉｋｍａ－ａｐａｃｈｉｔａ

！巧ｍ ａ　Ａｐａｃｈｅｔａ）の 峠 を 越 え て ， マ ク ア （Ｍ ａｋｕｗａ／Ｍ ａｃｕａｙａ）， コア シヤ （Ｑｕｗａ

ｓｉｙａ／ｃｏｈａｓｉ）， ハパ ラヤ （Ｊａｐ’ａ－ｒａｙａｌＪａｐａｌａｙａ）な ど の集 落 を 経 由 して カ マ タ に至 る

ル ー トで あ る。 要 す る に， コア ンサ ニ の尾 根 す じの西 側 を行 くか 東 側 を 行 くか の違 い

で あ る。 ど ち らのル ー トで も， 往路 （下 り） は一 泊二 日， む こ うの村 で数 泊 ， 復路

（登 り） は二 泊三 日で ，合 計 一 週 間以 上 の旅 にな る１４）。 カ マ タ の 住民 が テ ィテ ィカチ

に来 訪 す る こ と は無 い との こ とだ が， 前述 の ワ ン クの交 易 市 には カ マ タ周 辺 か らも人

が 登 って く るよ うで あ る。

　 カ マ タへ の交 易 の 旅 は年 １～ ２回 。 ６月 か ら１１月 初 旬 にか けて ， トウモ ロ コ シとオ

レ ン ジの あ る と きな らい つ で もよ い。 ピー クは ９月 か ら１０月 末 に か け て で あ る。 ７月

２５日の サ ンー テ ィァ ゴ祭 ，１１月 末 の コ ン セプ シオ ン祭 な ど ， カマ タ の祭 礼 日 に合 わ せ

る場 合 も多 い 。 テ ィテ ィカチ以 外 に もル キサ ニ や モ ー リョな どの 漢谷 部 集 落 か ら トウ

モ ロ コ シを 持 って ， ま た ， ワ ト （前 述 ）， ア マ レテ （後述 ），パ タ ス カ チ な ど の 高地 集

落 か らもチ ュー ニ ョを持 って カマ タ地 方 に お もむ き，交 易 が お こな わ れ る。

　 テ ィテ ィカ チ か ら持 って行 くの は， トウモ ロ コ シ果 穂 ， ソ ラマ メ ， エ ン ドゥマ メ ，

オ カ イモ な ど。少 量 な が らジ ャガ イ モや チ ュー ニ ョも持 参 す る。 イ ス ピ， 魚 ， ブ ロ ッ

ク塩 な どを ア ヤ タ の 町 で買 い入 れ て い くこ と もあ る。 ワ ト村 との交 易 で 入手 した チ ュ

ー ニ ョや乾 燥 肉 を
， カマ タ に中継 す る場 合 もあ る と言 う。 チ ュ ー ニ ョに関 して は実 際

に確 認 で きた が ， 肉 につ いて は確 認 で きな か った。 カ ヤ は カ マ タ で は人気 が な い の で

持 って いか な い。 トウモ ロ コ シの糖 液 （サ ラ ミス キ） も持 って い か な い。 む こ うに は

サ トウ キ ビが あ るか らで あ る。

　 以 上 の 品 々 と交 換 に入 手 す る のは ， オ レ ンジ ，バ ナ ナ を 中心 に ， チ リモ ヤ ， コー ヒ

ー豆
， コカ の葉 ， トウガ ラ シ， ベニ ノ キ （ア ナ ッ ト樹 ） の実 な ど。 マ ニ オ ク （ｙｕｋａ）

は ， 欲 しい けれ ど， 運 ん で くる途 中 で乾 い て しま うの で ， あ ま り買 わ な い とい う。 オ

レン ジは イ チ ュ草 で くるみ ， ラバ の 背 に積 ん で運 ぶ 。 カマ タ近 辺 で入 手 す る品 物 の う

ち， 農 産 物以 外 で 重要 な の は， マ イマ イ （ｃｈ’ｕｒｕ） の殻 や サ トウ キ ビの茎 な ど の祭 礼

用 品 ， そ して ，大太 鼓 （ｗａｎｋａｒａ）の胴 や サ ンポ ーニ ャ （ｓｉｋｕ）な ど の楽 器 類 で あ る。

太 鼓 は ラ ワ ンに似 た 材質 の木 （方 名 確 認 で きず） で作 った 胴 （Ｑ ．　ｋａｊａ一Ｓｐ．　ｃａｊ　ａ）だ

１４ 藤井龍彦氏によれば，カマタの対岸 にあるカ リハ ナ （Ｋａｒｉｊａｎａ）へ行 く途中までは， 悪路な

　が ら道路 が通 じて いるとの こと。
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け を買 い入 れ （当 時 の相 場 で ３５０ペ ソ） テ ィテ ィカ チ に持 ち帰 って か ら牛 皮 の鼓 面 と

弦草 （ｍｕｎａ）の共 鳴 弦 を は り，牛 の革 紐 で締 め て完 成 す る。 この ワ ンカ ラ太 鼓 は テ ィ

テ ィカ チ を は じめ周 辺 の 村 々で の祭 礼 の音 楽 に は欠 かせ な い。 サ ンポ ーニ ャは ， テ ィ

テ ィカ チ周 辺 で作 る小 型 の もの （ｓｕｑｕｓｕ 製 ） と違 って ，　ｃｈｕｋｉ とい う禾 本 科 植 物 の

茎 で作 る大 型 の もの で あ る。 これ らの楽 器 類 は も っぱ ら現 金 購 入 で ，作 製 を 前 の 年 に

あ らか じめ頼 ん で お く必 要 が あ る。 ま た ， テ ィテ ィ カチ で農 耕 に使 って い る牛 は， そ

の ほ とん どが カ マ タ産 と言 わ れ るが ， これ も現 金 購 入 で あ って ， トウモ ロ コシな ど と

の交 換 は しな い。 な お ， カマ タ とテ ィテ ィカ チ と の間 に は通 婚 や コ ンパ ー ドラス ゴの

関 係 は無 く， も っぱ ら交 易 の 相手 （ｋａｓｉｒｕ－１１ａ）と して の 関係 で あ る。

　 　 　（２）　 コ ン サ タ （Ｋｕｎｓａｔ’ａ／ｃｏｎｚａｔａ，　Ｐｒｏｖ．　Ｌａｒｅｃａｊａ）

　 コ ンサタ 行 政 区 の人 口 は約 ５００人 ほ ど と推 定 さ れ る （１９７９年 の 国政 選 挙 の際 ，登 録

人 数 は３５０名弱 で あ った）。 中 心 集 落 の標 高 は １０４０ｍ 。 コ ンサ タ川 を は さん で ， 右 岸

は ア イ マ ラ語 圏 （Ｃｈａｒａｎｔａｓｉ，　Ｃｏｒｄｅｐａｔａ，　Ｃｏｒｒａｌａｎｉ な ど），左 岸 は ケ チ ュ ア語 圏

（Ｍ ｉｍｉｋｕｎｉ，　Ｗ ａｊｉｎｉ，　Ｍ ａｃｈａｋａ，　Ｃｈｕｌｕｎｉ，　Ｐｉｌｌｋｕ，　Ｃｈｉｒｉｌａｙａ，　Ｗ ａｙｒｕｒｕｎｉな ど）

で あ る。 左 岸 は と く に 傾 斜 が急 であ り， 筆 者 が 訪 れ た ワ イル ル ニ （Ｗ ａｙｒｕｒｕｎｉ／

Ｈ ｕａｉｒａｒｕｎｉ＞の 集 落 は ，川 岸 か ら徒歩 で８０分 ほ ど だ が， 高 度 計 の 針 は １４２０　ｍ を示 し

た 。 マ チ ャカ ， ミ ミクニ な どの集 落 は さ らに上 部 に位 置す る。 左 岸 の 住 民 の生 活 様 式

（衣 装 ・家 屋 形 態 ） な ど は， テ ィテ ィカ チや ア ヤタ 周 辺 で見 る の と ほぼ 同 じもの で あ

る。言 語 的 に もこ の地 域 の ケ チ ュア語 は， 音 声 ・動 詞 活用 形 式 ・語 彙 な どの 面 で ， テ

ィテ ィカ チ や ア マ レテ と共 通 した方 言 的特 徴 を有 して い る。 ム ニ ェ ー カ ス郡 の ケ チ ュ

ア農村 か ら交 易 に お もむ く男 達 は ， 主 と して 左 岸 の 集落 の 知 人 の 家 に 滞 在 す る。 物

々交 換 の交 渉相 手 は地 元 の 女 達 で あ る。 渓 谷 部 か らお りて い く人 々は ， コ ンサ タ側

住 民 か らケ チ ュ ア語 で ｒａｎｔｉ－ｑ （直訳 す れ ば 「買 う人」 Ｓｐ．　ｃｏｍｐｒａｄｏｒ） と呼 ばれ

る。

　 交 易 の様 態 は ，基 本 的 に は カマ タの場 合 と同 じだ が， 細 か い 違 い も見 られ る。 渓 谷

上 部 か ら持 って 行 くの は ， トウモ ロ コ シ （黄 色 ）， ソ ラマ メ， オ ユ コ イモ （パ パ リサ），

チ ーズ ， チ ュ ーニ ョ，羊 の乾 燥 肉 ， ジ ャガ イ モ ， オ カ イモ な ど 。他 に ，塩 ，砂 糖 ，衣

服 ，小 麦 粉 ， イス ピな どを ア ヤ タ の町 な どで仕 入 れ て い くこ とが ， 以 前 は 多 か っ た。

チ ー ズ は いわ ゆ るペ ル ー 産 タ イ プ の もの （Ｓｐ．　ｑｕｅｓｏ　ｐｅｒｕａｎｏ） だ が， 実 際 に は ボ リ

ビア領 内 の 高 地 集 落 で作 られ る も のが ，漢 谷 部 住 民 の手 を へ て 運 ば れ て行 く。

　 上 記 の品 々 と交 換 に コ ンサ タ で入手 す るの は ， オ レ ンジ， バ ナナ ， コー ヒー豆 の ３

品 目が主 で あ る。 この ほ か に ， コカ の葉 ， サ トウ キ ビの チ チ ャ （Ｓｐ，　ｃｈｉｃｈａ　ｄｅ　ｃａｆｉａ
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表１１ コ ン サ タ 地 区 の 農 産 物

芋 類

穀 類

豆 類

野 菜

果 実 類

そ の 他

家 畜

右 岸 （アイマラ）

無 毒 マ ニ オ ク ・ジ ャガ イモ ・ヤ ウテ ィア ・

サ トイ モ ・ラカ チ ャ ・ヒカ マ

トゥモ ロ コ シ （ｋｕｐａｎｕ）・陸 稲

ソ ラマ メ ・レ ンズ マ メ ・各種 イ ンゲ ンマ メ

レタ ス ・白菜 ・キ ュ ウ リ ・人 参 ・タマ ネ ギ
・か ぼ ち ゃ （ｚａｐａｌｌｏ）な ど

オ レ ンジ ・み か ん （ｍａｎｄａｒｉｎａ）・バ ナ ナ ・

チ リモ ヤ ・ラ イ ム ・パ パ イ ヤ ・マ ンゴ ー ・

ポ メロ ・桃 （ｄｕｒａｚｎｏ）・オ リー ブ ・

ア ボカ ド ・トゥー ナ （ウチ ワサ ボテ ン）

コ カ ・サ トウ キ ビ ・コ ー ヒー ・カ カオ ・茶

・ベニ ノ キ ・ウル ピカ

羊 ・山羊 ・ニ ワ ト リ ・豚（
い ず れ も小 規 模 ）

左 岸 （ケチュア）

ジ ヤ ガ イ モ （ｕｒａｎｔｉｓａ）

ト ウ モ ロ コ シ （ｋｕｐａｎｕ）

トマ ト （ｃｈ’ｉ］ｌｔｕ）

オ レ ンジ ・み か ん ・バ ナナ ・

トゥー ナ

ベ ニ ノ キ ・サ トウ キ ビ ・

コ カ ・ コ ー ヒ ー

羊 ・牛

桃は収量の大部分を乾燥桃 （ｋ’ｉｓａ）に加工す る。

下線を付 したのは，主 として換金用 に作付け している もの。

な い し ｒｅｓｅｃａｄｏ　ｄｅ　ｃａｆｉａ）な ど。 ト“一ドスサ ン トス の祭 礼 に使 うサ トウ キ ビの茎 を ，

交 易先 の低 地 で調 達 す るの は ， カ マ タ の場 合 と同様 で あ る。 コ ンサ タ周 辺地 域 の産 物

を 表 １１に示 す 。 ソ ラマ メ， オ カ イ モ ， オユ コイ モ な ど は コ ンサ タ で は とれ な い。 な お，

テ ィテ ィカ チ で 「ケ リ ョ」 （黄 色 ） と呼 ぶ 種類 の トウモ ロ コ シ は， コ ンサ タ地 区 の ス

ペ イ ン語 で は ｍａｆｚ　ｂｌａｎｃｏ 「白 トウモ ロ コ シ」 と呼 ばれ る。 皮 が柔 らか く，モ テ （ゆ

で トゥモ ロ コ シ） に最 適 な の で ， コ ンサ タ側 で の 需要 は高 い。 コ ンサ タ で栽培 して い

る ｍａｉｚ　ａｍ ａｒｒｉｌｌｏ 「黄 色 トウモ ロ コ シ」 と は， 皮 の 固 い外 来 品 種 （Ｓｐ．　ｍ ａｉｚ　ｃｕｂａｎｏ

→ Ｑ ．ｋｕｐａｎｕ） で ， モ テ に はな らず ， ポ ップ コー ン （Ｓｐ．　ｐａｓａｎｃａｌｌａ一 Ａｙｍ ．

ｐｈａｓａｎｑａｌｌａ） に加 工 す る。 これ は主 に ラパ ス の 市 場 む きに搬 出 され ，伝 統 的 な交 易

の場 面 に登場 す る こと は無 い。

　 コ ンサ タ川 右 岸 と左 岸 と は， 本来 は そ れぞ れ 別 々の交 易 圏 を形 成 して いた よ うで あ

る。 右 岸 （ア イ マ ラ側 ） は ラ レカーハ 郡 の タ カ コマ （Ｔａｑａｑｕｍ ａ／Ｔａｃａｃｏｍａ）な ど標

高 ３４００～ ３６００ｍ 近 辺 の トウモ ロ コ シ耕 作 地 帯 （ア イ マ ラ語 ） と定 期 的 な交 易 関係

を 結 ん で い た。 コ ンサ タ 側住 民 が タ カ コマ 周 辺 ま で片 道 徒 歩 ２日か けて 登 って い き ，

オ レ ン ジ との交 換 で トウモ ロ コ シを得 て いた 。 一 方 ，左 岸 （ケ チ ュ ア側 ） は， タ カ コ

マ 方 面 との交 渉 は無 く， も っぱ らム ニ ェー カス 郡 の チ ュマ ， ア ヤ タ ， ワ ンクな ど と交

易 関係 を結 ん で い た。 現 在 で も ， ワ ンク の交 易 市 で は ， コ ンサ タ左 岸 の住 民 が片 道 ２

日 ほ どか け て登 って き て イス ピ，小 麦 粉 ，砂 糖 な どを果 実類 と交 換 して い る様 子 を見

る こ とが 出来 る。右 岸 で は低 地 住民 が交 易 の ため に中腹 部 ま で登 って い くの が も っぱ

３５２
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らだったのに対 して，左岸では双方が訪問 しあう形をとっている１５）。

　１９６５年頃からコンサタ川流域で金の採掘が始まり，また，オレンジやサ トゥキビの

栽培が市場ベースにのって換金作物 としての性格を強めてきた。 ソラタ～アチャカチ

経由でラパス市 に通 じる自動車道路 も開通 したため， コンサタはしだいに市場経済の

影響を直接的に受けるようになってきた。左岸のケチュア農民も，ムニェーカス側 と

の伝統的な交易よりも，む しろ自動車道路の走る右岸 との関係を深め， 日常生活の必

需品 （砂糖，塩，衣料品など）を現金経済化 した経路を通 じて入手することが多 くな

ってきている。かつては，左岸の ミミクニやマチ ャカなどからアヤタへ出て塩や砂糖

を入手 したが，今では右岸から手に入 るので，わざわざアヤタ方面まで登ることはほ

とんど無くなった。

５．　 行 商 人 の来 訪

（１）　 カ ヤ ワ ヤ

　 テ ィテ ィカ カ湖 の北 東 部 ， ペ ル ー とボ リビ アの 国境 付 近一 帯 （チ ャ ラサ ニ ， ア マ レ

テ周 辺 ） に住 む 「カ リャワ ヤ」 な い し 「カ ヤ ワヤ 」 （ｋａｌｌａｗａｙａ） と呼 ばれ る集 団 は ，

ア イマ ラで もケ チ ュ アで もな い謎 の集 団 と言 わ れ て い るが ，言 語 的 に は今 で は ケ チ ュ

ア語 を話 す １６）。 彼 らは素焼 きの土 器 ， 各 種 薬 草類 や膏 薬 ， コ ア （ｑ’ｕｗａ１？））を は じめ

とす る呪草 類 （儀 礼 用 の薬 草 ） な どを 商 品 と して ，か な り 遠 隔 の地 まで 交 易 の旅 に 出

る。 カ ヤ ワ ヤ集 団 は， 病気 や 医薬 お よび 呪術 に 関す る知 識 の豊 富 さ ，気 性 の激 しさ ，

閉 鎖性 ， そ して 出没 自在 の旅 人 ぶ りな ど のた め ，単 な る行 商 人 とい うよ り はず っ と神

秘 性 を おび た存 在 と して， 各 地 の住 民 か ら， あ る種 の畏 怖 の念 を も って見 られ て い る。

　 テ ィテ ィカ チ村 に来訪 す るカ ヤ ワ ヤ は， ア マ レテ （Ｊａｍａ－ｒｉｔ’ｉ／Ａｍａｒｅｔｅ，　Ｐｒｏｖ・Ｂ．

Ｓａａｖｅｄｒａ）周 辺 の チ ャカ ワヤ （ｃｈａｋａ－ｗａｙａ／ｃｈａｃａｈｕａｙａ）， ホ タ ウク （Ｊｕｔａ。ｕｋｈｕ／

Ｊｏｔａｏｃｏ）， タ カ チ リャニ （Ｔａｑａ－ｃｈｉ－ｌｌａ－ｎｉ）， ウ ピ リ （ｕ ｐｉｌｉ）， テ ィカ タ （Ｔｉｋａｔａ～

Ｔ’ｉｋａｔａ）， チ ュル （Ｃｈｕｒｕ）， ム ル ワ イ リャニ （Ｍ ｕｒｕ－ｗａｙｌｌａ－ｎｉ） な どの集 落 か ら来

１５） １９７９年 と翌 ８０年 は ， コ ンサ タ周 辺 で マ ラ リア （ケ チ ュ ア語 で い う ｃｈｕｋｃｈｕ） が 流行 した た め ，

　 ム ニ ェー カ ス のケ チ ュ ァ農 民 は交 易 を 敬遠 して 交 易 に来 る者 が 少な か った と言 わ れ る。

１６）言 語 学老 は ，い わ ゆ る 「カ ヤ ワヤ語 」 の正 体 を プ キ ー ナ語 と考 えて い る 。 この 言語 は， 系 譜

　 的 に は アイ マ ラ語 と もケ チ ュ ア語 と も共 通性 がな く， ウル＝チパ ヤ 系 と推 定 され て い る。 現 在

　 で は ， ほ とん どケ チ ュア語 化 （な い し一 部 で は ア イマ ラ語 化 ） して 死 語 とな った 。

１７） ｑ’ｕｗａ一 ｑ’ｏａ＝　ｋｋｏａ）は ，　Ｏｂｌｉｔａｓ　Ｐｏｂｌｅｔｅに よ れ ば Ｔｅｕｃｒｉｕｔｎ　Ｇ の 草本 。　ｍｕｆｉａと も呼 ば れ

　 る。 ス ペ イ ン語 訳 と して は ｐｏｌｅｏが あて られ るが ， いわ ゆ る ｐｏｌｅｏ （メ グサハ ッカ） と は異 な

　 る もの ら しい 。友 枝 啓 泰氏 の ご教示 に よれ ば ， ア マ レテで は ジ ャガ イ モ播 種前 に お こな う農 耕

　 儀 礼 が 「コ ァ」 と呼 ば れ ，ま た ， ｑｏａ （＝ｑ’ｕｗａ？）とい う語 が 「（呪物 を 埋 め るた め ）地 面 にあ

　 けた 穴」 の意 味 で用 い られ る ， との ことで あ る 。

３５３
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る。 いず れ も土器 作 り の村 と して知 られ る。 これ らは， アマ レテ の主 村 とは異 な る共

同体 を 構 成 す るよ うだ が ，漢 谷部 の人 々 は も っぱ ら 「ア マ レテか ら来 る」 と表 現 す る

の で， 本 報 告 で も 「ア マ レテ周 辺 」 と一 括 して 述 べ る こ とにす る。標 高 ４０００ｍ 近 い

地 帯 で， 農作 物 は ， ジ ャガ イモ ， キノ ア ， オ カ イモ ， ソ ラマ メ ，大 麦 な ど。 谷 の下 の

方 の畑 で ， トウモ ロ コ シ，小 麦 も作 る。 リャマ を 飼 って い るが ， これ は主 に荷 運 び用

で あ り，生 業 と して牧 畜 が 占め る比率 は さ ほ ど高 くな い よ うで あ る。

　 ア マ レテ周 辺 の住 民 の母 語 はケ チ ュ ア語 だ が ， アマ レテ の 主村 で はス ペ イ ン語 もよ

く通 じる。 交 易 の旅 に出 るカ ヤ ワヤ達 は， ケ チ ュア語 ， ア イマ ラ語 ， ス ペ イ ン語 い ず

れ を も流 暢 に操 る こ とが で き る。 彼 らは， リャマ あ るい は ラバ に荷 を積 ん で男 ２～ ４

人 連 れ で， テ ィテ ィカ チ まで 徒 歩 ２日か け て来 訪 す る。 特定 の家 に泊 ま って 数 日滞 在

して い くので ， 村 人 は そ の家 に集 ま って ，彼 らの持 参 した 土 器 を見 立 て ，交 換 の交 渉

を行 う。 来 訪 の 時期 は毎 年 ８月 頃 。 テ ィテ ィカ チ の方 か らアマ レテ に 出向 くこ とは な

い１８）ｏ

　 持 って来 る土 器 類 に は， マ ンカ （ｍａｎｋａ炊 事 用 の丸 型 土 鍋）， ホ コ リュ （ｊｕｑ’ｕｌｌｕ

豆 を 煎 った り芋 を蒸 か した りす るた め の斜 め に 口の あ い た壺 ）， チ ュ ワ （ｃｈｕｗａ　 給

仕 用 の小 皿 ）， チ ャ ト （ｃｈａ亡ｕ 小 型 の水 さ し）， プ ニ ュ （Ｐ’ｕｆｉｕ 細 口の 壺）， ウル ポ

（ｕｒｐｕ チ チ ャ酒 の仕 込 み に使 う大 水 瓶 ） な ど の種 類 が あ り， いず れ も村 で の 日常生

活 に欠 かせ な い道 具 で あ る。 これ ら と交 換 に テ ィテ ィカ チ か ら持 って行 くの は ， も っ

ぱ ら トウモ ロ コ シ （黄 色 類 ・斑 点類 ） で あ る。

　 テ ィテ ィカ チ に は ア マ レテの ほ か ， チ ャ リ （Ｃｈｈａｒｉ／Ｃｈａｒｉ）か らも カヤ ワヤ が来 る。

チ ャラサ ニの近 くの ケ チ ュ ア語 の 村 で あ る。 来 る と き は ワ イ ラパ タ経 由 で 歩 い て来 る

が ，帰 り は荷物 が重 くな るの で ， 乗 合 トラ ック を乗 り継 いで帰 る。 持 って 来 るの は ，

薬 草 各 種 ， 焚香 用 の樹 脂 （コパ ー ル）， 調 味料 （ベ ニ ノ キ， カ ミ ン， 花 ハ ッカ Ｏｒｉｇｏｎｕｍ

ｓｐ．な ど）。 トゥ モ ロ コシ と交 換 す る。 近 年 で は， こ の よ う に 自動 車 交 通 を 利 用 して動

きま わ る カヤ ワヤ も増 え て きて い る らしい 。 ア マ レテ の土 器 売 りは ，前 述 の コ ンサ タ ，

さ らに はず っ と東 側 の マ ピ リ周 辺 の 熱帯 低 地 林 地 帯 に も出没 す る。 そ こで もや は りカ

ヤ ワヤ と呼 ばれ て い る。彼 らは ， コ ンサ タ川 流 域 の右 岸 ・左 岸 に 関係 な く動 きま わ る

よ うで あ る。 彼 らが 一年 の うち どの ぐらい の期 間 を行 商 の 旅 に費 やす のか ， 移 動 範 囲

は ど こま でか ， な どの点 につ いて は， 残念 な が ら信 頼 に足 る情 報 を得 る こ とが 出来 な

か った。 １回 の旅 で は土 器 を１０荷 （チ パ） ほ ど運 ぶ よ うで あ る。 ち な み に， 筆 者 が ア

１８）ただ し，アマレテ主村 のす ぐ近 くの谷の下 にあ るスカ鉱 山 （Ｓｕｋ’ａ）に働 く鉱 山労働者 のなか

　 にはティテ ィカチ出身者 もい るので， ティティカチ とアマレテの間 に入の往来がま った ぐ無い

　 わけではない。
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マ レテ主 村 を訪 問 した とき は， ち ょ うど トー ドス サ ン トス の祭 礼 の時 期 にあ た り， ペ

ル ー高 地 の牧 民 た ちが滞 在 して いた 。彼 らは乾 燥 肉 ，砂 糖 ，獣 毛 ， 毛 糸 ，服 ，服 地 な

どを持 参 し， アマ レテ周 辺 の ジ ャガ イ モ ， キ ノ ア ， トウモ ロ コ シ （谷 の 下 の ほ うで と

れ る） と交 換 して い く。村 人 の墓 （ｍｉｃｈｕ） に向 か って ア イ マ ラ語 の祈 薦 を 唱 え ， 供

え 物 の タ ンタ ワワ （前述 ） を持 って 帰 る。

　 　 （２）　 ア イ マ ラ

　 ア ヤタ の 交 易 市 に や っ て く る 女 商 入 た ち は 主 に エス コー マ （ｌｓｑｕｍａ／Ｅｓｃｏｍａ，

Ｐｒｏｖ．　ｃａｍａｃｈｏ）， ア ン コ ライ メ （Ｊａｎｑ’ｕ－ｒａｙｍｉ／Ａｎｃｏｒａｉｍｅ，　Ｐｒｏｖ・ｏｍ ａｓｕｙｏ）な

どテ ィテ ィカ カ湖 畔 の村 々 の 出身 者 で あ る。 彼 女 らは ， 渓谷 部 の特 定 の村 や世 帯 との

個 人 的 な繋 が りを 持 た ず ， も っぱ ら定 期市 や祭 礼 日にた つ 交 易市 をね らって 来訪 す る。

この レス カ テ ィス タた ち とは別 に， 村 を 個別 に訪 れ る ア イマ ラ農 民 が い る， 彼 らは専

門 化 した 商人 で は な く， 自分 た ちの村 の食 糧 の 不足 を補 うた め に， 町 の商 品 を仕 入 れ

て，漢谷 部 の村 で 「売 って」歩 くの で あ る。 具 体 例 と して，パ コ村 （Ｐａｋｕ！Ｐａｃｏ，　Ｐｒｏｖ・

Ｃａｍａｃｈｏ）の場 合 を挙 げ る。この 村 は ア ヤ タ～ エス コー マ間 の道路 ぞ い に あ る高 地 の

村 で ，農 産 物 と して は ， ジ ャガ イモ ， オ カ ， ソラマ メ な ど が とれ るが ， い ず れ も自給

分が精一杯で交易に出す余裕はないざそこで彼 らは，道路ぞいの村という利点を活か

し，乗 合 トラ ックで ア チ ャカ チや ラパ ス市 ま で 出 て砂 糖 ，調 味 料 ， ケ ロ シン，装 身具

（指輪 な ど） を 買 入 れ ， そ れ を持 って 漢 谷 部 の村 々 を巡 り， トウモ ロ コ シな ど と交 換

す る。特 定 の知 り合 いの家 を訪 問 す る方 式 を と り，村 人 か らは 「お得 意 さん 」 と呼 ば

れ る。 交易 の規 模 は小 さ く，各 世 帯 で せ いぜ い砂 糖 １ リー ブ ラ （４５０９）を売 る程 度 。

筆者 は１１月 に テ ィテ ィカ チ村 で パ コか ら来 た男 た ちに 出会 った 。 ロバ １頭 を連 れ ・ テ

’イテ ィカ チ の ほか近 隣 の テ ィ カム リや モ ー リョな どの村 を歩 いて巡 る との こ と。 彼 ら

はケ チ ュ ア語 が あ ま り話 せ ず ， テ ィテ ィ カチ 住 民 とは ア イマ ラ語 で用 を た して いた 。

トウモ ロ コ シが 目 当て だ が ，パ コ村 で不 作 の年 に はオ カ イモ や ソ ラマ メ も調 達 して い

くこ とが あ る とい う。

　 　 （３） マ ニ ャ ソ （家 畜 商 人 ）

　毎 年 ５．月か ら ６．月 にか けて ， テ ィテ ィカチ 近 辺 の村 々 にマ ニ ャ ソ （ｍ ａｈａｓｕ）と呼 ば

れ る家 畜 商 人 が や って来 る。 彼 らは主 に ア ンバ ナ （Ａｍｂａｎａ，　Ｐｒｏｖ・Ｍ ｕｆｉｅｃａｓ）周 辺

の ア イマ ラ語 系 の住 民 で あ る。 ケ チ ュア語 は話 さ な い。彼 らは ，村 人 が 育 て た豚 （主

に オス ， 稀 に メ ス も） を 買 い 取 って い く。 原 則 と しそ現 金 買 いつ け で ， 成 オ ス だ と

８００ペ ソ か ら １５００ペ ソ で売 れ る。 場 合 によ って は衣 料 品 な ど との物 々交 換 もす る。生
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きた ま ま運 ん で い く場合 と， テ ィテ ィカ チ で屠 殺 解体 して 肉 を運 ぶ 場合 とが あ る。 マ

ニ ャ ソた ち は豚 だ けが 目当 て で， トゥモ ロ コ シな ど農 産 物 は 持 って行 か な い。 ア ンバ

ナか らは歩 いて 来 るが ，最 近 で は ア ンバ ナ以 外 に ア チ ャ カチ や ア ン コライ メ な どか ら

乗 合 トラ ック で買 いつ け に来 る家 畜 商 人 もい るそ うで あ る。豚 を売 って 得 る金 は ，村

人 に と って 極 め て貴 重 な現 金収 入 で あ る１９）。

Ｖ ．交 易活 動 の様 態 （２）

１． 交 換 の 単 位

　 伝 統 的 な交 易 の原 則 は等 量 交 換 で あ り， 「重 さ」 よ り も 「か さ」 に基 づ い た レー ト

が定 ま って い る。 か さ を量 る単位 と して は， 次 の よ うな も の が あ る。特 に こ とわ らな

い限 り，ケ チ ュア語 ・ア イ マ ラ語 共 通 の表 現 で あ る。

① 　 ハ チ （ｊａｃｈ’ｉ）　 「ひ とつ か み」： どん な もの で あれ ， 片 手 で つ か め る （あ るい は

　 片 掌 に乗 り き る） 分 量。 トウモ ロ コ シ 果 穂 だ と約 １０本 に相 当す る。 ス ペ イ ン 語 で

　 ｍ ａｎｏ と訳 す こ とが あ る。

② 　 チ ャー ラ （ｃｈｈａｌａ） 「ひ と盛 り， ひ と 山」 ： 両 手 のひ らに一 杯分 。 す なわ ち １チ

　 ャー ラ＝・　２ハ チ 。 実 際 の交 易 の場 面 で は ，帽 子 一 杯分 を １チ ャー ラ と数 え る こ とが

　 多 い 。 ス ペ イ ン語 で ｍｏｎｔｏｎａｄａ と訳 す こ とが あ る。

③ ジ ャル （ｒａｌ） 「果 穂 ひ とや ま」： も っぱ ら ｕｋ （数 詞 “１”） な い し ｉｓｋａ。ｙ （数 詞

　 “２”） と組 み 合 わ せ て ， ウフ ジ ャル （ｕｋ－ｒａｌ）， イ ス カ ジ ャル （ｉｓｋａ。ｒａｌ）とい う形 で

　 用 い る２０）。 ウフ ジ ャル は果 穂 ２０本 （ｌｃｈｈａｌａ に相 当）， イ ス カ ジャル は果 穂 ４０本 で

　 あ る。 これ は トウモ ロ コ シを勘 定 す る単位 と して の み 用 い ， ま た ，物 々交 換 の場 面

　 に限 られ る。 収 穫 後 の 果穂 を勘 定 す る共 同作 業 の よ うな 時 に は ， ジ ャル で数 え る こ

　 と はな い。 ｒａ１によ る勘 定 を 現 地 の ス ペ イ ン語 で は ｒａｌｅｏ と称 す る。

④ カル ヤ （ｋａｒｙａ） 「積 荷 １頭分 」： 交 易 の旅 に あた って 駄獣 の背 に乗 せ る た め ，

　 運 搬 物 を イ チ ュ草 で くるみ ， 藁縄 で 縛 りあ げ た荷 姿 を チ パ （ｃｈ’ｉｐａ） とい うが ， こ

１９）村入 が現金収入を得る方法 と しては， このほかに町への 出 稼 ぎが あ る。 出先 はラパス市

　 （Ｃｈｕｋｉｙａｑｕ／Ｌａ　Ｐａｚ）またはカラナ ビ （いわ ゆるユ ンガス）が多い。 ラパスでは道路工事や担

　 ぎ屋など，カラナ ビではバナナ園などでの農業労働に従事す る。 １月か ら３月にかけての農閑

　 期 に，男が単身で出るのが通例である。町で定職を得るのは難 しく， 出稼ぎがそのまま人 口流

　 出につながることは，今のところ無 い （この点 ，ポ トシ県やオル ロ県 とはやや事情が異なる）。

　 出稼 ぎのほか，最近 では村人が ラパス市まで買い出しに出る機会 も増えた。

２０） アイマ ラ語では，それぞれ ｍａ－ｒａｌａ，　ｐａ－ｒａｌａ という。ｍａ，　ｐａ はアイマ ラ語の数詞 １と ２。

　 ｒａｌはスペイン語 の ｒｃａｌに由来す る語であろう。
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　 の チパ ２つ 分 が １カ ル ヤ （Ｑ ．＝Ａｙｍ ．　ｋａｒｙａ一 Ｓｐ．　ｃａｒｇａ 「荷 物 」） と呼 ばれ る （１

　 カル ヤ ＝一・２チパ）。 トウモ ロ コ シ果 穂 で４００本 ， オ レ ンジ果 実 で４００個 と言 わ れ るが ，

　実 際 に は， も う少 し多 い本 数 ・個 数 に相 当 す る （後 述 参 照）。 カル ヤ は ｋｕｓｔａｌａ（一

　 Ｓｐ．　ｃｏｓｔａｌ大 きな 荷袋 ） と言 うこ と もあ るが ， これ は チパ の代 わ りに ア ルパ カ の毛

　 で織 った荷 袋 を使 うこ と もあ るか らで あ る。 そ の 場合 は ，重 量 の 関係 で ，駄 獣 １頭

　 につ き １袋 しか乗 せ られ な い 。

　以 上 の単 位 表 現 は， も っぱ ら物 々交 換 の場 面 で の み用 い られ ， 現 金売 買 の際 に は都

市 の市 場 経 済 と基 本 的 に同 じ衡 量単 位 （表 １２） が 用 い られ る。 た だ し， カ ル ガ は ， ラ

パ スの 市 場経 済 で は 「６ア ロ ーバ ＋ ６ リー ブ ラ」 で １５６リー ブ ラ と換算 す る が， アヤ

多周 辺 の 交易 市 で は ５ア ローバ （す な わ ち１２５リー ブ ラ。 ５６．２５ｋｇ 相 当） に換算 す る

よ うで あ る。 ま た， 市 場 経 済 で 「カル ガ 」 とい え ば ７０ｋｇ’とい う一 定 の重 量 で あ るが ，

物 々交 換 で の 「カル ヤ」 は重 さで は な くて か さ （容 積 ） で 決 ま る。 実 際 の重 量 は荷物

内容 に応 じて 異 な るが ，た いて い市 場 の カル ガ よ りず っと軽 量 で ， ３０～ ４０ｋｇ相 当で

あ る。

　 次 節以 下 で は ，前 章 で 述 べ た各 地 との 交 易 に お け る慣 習 的 な交 換方 法 を記 載 す る。

これ らは，複 数 の イ ン フォ ー マ ン トか らの 聞 き込 み を照 合 して明 らか にな った 「相 場 」

と言 う こ とが 出来 る。 実 際 に は ，穀 物 の成 育状 況 ， その 年 の生 産 状 況 な ど に応 じた変

動 はあ るだ ろ うが ， しか し実地 に観 察 した 交 易 の現 場 で は， これ ら 「相 場 」 が か な り

忠 実 に守 られ て い る よ うで あ った。 な お， 前 章 と同 じ く， 記 載 に あ た って は ， テ ィ テ

ィカ チ村 な ど漢 谷 部 住 民 の側 に視 点 を お いた 表現 （行 く／ 来 る， こち ら／ む こ う） を

用 い る。 交 換 の単位 は，上 述 の現 地語 概 念 を 用 いて 記述 す る。 な お ，この地 域 のケ チ ュ

ア語 で は ，物 々交 換 で も現 金 売 買 で も同 じよ うに 「売 る」（ｒａｎｔｉ・ｙ）／ 「買 う」（ｒａｎｑｈａ－ｙ

な い し ｒａｎｔｈａ－ｙ） と い う動 詞 を使 う２１）。 以 下 の記 述 に お いて も，「売 る／ 買 う」 とい

　 　　 　 　 　 　 　　 　表 １２ 市場経済における重量単位 （スペイン語）

リ ー ブ ラ （＝ポ ン ド）

ア ロ ー バ

キ ンター ル

カ ル ガ （≠ カ ル ヤ）

１１ｉｂｒａ　 ＝０．４５　Ｋ ｇ

ｌａｒｒｏｂａ ＝＝２５　ｌｉｂｒａｓ＝　１１．２５　Ｋｇ

ｌｑｕｉｎｔａｌ　＝　１００　ｌｉｂｒａｓ　＝＝　４　ａｒｒｏｂａｓ　＝　４５　Ｋｇ （約 １２貫 ）

１ｃａｒｇａ　＝ １５６１ｉｂｒａｓ

　 　 　 （＝ ６ａｒｒｏｂａｓ十 ６ １ｉｂｒａｓ）一・　７０　Ｋ ｇ

２１）物 々交 換 の場 合 は 「～ と換 え る 」 （例 え ば ， Ｓａｒａ－ｔ　ｋａｃｈｉ一ωａｎ　ｒａｎｑｈａ－ｙｋｕ・ あ る い は逆 に，

　 Ｋａｃｈｉ－ｔ・ｓａｒａ－ｗａｎ　ｒａｎｔｉ－ｋｕ－ｙｋｕ．（－ｔｕｒｋａ－ｙｋｕ）） と言 い ，現 金 売買 の場合 は 「金 に換 え る」 （例

　 え ば ，Ｓａｒａ－ｔ　ｑｕｌｑｉ－ｍａｎ　ｒａｎｑｈａ－ｙｋｕ．） と言 う。Ｓａｒａ－ｔ　ｋａｃｈｉ－ｍａｎ　ｒａｎｑｈａ－ｙｋｕ．とは言 わ な い 。

　 （ケ チ ュア語 の 目的格 接 辞 一・ｔａは ム ニ ェ カ ス＝ケ チ ュア語 で は しば しば 母 音 の脱 落 に よ り無 破 裂

　 子 音 ・ｔとな る。） こ のよ うな違 いが あ る と こ ろか ら見 て ∫ 彼 らが 物 々交 換 と現金 売 買 とを 概 念

　 上 区別 して い る， と い う こと もで きる。
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う表現を，現金売買に限 らず物々交換の場合についても，そのまま用いることにする。

ただし，視点は渓谷部住民の側にお くので，「買う」という表現の典型的な意味は 「ト

ウモロコシと交換に何かを入手する」 ということになる。

２． 高地 との交易 におけ る交換 レー ト

（１） ア ル パ カ

　 ア ルパ カ 丸 １頭 と トウモ ロ コ シ果 穂 ３チパ （約 ６００本相 当） な い しは トウモ ロ コ シ

果 穂 ｌｋｉｎｔａｌａ （袋 一 杯 ：市 場 の重 量 キ ンタ ール とは異 な る） を 交 換す る。 羊 の場 合

は ，丸 １頭 と １カル ヤ （す なわ ち ２チパ ， ４００本相 当） と の交 換 にな る。 生 きた家 畜

を見 立 て な が ら交 渉 し， 交 換 が成 立 して か ら， 現 地 で 屠殺 ・解 体 して 肉 ・骨 ・毛 皮 を

持 ち帰 る。骨 は織 棒 な どの 道具 を作 る の に使 う。内 臓 は利 用 しな い。 高 地 か ら牧 民 が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 チヤルキ

お りて くる場 合 は， 乾 燥 肉 か ， あ る い は塩 を した生 肉を 運 ん で くる。 生 肉 は テ ィ テ ィ

カ チで 日 に干 して チ ャル キ にす る。

（２） チ ー ズ

　 理 念 と して は ， チ ー ズ １個 （ｑ ．＝ Ａｙｍ ．　ｍｕｌｔｉ一 Ｓｐ．　ｍ ｏｌｄｅ 「型 」） に対 して トウ

モ ロ コシ果 穂 イ ス カ ジ ャル （４０本 ） が 「標 準 価格 」 で あ る。 実 際 には ， チ ーズ の 大 き

さ に応 じて ，交 換 本 数 が 変 わ る。 果 穂 では な くウ ミ ンタ と交 換 す る場 合 は， チ ーズ １

個 と ウ ミンタ ５個 の交 換 が相 場 と言 わ れ る。

　 　 （３） 塩

　 岩 塩 （ｆｉａｐａ。ｋａｃｈｉ）の場 合 は ， トウモ ロ コ シ果穂 との等 量 交 換 が原 則 で あ る。 そ の

際 ，黄 色 類 ま た は斑 点 類 の 果穂 を用 い る。 現在 で は ，岩 塩 が 流通 す る ことは ほ とん ど

無 くな った。 市 場 を経 由 して入 手 した ブ ロ ッ ク塩 を交 易 に流 す場 合 は， ％ ア ローバ に

対 して トウモ ロ コ シ果 穂 ２ア ローバ （つ ま り重 量 比 に して １ ：４） の割 合 で 交 換 さ れ

る。 塩 との交 換 に は斑 点 類 （ム チ ュ） の トウモ ロ コ シを 出す こ と にな って い る， と説

明す る村 人 が多 か った が ， 黄色 類 （ケ リョ） で も構 わ ない とい う意 見 もあ り，現 に，

黄 色 トウモ ロ コ シの ほ うが 交換 対 象 とな る場 合 が多 い よ うだ った。

（４） 布 地 ・マ ン ト ・ポ ン チ ョ

布 地 と トウモ ロ コ シの交 換 に は ， 果 穂 で はな く穀 粒 を用 い る。 例 え ば ， リヒ リャ

（１１ｉｋｌｌａ 女 もの マ ン ト） の生 地 を トウモ ロ コ シで 「買 う」 に は ， 横 ｛１ミル ヤ｝×縦
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｛１ リヒ ラ＋ １タハ リ｝２２）の 大 きさ の袋 を ， リヒ リャの生 地 で縫 って作 り， そ の袋 で

計 量 して ９分 め （１タ ハ リ分 を残 して 一杯 にな るま で） の穀 粒 を，代 価 と して提 供 す

る。 これ も， 発 想法 と して は， 「同 じ重 量 」 で は な くて 「同 じ容 積 」 に も とつ く交 換

と言 え るだ ろ う。 袋 に穀 粒 を満 たす に あた って は， 当事 者 双 方 が果 穂 か ら穀 粒 を もい

で， 腐 った粒 （ｉｓｍｕ）や 萎 ん だ粒 （ｃｈ’ｕｓｕ）を よ りわ け る。

　毛 織 の バ リェ ータ 布 地 の 場 合 は， トウモ ロ コ シ穀 粒 １カル ヤ と 長 さ １０ワ ラ （Ｑ ．

ｗａｒａ一 Ｓｐ．　ｖａｒａ 「つ え ， 棒 」） の布 地 の交 換 が等 価 と見 な され る。 ワ ラは ， リ ヒラ

と同 じ長 さで あ る。 な お， バ リェータ 布 地 の 幅 は一 定 （約 ８０ｃｍ ？） で あ る。

　 ポ ンチ ョに 関 して は，十 分 信 頼 で き る情報 が得 られ な か った が， 基 本 的 に は ，袋 状

に縫 い あ げ ， そ こ に入 る分 量 の トウモ ロ コ シで買 う， とい う方 式 に変 わ りは な い 。 た

だ ， ポ ンチ ョの 場合 は ， アル パ カを丸 ご と買 え ば肉 と同時 に毛 も手 に は い る。 あ とは，

村 に帰 って か ら毛糸 に紡 ぎ ， い ざ り ばた で １カ月 ほ どか けて 織 りあげ れ ば よ い 。 そ こ

で ，屠 殺 す る アルパ カ を選 ぶ 際 に は， 好 み の毛 色 で あ るか ど うか も条件 に な る 。高 地

の牧 民 が獣 毛 だ けを 持 って お りた と き， トウモ ロ コ シ との交 換 率 が ど うな って い るの

か は ，残 念 なが ら聞 き も ら した 。

（５） 土 器

　土 器 は そ の容 量 の半 分 （ｋｕｓｋａ）に相 当す る トウモ ロ コ シ穀 粒 と交 換 す る。 双 方 立 合

いの も とで ，穀 粒 を注 ぎ入 れ て 計 量す る。 土 器売 りの男 た ち は ト 杯 ま で ，一 杯 ま で」

“Ｊｕｎｔ’ａ－ｓｑａ－ｔ
，　ｊｕｎｔ’ａ－ｓｑａ－ｔ！” と声 を か け ，一 方 ，村 の女 た ち は 「そ こま で ， そ こま

で」 ‘℃ ｈａｙ－１１ａ－ｔ，　ｃｈａｙ－１１ａ－ｔ！” と応 じる。土 器 を 売 り に来 る の は， 前述 の よ うに ， ア

マ レテ周 辺 の集 落 にす む 「カヤ ワヤ」 達 で あ る。

（６） 薬草 類 ・調 味料 な ど

　基 本 的 に， ひ とつ か み （ハ チ） ず つ の等 量交 換 が な され る。 あ る品 目 に対 して特 定

の交 換 可 能 品 目が 限 定 さ れ て い る ので はな い が ，黄 色 トウモ ロ コシ との 交 換 が も っ と

も一 般 的 で あ る。 １ハ チ は果 穂 １０本 に勘 算 され るので ， 例 え ば コパ ール ひ とつ か み に

対 し黄色 トウモ ロ コ シ果 穂 １０本 ， リャマ の 背 中 の脂 肪 （ｌｌａｍ ｐｈｕ） ひ とつ か み に対 し

同 じ く１０本 ， とい うよ うな 交 換 が行 わ れ る。 膏薬 につ いて は， 聞 き も ら した 。

２２） ミル ヤ （Ｑ ・ｍｉｒｙａ一Ｓｐ．　ｍｅｄｉａ）は約 ４０　ｃｍ， リヒ ラ （Ｈｉｋｒａ）は 「翼 ・肩 」 の意 味 で 約 ８０　ｃｍ，

　 タハ リ （ｔ’ａｑｌｌｉ）は 「掌 の横 幅 」 の意 味 で 約 ！Ｏ・ｃｍ にそ れ ぞ れ相 当 す る。 長 さ の単 位 と して は ，

　 この 他 に ， ワ リワ ク （ｗａｌｌｗａｋ’ｕ 「脇 の した」 の意 味 ） があ る。　 ４ワ リワ クで １ リ ヒラに 相 当

　 す るの で ， ス ペ イ ン語 で ｃｕａｒｔａ と言 う ことが あ る 。 リヒ ラは ，腕 を 横 にの ば して ， 体 の 中 央

　 （あ ごの 下 ） か ら手 指 の先 ま で の 長 さで あ る。
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　 　 （７） 魚

　 イス ピ １ハ チ につ い て も，黄 色 トウモ ロ コ シ果 穂 １０本 が相 場 。 トウ モ ロ コ シの代 わ

り に カヤ （オ カ イ モの チ ュー ニ ョ） を 出 す場 合 は ，値 段 が倍 に な る。 す な わ ち， イ ス

ピひ とつ か み （１ハ チ） と カヤ ひ とや ま （１チ ャー ラ） の交 換 に な る。 塩 漬 けの生 魚

は イ ス ピよ り も値 が は る。 魚 ３分 の １チ ャー ラ に対 し， オ カ イモ （未 加 工 の もの） １

チ ャー ラ と い うや り と りが 観 察 され た が， これ が果 た して 平 均 的 な相 場 な のか ど うか

不 明 で あ る。

（８） コ カ の 葉

　乾燥 したコカの葉 １リーブラに対 して トウモロコシ斑点類果穂 １カルヤという物々

交換が，スチスから来た牧民とティティカチの農民のあいだに見 られた。これは，市

場での現金価格を考えると，まった く釣 り合いのとれていない交換に思える。コカの

生産地である低地との直接交換 と此べても，すこぶる高価であると言える。 しかし，

現金収入のほとんど無い村人にとっては，日常生活上および儀礼上の必需品であるコ

カの葉を，現金買いするよりも トウモロコシで購 うほうが，ある意味では 「安い」の

である。高地の牧民にとっても，市場価格で現金購入 したコカの葉を湊谷部の村で ト

ウモロコシと換えたほうが，市場で トウモロコシを現金購入するよりも，はるかに得

である。

３． 低地 との交 易 にお け る交 換 レー ト

　 　 （１） オ レ ン ジ ・バ ナ ナ

　 オ レ ンジ は， トウモ ロ コ シ， ソ ラマ メ， 塩 な ど と交 換す る。 交 換率 は品 目 に よ って

異 な る。 トゥモ ロ コ シ とオ レ ン ジの場 合 は ， ２チパ ず つ （果穂 ４００本 と果 実４００個） の

交 換 が 平均 的 な方 法 で あ る。 この４００とい う数 字 はあ くま で理 念 で あ って ， 彼 らが４００

本 とか ４００個 とか実 際 に数 え た うえ で や り と りす るわ け で はな い 。 実 際 に １チパ に詰

ま って い る果 穂 を 数 え て み た と こ ろ，３００本 近 くに のぼ る こ と もあ った （つ ま り， ２チ

パ で は６００本 に な る）。 しか し，交 易 の 当事 者 た ちは ， テ ィテ ィカ チ側 で聞 い て もコ ン

サ タ側 で 聞 い て も， 一 様 に 「４００」 とい う数 字 を 口 にす る ので あ る。 な お， ソ ラマ メ

と交 換す る場 合 は， ２チパ のオ レ ン ジに対 して 皮 つ き ソ ラマ メ １チパ が等 価 と見 な さ

れ る。 つ ま り ， 低 地 の オ レ ンジ との交 換 と い う文 脈 にお いて 見 るか ぎ り， ソ ラマ メ

（皮 つ き） は トウモ ロ コ シ （果 穂） の倍 の交 換 価 値 を もつ こ とに な る。塩 の場 合 は ，

３チパ の オ レ ンジを ブ ロ ック １個 と交 換す る とい う情 報 が得 られ た。 しか し， これ は ，
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本来 お こな わ れ て い た筈 の岩 塩 との交 換 率 を反 映 した もの で は無 い と思 われ る。

　 バ ナ ナ は ，３０ハ チ と トウモ ロ コ シ １チパ を交 換 す る。 バ ナ ナ はオ レ ン ジほ ど の需 要

が な い。

② コ ー ヒ ー 豆

　皮 を剥 い て干 した コー ヒー豆 １チ ャー ラ と皮 を剥 いた ソ ラマ メ １チ ャ ー ラ とを交 換

す る。 高 地 か らチ ー ズ を持 って い く場 合 は， １個 に対 して豆 ３ リー ブ ラの交 換 とな る。

コー ヒー豆 はや は り皮 を剥 い て天 日乾 燥 ず み の もの で あ る。 な お ，以 前 は，高 地 か ら

仕 入 れ た乾 燥 肉や チ ー ズ を テ ィ テ ィカ チ住 民 が 低地 ま で もって お りて低 地 の産 物 と交

換 した よ うで あ る。乾 燥 肉 に つ いて は ，現 在 で も， と きお り運 ば れ て い る ら しいが ，

しか し，交 換 品 目 ・交 換率 な ど につ い て， 信 頼 で き る情 報 を え る こ とは今 回 で きな か

った ｎ

４．　 伝統的な交易の特異性

　ティティカチ村と谷下の集落との交易については，十分に観察できなかったが，聞

き込みか ら判断して，やはり等量交換の原理にもとつ くやりとりがなされていること

は間違いないと思われる。観察できたのは，ソラマメとチ リモヤ， トウモロコシ穀粒

とインゲンマメ （皮をむいて干 したもの），など１チャーラずつの交換であった。

　高地および低地との交易において，交換品目の中核をなすのが トウモロコシ果穂で

あることは明 らかである。ここに記載 したすべての品目の交換価値を トウモロコシ果

穂の本数に換算することも一応可能であろう。 しかし，そのような計算には意味があ

まり無い。 というのは，算出された「トウモロコシ通貨による価格」が一貫 した体系を

なさないからである。つまり，上に報告 したような交換率は，あ くまで 「文脈依存型」

価格なのである。 これこれの率で，と言っても，それは特定の地域を相手にした場合

の （すなわち地域特異的な）， また，特定の交換品目だけに限定 したうえでの （すな

わち品目特異的な）， あくまで相対的な交換価値であって， それらが 「文脈自由」に

（特定の交易場面に縛 られずに）整合的 ・絶対的な価格体系を成 しているわけではな

い。以上に述べたような地域特異性と品目特異性，この二重の意味での特異性が交易

経済のおおきな特色であり，市場現金経済との相違点でもある。 この点に，伝統的な

交易が，昔にくらべて衰退 したとはいえ，現状として現金経済 と共存 し，む しろ市場

経済を補完する機能をはたしている理由のひとつがあると考えてよいだろう。
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ＶＩ．　 ま と め 交易の構図とその変貌一

　本報告で記述 した事例は，大貫 ［１９７８］による垂直統御のｉ類型論の枠組でいえぱ，

専業型ないしマルチ＝エスニ ック型に該当する面が多いように思われるが，その点は今

回の報告ではとくに強調 しないでおいた。 第ＩＶ章以降の記述において， 「高地に住む

アイマラ牧民」 と 「渓谷部および低地に住むケチュア農民」のあいだの交渉関係にし

ばしば触れてきたが，しか し，両者の言語的およびエスニックな差異が相互の交渉関

係のありかたに対 して決定的な影響を与えているとは言えないようである。広域にま

たがる交易関係網 とそれを律する垂直統御の原理を記述 ・分析するにあたって，たし

かに，言語的な差異は考慮すべき重要な因子のひとつに違いない。しかしなが ら，そ

の重要性のわりには，的確な記載が従来なされてきたとも思えない。本報告で 「アイ

マラ」と 「ケチュア」の言語差に言及する機会が多かったとすれば，それは，これま

で欠落するか無視されるかしていた種類の情報を補うためである。ことさら言語接触

や民族接触の関係を主題 として垂直統御の様態を描き出すことを筆者が意図していた

わけではない。

　 さて，ティティカカ湖東方の斜面一帯で展開される交易活動の範囲は，高所の牧民

社会か ら，漢谷部を経て，低地の亜熱帯地帯にまで及ぶことが本報告で明 らかになっ

た。このような広域にわたる交易関係が古 くから成立 していたとすれば，その主軸を

成 したのは，塩，アルパカ製品，チューニョ， トウモロコシ，コカなどの交換ではな

かったかと想像される。 コンサタ村での聞き込みによれば，現在のようにブロック塩

図５　伝統的な交易の構図
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が都会市場経由で普及する以前は，高地産の岩塩が漢谷部住民の手をへて運ばれて来

るのが一般的であった らしい。今回報告 した諸事例か ら，都市市場を経由して流通す

る品目を除外 してみると，渓谷部住民の伝統的な交易様態として，一方では高地 との

交易によってチューニ ョ，塩，アルパカ獣毛，乾燥肉，呪物類を手にいれ，他方では

低地との交易を通 じてコカの葉，果実類， トウガラシやベニノキなどを調達するとい

う構図がうかびあがって くる （図 ５参照）。そこにおいて トウモロコシは渓谷部農民

の唯一の手持ちの札である。このような交易関係の基本は，現在 も変わらない。これ

を仮に 「伝統的な構図」 とするならば，それがいつごろ，どのようにして成立したか，

という問題がある。この問題に深 く立ちいっていくための有効な材料を筆者は持ちあ

わせていない。 しかし，筆者が話を聞いた村人たちの祖父母の時代には，今日よりも

はるかに密接で安定 した直接交換活動が営まれていたという点は，おそらく間違いな

いようである。

　現在では，都市中心の現金経済市場との複合や低地への入植活動などの要因が絡ん

できたため，上記のような 「伝統的な構図」はおのずと変貌をとげつつある （図 ６参

図６ 現 在 の 交 易 の 構 図
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照）。 従来の物流が前にのべたような地域特異的な流れであるとすれば，今日の変化

はそのような特異性が弱められていく途上，と位置づけることができるかも知れない。

た しかに，産物の流通は日に日に都市中心型に変化 していくように見える。しかし，

現金を媒介 としない物々交換がどんどん衰退 していき，いずれは消滅する，という単

純な見通 しをたてることは出来ない。少なくとも現時点では，物々交換の経済 と現金

売買の経済 とが，単に空間的に分化する方向にではなく，む しろ，ひとつの地域にお

いて不思議な共生関係に向かいつつあるように筆者には思えた。経済的な次元で見る

限り，物々交換を 「最大限に利用」 しているのは，地元の農民たちよりは，む しろ町

か ら来 る交易商人 （レスカティスタ）たちであるかも知れない。

付 記

　本報告は， 国立民族学博物館の共同研究班 「アンデス ・ヒマ ラヤ ・アルプスー 交換 と交易

一 」 （代表者 一藤井龍彦） の研究会 （１９８４年 ５
．月２６日） で口頭発表 した内容を補充 ，修正のう

え書 きおろ した ものである。第 皿章 の内容の一部について は，以前 に京都大学人文 科学研究所社

会人類学部 門ゼ ミナール （班長 コ谷　泰） で発表す る機会があった （１９８１年 ５月２５日）。 両研究

会 に参加 された方 々か ら数 々の的確 なコメン トを頂戴 し，また重要な資料を補足 して頂いた。こ

の場をか りてあ らたあて お礼 申 し上げたい。本報告の もとにな った実地調査は，国際協力事業団

青年海外塊力隊による派遣で筆者がボ リビア共和国国立人類学研究所 に所属 していた際にお こな

った。両機関および ボ リビア文化庁か らの様 々の援助により調査を実施する ことができた。記 し

て，感謝の言葉 にかえたい。
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追 記

　校正の段階で ｒ季刊民 族学』３２号（１９８５年 ４月）に写真家高野潤氏による記事 「“望郷”の村ア

ヤ タ」が載 っているのを見 ることができた。アヤタの日曜市の光景な どが描 かれているので，参

照 されたい。
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